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　壁に掛けてあるカレンダーの数日後の日付に、色いろ褪あせたインクで丸印がつけられていました。

　飄々ひょうひょうと生きているだけの私にとって、楽観的になんとなく毎日を過ごしているだけの私にとって、その日だけはどうしても外せない用事がありました。

　ずっと前から、楽しみにしていました。

　この日は私にとってとても大きな意味を持つ一日なのです。特別な一日なのです。

　何年も前から、ずっと前から、この日を待ちわびて、焦こがれて生きてきました。

　この日、私は彼女と再び会うことができるのです。

　私と再び会ったとき、彼女は一体どんな顔をすることでしょう。驚くでしょうか。笑ってくれるでしょうか。もしかしたら泣き出してしまうかもしれません。

　私が彼女から教わったことは、本当に、本当に、たくさんありました。数え切れないくらいに。

　彼女と過ごした日々は、この日に始まり、そしてこの日のために、紡つむがれてきたのです。

　私に世界の広さを教えてくれた彼女との、とてもとても大切な、思い出の一日がそこにはあるのです。

「楽しみですね」

　柄がらにもなく心躍らせながら、私は荷物をまとめました。

『二十二年に一度の大接近！　ほうき星が空に現れる日』

　このたび訪れる地方のパンフレットを胸に納めながら、私は扉に手をかけました。ギイ、とたてつけの悪い扉が、己が限界を知らせるように悲鳴をあげます。

　私はそして、扉を閉めるのです。

「いってきます」

　あなたと再び会う為ために。

　あなたと再び会う旅に。
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　私と彼女が出会ったとき、彼女は既に死んでいました。

　いやこれは決して比喩ひゆ表現などではなく、まさにまさしく彼女は読んで字の如ごとく死んでいたのです。

　私が彼女の遺体いたいを見つけたのは、旅の途中、次の国に至いたるまでの道の途中で、何の気なしに、「ああちょっとほうき飛ばすのもかったるくなってきた頃合ですし、小休止でも挟はさみましょうか」などと独り言をぼやきながら、平原に佇たたずむ一本の樹のもとにほうきを寄せた頃のことでした。

　涼すずしげな風がゆっくりと漂ただよう秋のこと。

　私はそうして、木陰に腰こしかけて、次の国への地図を開きながら一休みするに至ったのです。


「…………」



　しかしどうやら私が見つけた一本の樹には既すでに先客がおられたようで、樹の真下にはどこぞの誰かの荷物が置いてありました。

　しかし人影はありません。

　恐らくは女性の荷物のようで、大きめのバッグの真横には女性ものの靴くつが揃そろえて置いてありました。


「…………」



　ついでに、バッグの上には手紙が一つ。あからさまなほどに読んでほしいと言いたげなその手紙を、私は手に取り、封を切ります。

　そこには、簡単な文章がただ綴つづられているだけでした。

『人生に絶望しました。私は死にます。さようなら。私の死体を見つけた方がおられることならば、どうか最後のお願いです。海に捨てちゃってください。──旅人のマトリシカちゃんより』

　遺言書ゆいごんしょでした。

「……自殺？」ですか？　こんなに見晴らしのいいところで？

　などと私が首をかしげた直後です。

　ギイ、と私の真上で、樹が軋きしみました。

　おやおや一体何事で？　と私はそのとき、何も考えず──こんなところに置いてある遺言書の不自然さにさして疑問を抱くことなく、目を向けました。


「…………」



　そこには私と同じくらいの女性の姿がありました。

　珊瑚さんご色の髪を肩に触れる程度まで伸ばしており、着込んでいる服は私と同様、ローブ。恐らく魔法使いだったのでしょう。

　瞳ひとみは少し濁にごった金色。

　その濁りは生来せいらいそういうものなのか、もしくは今、そのような状態にあるから濁っておられるのかは区別はつきませんでした。


「…………」



　彼女の脚あしは、ゆらゆらと私の上で揺ゆれていました。

　ほうきに乗っているわけではありません。まして樹の枝に腰かけているわけでもありません。

　太い木の枝に括くくりつけられた縄なわに首を引っかけて、彼女は自らの身体を、吊つっていたのです。遺言書が示す通り、人生に絶望したのでしょうか。海に捨ててほしいのでしょうか。

　彼女は──私が出会ったその瞬間には、既にもう、死んでいたのです。

　言葉もありませんでした。人の死体を見たことなど今までそう多くなかった私でしたから──そもそも人が首を吊っているところなんて見たことがありませんでしたから。

　ですから、恥はずかしながら申し上げると、私はこのとき、目を丸くしたまま、頭をまったく働かせていませんでした。

　茫然ぼうぜんとしていたのです。少々動揺どうようしていたのです。

「あの……すみません」

　ですから樹の上から、枯かれた声が漏もれたとしても、それは幻聴げんちょうだろうと思ったほどでしたし、

「旅のお方……ちょっとお願いがあるんですけど……」

　はたと顔を向けたその瞬間、首を吊っている彼女が私のほうを見ていることに気付いたときには「へ？」と素すっ頓狂とんきょうな声を漏らしてしまったものですし。

「ちょっともうこれ辛つらいんで、降ろしてもらってもよろしいでしょうか……」

　絶賛ぜっさん首吊り中の彼女からそのような申し出があったときに至っては、「……へ？」などと何の面白味もないリアクションを再びとってしまったものです。

「……あの、生きてるんですか？」

　そしてこのような当たり前にもほどがある質問を投げかけていたのが、私でした。

　彼女はロープに首を縛られたまま、器用に頷うなずいて見せました。

「残念ながら生きてるんですよねぇ、これが」


　…………。



　まあ、声出せるんですから、そりゃ生きてるに決まってますよね。





○






　彼女を吊るしていたロープをばっさり切ってマトリシカさんとやらを救出して差し上げたところ、彼女は「ああ……死ぬかと思った……」などという本気なのか冗談なのか判別に困る言葉をため息と共に吐はき出したのちに、

「あ、助けていただきありがとうございます。私、マトリシカちゃんといいます」

　などと私にお礼を一つ。

　目は濁りきったままですが私の目の前の彼女は明らかに息をしており、生きています。

　しかし、ならば私が先ほど見た彼女の無残な姿は一体何だったというのでしょうか？　私はてっきり彼女が遺言書通りに人生に絶望して自ら死を選んだのだと思っていたのですけれど──。

「いやあ、私、恥ずかしながら、死ぬに死ねない病に罹かかっていまして……、どういうわけか百年くらい前から何があっても死ぬことができないうえに老いることもないんですよ。困った困った」

　あはは、と彼女は恥ずかしそうに髪を弄いじりながらそのように語りました。

　死なない──いえ、死ねない、というのは、そのような人間がいるというのはにわかには信じがたい話ではあるのですけれど、しかし目の前の彼女がそうとしか説明のしようがない状況にあったことも事実です。


「…………」



　いえ、しかし。

　そもそも、仮にそうであったとしても。

「……で、何でこんな場所で首を吊っていたんですか」

　わざわざ平原のど真ん中で自殺しなくてもよくはありません？　というか私が偶然ぐうぜん立ち寄らなかったらどうするおつもりだったというのでしょうか。

　咎とがめるような口調の私に、しかし彼女はほんの少し恥ずかしそうに、目を逸そらしました。

「いやあ……何といいますか……、ほら、ここって景色いいじゃないですかぁ」

「そうですね中々に見晴らしはいいと思います」

「でしょう？　それでですね、私、不死身ゆえに中々定住することができないから旅をしているのですけれど」

「ほうほう」なるほど確かに百年前から不老不死ふろうふしであるのならば、そうせざるを得ないのも分からなくはありません。

「それで、なんだかこんな綺麗きれいな景色を見ていたら、なんだかマトリシカちゃん急に死にたくなってきちゃって」

「ほうほうなるほど」ん？　何言ってんです？

「それで気付いてたら首吊ってたんですよねぇ」

「そんな軽いノリで死なないでもらえますか……」

「死にたさが押し寄せてきたんですよねぇ」

「もしかしてあなたいつもこんなことやってるんですか」

「いえいえ、まさかそんな」あはは、とマトリシカさんは笑いました。「三日に一回くらいです」

「常習犯じょうしゅうはんじゃないですか」

「ちなみに未遂みすいは一時間に一回くらいのペースでやってます」

「どうしようもないくらい常習犯じゃないですか」

　ドン引きですよ。

　露骨ろこつにあからさまに引いてみせる私に、マトリシカさんは、「あ、そうだ！」などと、何やら閃ひらめいたような、妙案みょうあん思いついたりとでも言いたげな表情で、

「そういえばあなた……えっと──」

「イレイナです。灰の魔女です」

「そう。イレイナさん。あなた、商人さんですか？」ちらりと私のほうきに括りつけられた荷物を見やる彼女。

　今日は特別お荷物が多いですから勘かん違ちがいなさったのでしょうけれど、

「私は旅人ですよ」首を振りました。

「おー。旅人さん！　マトリシカちゃんと同じですね！」


「…………」まあ、実際そうなのですけれど、彼女と同じという部分に関しては首を振りたい気分でした。「で、それが何か」



「もしよかったら、次の国まで一緒に行きません？」

「……えー」露骨に顔をしかめる私でした。

「いいじゃないですかぁ。ほら、よく言うでしょう？　旅は道連れ、地獄じごくへの」

「死ぬ気満々じゃないですか……」あわよくば私を巻き込む気満々じゃないですか……。なおさら嫌ですよ……。

「まあ冗談じょうだんはさておき」いえまったく冗談に聞こえませんでしたけど……。「マトリシカちゃん今ちょっと上手うまく魔法が使えない状態でして、だからやむを得ず頼んでるんです」

　おや？

「魔法が使えない、というと？」どういうことで？

「一回死んだあとは身体が重くて魔法が上手く使えないんですよねぇ」


「…………」



　もしかしてこの場で自殺した理由って、ほうきを飛ばすのが面倒くさくなったからとりあえず足にできる魔法使いを捕まえようと思った……などという理由じゃありません？　違いますよね？　そうですよね？

　まあ、断る理由もありませんし──、それに、私から拒絶された腹いせにまた自殺でもされたらたまりませんから、

「はあ……まあ、いいですよ」と呆あきれながらも答える私でした。

「マジですか？　やったぁ！」わーい、と両手を挙げて喜ぶマトリシカさん。

　こうして見るぶんには年相応の女の子といった雰囲気ふんいきなのですけれど、これで百年も生きているというのですから驚きです。

「さ、どうぞ」

　いかにも渋々しぶしぶといった雰囲気を醸かもしつつ、私はほうきを準備します。「今日はちょっと荷物が多いですから、荷物の上に座ってもらう形になりますけど、いいですか」

　所用しょようあって私のほうきは只今大きめの荷物を括りつけております。

　相乗りするといえど彼女にはその上に乗ってもらうくらいしか方法がないのですけれど。

「大丈夫ですよー。私、こう見えてモノ扱あつかいされるのには慣れてるんで」

　言いながら彼女は荷物の上にちょこんと座りました。

「モノ扱いに慣れているとは」

「いやノリで自殺したらうっかりマジで死んでると勘違いされて棺桶かんおけに詰め込まれたことが何度かあるって意味です」


「…………」



　聞いて損しました。

「やっぱテキトーなノリで自殺なんてするもんじゃないですね。かつての私の愚行ぐこうに反省です」


「…………」



　あなた先ほど首吊ってたこと忘れたんですか……？

「そういえば魔法で自殺したことは一度もなかったですね……」

　ほうきの後ろでそのようにぼそりと不吉なことを呟つぶやくマトリシカさんをよそに、私はほうきを飛ばしました。

　それなりに重くなったほうきが歩くような速さで次の国へと辿たどり着いたのは、それからマトリシカさんが「……！　もしかして今ここで飛び降りたら死ぬのでは……？」と二回ほど呟いたあとのことでした。


　…………。



　要するに二時間後です。





○






　さて国に着いたとき、門兵さんは私とその荷物を見やりながら、

「ようこそ！　灰の魔女イレイナ様ですね？　お待ちしておりました！」

　と敬礼をひとつ。このたび、私が訪れることは既にこちらの国──共和国アンルーニーには伝えてあるのです。

　隣国りんごくを訪れた際に、アンルーニーまでの荷物の輸送を頼まれたのです。

　つまりこの国のお方は私を待っていた、というよりは私のほうきに括りつけられているお荷物を待っていた、というほうが正しいでしょう。

「おや、そちらの方は……。お連れ様ですか？」

　ちなみに荷物の上に未だに乗っかっているマトリシカさんに関してはそもそも存在すら知らなかったことでしょう。途中で乗っけられただけですし。

「ええお連れ様です」私は頷き、

「いえ道連れ様です」マトリシカさんは頷きました。


　…………。



「だから何で私まで自殺に巻き込もうとしてるんですか」

「イレイナさん」ふふん、とマトリシカさんは笑みを浮かべます。「世の中には無理心中というものがありましてね」


「…………」



　この人は常に自殺のことを考えなければ死んでしまう病にでも罹っているのでしょうか……？

　いえ、自殺のことを考えていても結局のところ不死身ゆえに死ねないのですけれど。もうわけ分からないですねこれ。

「かしこまりました！　それでは魔女様と道連れ様の二名ですね！　お入りください！」

　しかし結局のところ荷物がほしいゆえに誰が運んでいようとさほど気に留めておられない門兵さんは、ただの魔女と、そして見るからに明らかに言動が怪しいマトリシカさんの二人の入国をあっさり許してしまうのでした。

　……この国大丈夫ですか？




　さて共和国アンルーニーに着いたことですから、つまるところ彼女との同行ももう終わりを迎えても間違いはないはずなのですが、しかし相変らずマトリシカさんは私の傍そばから離れる気配はありません。

「この荷物って何が入ってるんです？」

「お薬ですよ」私は答えました。「この国、どうやら奇病きびょうが流行はやっているらしくてですね、よそから薬を取り寄せているみたいなんですよ」

「奇病？」

　彼女は首をかしげながら、街を見渡します。

　通りを往来おうらいしている人たちがいました。げほ、と咳せきを漏らしながら顔をしかめる人。通りの隅すみっこのほうで座り込み、空を見上げている人。今にも倒れそうなくらいにふらふらと歩いている人。……ごく普通に、健康な方も中にはおりましたが、しかしそういったあからさまなほどに具合を悪くしている方の姿があまりにも多いせいか、どことなく街並みは活気を失っているように見えました。

「外を出歩いている人たちはまだ症状が軽いほうだと思いますよ。酷ひどくなれば外を出歩けなくなるそうですから」

「なるほどぉ……」によによと顔を緩めるマトリシカさん。

「なんでちょっとときめいてるんですか……」

「いえ病死は経験なかったものですから」

「……ところでいつまで私の傍にいるおつもりなんですか？」

「ところでこれからどこに行くんですか？」


「…………」私は彼女から顔を背けて、道の向こうを指差します。「薬を国の役場まで届けます」



「じゃあもうちょっと一緒にいてもいいです？」

　えー。

「……滅多めったなことを考えていないのなら、いいですよ」

「大丈夫です。ちょっと病気をうつしてもらえたらなと思ってるだけなんで」

「滅多なことじゃないですか……」

　呆れる私に、彼女は「あはは」と笑いながら、答えます。

「自殺願望は私にとっては日常ですよ」と。

　もう何年も前から彼女はずっと自殺を繰り返しているのでしょうか。

「いやな日常ですね……」

「ええ、とっとと解放されたいものなんですけどね」


「…………」



　その言葉にどのような意味が含められているのかを私は考えようとしましたが、考えるまでもなかったことでしたので、私はただ、

「……私の前では自殺を企くわだてたりするのはやめてくださいね」

　と答えておきました。

「そういえばネコって死期が近づくと人の前からいなくなるっていうじゃないですか」

「……私から離れた直後に自殺するのもやめてくださいね」





○






　国の役場でネコがにゃあと鳴きました。

「どうしてこんなところに私の天敵が……」

　ネコを拒こばむ体質ゆえに私は役場の扉を開けた直後に身構えるに至りました。そんな私にマトリシカさんは「？　なにしてんです？」と首をかしげたものですし、役人さんは、

「おお！　お待ちしておりました魔女様！　そちらが例のお薬ですね？」とさして気にも留めずに私たちを中へと促うながしました。

　私たちを、というよりは薬を、ですけれど。


「…………」



　まあ玄関先にいるだけだろうと思い私はお澄すまし顔で促されるままに役場の奥へと進んでいきました。

　通された応接間で私は役人さんの向かい側に座り、「こちらが頼まれていたお薬です」と、荷物を手渡します。

　どさり、と結構な量のお薬がテーブルに積まれました。

「拝見はいけんします」包みを解き、役人さんは粉薬が詰められた瓶びんを一つ、持ち上げました。彼が瓶を軽く揺らすと、中の粉がさらさらと音をたてて波打ちます。

「……ところで魔女様、そちらの方は？」お薬から興味を私たちに移した役人さんでした。

　問題ない、ということでしょうか。

「こちらは──」ただの同行者です、と言いかけたところで、

「マトリシカちゃんですにゃん」

　私の隣で猫撫ねこなで声。

「……！」

　私の天敵、再び。見るとそこには玄関先に陣取っていた憎きケモノのネコを抱いたマトリシカさんがおりました。「にゃあにゃあ」などとネコの両前脚を弄もてあそび、「おりゃ、ネコパンチ」などと私の脚を肉球にくきゅうでふにふにとつついていました。

　ぞわぞわしました。ぞくぞくしました。

「マジで何やってるんですかあなた」全身全霊をもって睨にらみつける私でした。くしゃみを抑えているため殊更ことさら形相ぎょうそうが悪くなっています。
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「いや可愛かわいかったから、つい」しかしそんな私を軽くスルーするマトリシカさん。

「ははは、可愛いでしょう」役人さんは私たちのやり取りを仲のよい女の子二人のお戯たわむれとでも思ったのでしょうか。彼はにこやかに笑いながら、「我が国は愛猫家が多くいましてね、私もそのうちの一人なのですよ」と言いました。

　何ですかそれこの国は地獄ですか。

「天国みたいな国ですね！」私の横の彼女はそのように感じなかったようですが。

　私もできることならネコを撫でてみたいものなんですけどね……、残念ながら悲しいことに私の身体はネコに触れただけで「いや！　さわらないでください！」などと面倒くさい女の子のように悲鳴をあげてしまうのですから仕方ありません。

「ところでお薬のほうはどうでしたか」

　自らの思い通りになってくれない体質に内心絶望しながら話を戻す私でした。

「ええ……効くかどうか試してみないと何とも言えませんね……」


「…………」



　まあ、でしょうね。

「しかしこれだけの数では……、おそらく効いたとしても事態の鎮静化ちんせいかは難しいでしょうね……」

　ことん、とテーブルに薬の瓶を戻す役人さん。「残念ながら現在、我が国で奇病に罹っている患者の数は確認されているだけでもこの薬量で完治できる人数の倍はいます。それに、これからもっと増えることでしょうし……」

「……そんなに酷いんですか」

　私に役人さんはこくりと頷き、

「ええ、まあ──」

　それから、この国が抱えている事情をぽつりぽつりと話し始めました。

　共和国アンルーニーはこれといった名産品もなく、かといって景色がひときわ美しいわけでもなく、つまるところ平凡へいぼんと呼ぶに値するような国であるそうですが、唯一、国の自慢ともいえることが一つありました。

　共和国アンルーニーには、とても綺麗な池が一つ、国の中央にあったのです。

「にゃんにゃん」

　とても綺麗な池は、この国では魔女イリスの池などと呼ばれて親しまれてきました。かつてこの国の繁栄はんえいを支えた魔女を称たたえて、この池には彼女の姿を模もした像がつくられたと言います。というか魔女イリス本人が生前に自分の姿を模した像を作り上げたそうで、死の間際まぎわ、像を前にして彼女はこのようにも言い残したとされています。「この池の水は万病まんびょうに効く薬になります。この池の水は神の水になるのです！」と。

「にゃんにゃん」

　ちなみに魔女イリスは普通に病気で死んだそうです。

　さて神の水を垂たれ流すはずの魔女イリスの池ですが、しかしこの池、彼女の死後に濁るようになったといいます。以前は池の底まで見えるほど美しい透明だったというのに、今はただただ紫色に濁るばかり。

　魔女イリスの像も今の池の様子を嘆なげくように、おどろおどろしく崩れかけているといいます。

　一体なぜこのような事態になってしまったのかは誰にも分かりません。

　ただ一つ明らかになっているのは、時を同じくしてアンルーニーでは奇病が蔓延まんえんするようになったとか。もはや池の水はただの毒の沼でしかなく、池は封鎖されているそうです。

　しかし既に国民の多くが毒を飲んでしまっていました。大半の国民が病に倒れてしまったのです。

　その毒は不思議な毒でした。決して死に至ることはありません。痛みもありません。ただ、毒を飲んだ人間は、じきに身体が動かなくなってしまうのです。

　今も、この国には、身体を動かすことができずに苦しんでいる人が、大勢いると言います。

「にゃんにゃん」


　…………。



　私は気付けば涙を流していました。

「この国のために泣いてくれるのですか……なんとお優しい魔女様だ……」私に釣られて泣く役人さん。

「いえ、これはそういうわけではなくて……」

　私が役人さんの話に耳を傾かたむけている最中、要所要所でぺちぺちと私の頰ほおやら腕やらにネコパンチを送り続けてくるマトリシカさんのせいで私の身体が「やめてって言っているでしょ！　いや！」などとネコを本格的に拒絶し始めたがゆえに流れている涙です。

　私は私でネコを拒絶する身体ですが、ネコもネコで私のことが気に食わないようで、マトリシカさんにそそのかされるままにネコは私の脚やら腕やらを引っ搔かきました。そのせいで涙が出たのです。

　けして国を憂うれいているわけでも国民に同情しているわけでもありません。

「ともかく、薬はありがとうございました。効くかどうかはまだ分かりませんが──、これでこの国の奇病にも希望が持てます」

　なにはともあれ、こうして私のこの国での役割は終わったのです。

「にゃんにゃん」

　ですからとっととこの場を離れたいなと思ったわけですが、しかしマトリシカさんがネコを妙に気に入ってしまったせいか、私たちがお役所を出たのは、それからマトリシカさんが「にゃんにゃん」とうんざりするほどにのたまった後になってからでした。


　…………。



　要するに数分後です。





○






「ひどい目に遭あいました……」

　結局、私たちが役所を出た頃には、私の脚や腕には細いひっかき傷のようなものが残りましたし、じんじんと身体が痛むばかりでした。おまけにネコのせいで未だに目には涙が溜まっていますし、鼻水もくしゃみも止まりません。最悪です。とっとと宿に泊まって寝たいくらいです。

　至極しごく不機嫌な私の横で、マトリシカさんは鼻歌交じりなくらいに上機嫌でした。

「イレイナさんはネコが苦手なんですか？」

「見ての通りです」

「泣きたいほど好きということですか……」

「泣きたいくらに身体が拒んでるってことですよ」


「…………」呆れる私に対し、マトリシカさんはぼんやり見つめたのちに、「……なるほどなるほど、そういうことですか──イレイナさんは昔の私と同じですね」



「……？　どういうことで？」

「私も昔はネコに触れなかったんです。ネコに触ると、涙が出てきちゃってたんですよ」


「…………」



「でも、丸一日触ってたら大丈夫になりました！　今ではこの通り！　幾いくら触ってもまるで問題なしですよー」

　手をひらひらと振って鼻歌を歌うマトリシカさん。

　呑気のんきなものです。

「……あなたは引っ搔かれてないんですね」

　手も脚もまったく傷はありません。どうやらネコに嫌われていたのは私だけのようです。くそが。

「いえいえ、マトリシカちゃんもたくさん引っ搔かれましたよ？」上機嫌な様子を隠そうともせず、彼女は私の前を歩きながらよく分からないことを言いました。

「そのわりにあなたの身体についているのはネコの毛ばかりじゃないですか。傷なんてどこにも見当たりませんよ」

　すると彼女はくるりと振り返り、

「マトリシカちゃんは傷ついてもすぐに治っちゃいますので」

　と言いました。


「…………」



「不老不死というのはですね、イレイナさん。死んだら元通りになる、ということでもあるのですけれど、同時に、怪我けがをしてもすぐに治ってしまうということでもあるんです」

　だからこの通り──と彼女は私に手をひらひらと振って見せました。「私はずっと前から、怪我とも病気ともほとんど無縁でした。たぶん、私の身体は、身体に異常が生じたとたんに、元の状態まで勝手に戻してしまうのでしょう。病気に罹っても、すぐに身体はそれを消してしまう。老いることもありません。怪我をしても同じです」

　言いながら、マトリシカさんは懐からナイフを取り出し、「ほら、こんな風に」と指先にあてがいました。彼女がナイフに力を込めると、指から赤い血がナイフを伝います。

　けれど、指先を離した直後には既に血は止まっていて、それ以上流れることもなければ、垂れることもありませんでした。

「まあこんな感じにマトリシカちゃんは不死身の身体に困ってるわけですよ」

「血は消えないんですね」

「そですね。傷はないのに血だけあるなんてなんだか変な感じです」そして彼女は視線をきょろきょろと彷徨さまよわせたのちに、「ところでハンカチか何か持ってません？　血がついてるとばっちいので拭ふきたいんですけど」と首を傾けました。

「……なんでハンカチも持ってないのに指切っちゃうんですか」

　嘆息たんそく交じりに、私は彼女の指先をハンカチで拭ぬぐってあげました。血を拭き取られた彼女の指先は確かに傷一つなくて、まるで最初からナイフで切られた傷などなかったかのよう。

「やあすみません。買って返しますから、許してください」えへへ、と笑うマトリシカさん。


「…………」



　結局のところ、それはなんだか一緒にいる口実を作っただけのようにも見えましたけれども。

「……ま、いいですよ」

　私はついでにネコによってつけられた傷跡きずあとにもハンカチをあててから、彼女と一緒に街を歩くことにしました。

　二人ぶんの血がついたハンカチはその辺のゴミ箱にポイしておきました。

　血がついているハンカチなどばっちいだけなので。




　さて結果として私は彼女のせいでハンカチを捨てる羽目はめになったわけで、前述の通り彼女は新しいハンカチを買ってくれるようでしたので、とりあえず色々な雑貨屋を回りました。が、その途中で魔が差した私は、「正直ハンカチ買ってもらうより本を買ってもらったほうが嬉うれしいですね……」と彼女に提案。

「えっ？　本ですかー？　いいですよ。どれがほしいんです？」

「じゃあこれで」

　本屋には魔女イリス直筆の自伝もありましたので、私はそれを買ってもらうことにしました。

　それから私たちは揃って喫茶店きっさてんへと赴おもむきました。

　喫茶店で私の向かい側に座るマトリシカさんは、私の手の中にある魔女イリスの自伝をじっと見つめながら、

「んな本買ってどうするんです？」

　と首をかしげました。

「魔女イリスのことを調べておこうと思いまして」

　どうせ薬の量は明らかに足りないのですから、私が運んできた粉薬だけでこの国に今起こっている奇病問題を解決するのはまず不可能と言っていいでしょう。

　となれば、明日には再び粉薬を貰いに別の国へと行くように頼まれるか、もしくは奇病解決のために知恵を貸してほしいと頼まれるに違いないのです。

　というわけで先んじて原因となっている魔女イリスの池を調べようということでした。

　本でも読めば何らかの情報がつかめるかもしれませんし。

「真面目ですねぇ」

　そんな私を、マトリシカさんは頰杖ほおづえをつきながら、ぼけー、と見つめておりました。

「マトリシカさんは百年生きていて、こういう病に陥おちいっている国に訪れたこと、ないんですか？」

「ないですね」きっぱりと彼女は答えました。「そもそも百年生きているといっても、必ずしも今を生きているイレイナさんのような若い人よりも優れているということはないんですよ」


「…………」



「マトリシカちゃんは百年もの間、無駄に時間を浪費してきただけですから」


「…………」



「もしもマトリシカちゃんの知恵を借りたいと思っているなら、それは見当違いも甚はなはだしいですよ、イレイナさん。マトリシカちゃんには期待をするだけ無駄というものです」

「……ずいぶんと自己評価が低いんですね」

「長く生きているだけで何もできない人間には期待をしても無駄ですから」

　自嘲じちょう気味に、けれど淡々たんたんと、彼女はそのように言いました。

　幾ら明るく振る舞っていても、彼女は私と初めて会ったとき首を吊っていたのです──彼女は、自分自身に期待などこれっぽっちもしていないのかもしれません。


「…………」



　私は依然いぜんとして黙りながら、ひとり落ち込む彼女から目を逸らすように、資料本を見やりました。

　自伝には色々なことが綴られていました。魔女イリスの生い立ちから、今に至るまでの功績の数々、「この池の水は万病に効く薬になります。この池の水は神の水になるのです！」などと語りながら池に魔法薬をつぎ込んだときの出来事などなど。

　それから池に入れられている薬の原材料まできっちり書かれておりました。


　…………。



「あの、なんか魔女イリスの池の作り方が書いてあるんですけど」しかも末尾まつびのページにおまけ程度に。

「……なんでそんなもんが書いてあるんですか。市販の本に」じとりと目を細めるマトリシカさん。

　ごもっともで。

　私も気になってそれから読み込んでみたのですけれど、

「……いずれ池の薬の効果が切れたらつぎ足してほしいから原材料を公開している、だそうです」

「秘伝ひでんのスープみてーなことしやがりますね」

　しかし万病に効く薬の作り方を簡単に書いてしまっては、薬の価値が大暴落するのでは？　いえ、池の水をまんべんなく薬に仕立てている時点で既に価値などあってないようなものですけれど──。

　まあそもそも今となっては毒の池になってしまっているので万病に効くどころか病をまき散らすだけの厄介やっかいな池に成り下がっているわけですけれども。

　ちなみに彼女が生前に立てた像は池の中に溶け込む原材料の一つになっているようです。像から溶けたものを飲むってなんか嫌ですね……。

「あっ」

　と、私はそこで薬の原材料の羅列られつを眺ながめながら、一つ気付きました。「これ調合間違ってますね」

「調合が間違っている？」私の言葉を繰り返して首をかしげるマトリシカさん。

　私は頷きます。

「混ぜるな危険の代物しろものを使ってます」

「混ぜるとどうなるんです？」

「ヤバいことが起きます」

「具体的にはどんなことが起こるんです？」

「国の様子をご覧になればだいたい分かるでしょうに」

　恐らくは魔女イリスはこの国の未来を想って万病に効く薬が池から湧き出るようにしたかったようですけれども……。

　調合を間違うなどという致命的な間違いをしてしまっているせいで、劇薬そのものが池には出来上がってしまったようです。嘆かわしいことこの上ありません。

　ため息を漏らしながら、私は本をぱたんと閉じました。

　……まあ、原因が分かったところで、今現在、病気で苦しんでいる人たちにとっては何の手助けにもならないのですけれども。




　喫茶店で一休みしたあとは露店ろてんでパンを買って、私たちはお行儀ぎょうぎ悪く食べ歩きをしました。

　別段、行き先があったわけでも、何かしたいことがあったわけでもありませんが、街をある程度歩いていると、私たちは気付けば魔女イリスの池にまで辿り着いてしまっていました。

　もしかしたら私たちは彼女のことが気になっていたのかもしれません。

「あらあら」もぐもぐとパンを咥くわえながらマトリシカさん。

「これはこれは」マトリシカさんの横でパンをもぐもぐする私。

　役人さんの話の通りおどろおどろしい紫色の池がそこにはありました。間違っても人が入らないように、池の周りは柵さくで覆おおわれ、「立ち入り禁止」の看板がたてられています。

「こいつぁ酷い状態ですねぇ」もぐもぐマトリシカさん。

　池の真ん中には聞いた話の通り、魔女イリスが自ら立てたとおぼしき像が一つ、ありました。

「そうですねぇ」もぐもぐながらに私も言いました。「もしもあの薬に効果があっても、もう二度とこの池の水は飲めないんでしょうね」

　ぼろぼろの像は腕がもげ、脚が溶け、顔がぐずぐずに崩れ、まるで溶けはじめた蠟ろうのように形を失いつつありました。

　やがて像も池の中に溶け込み、消えてなくなってしまうのでしょう。

「物事には必ず終わりがあるものですよ、イレイナさん。このパンもそうですし、魔女イリスの像もそうですし、この池もそう。魔女イリスの命でさえ、そうでした。どんな形であれ、何事も終わりが来るものです」

　彼女は私の横で、パンの最後のひと切れをひょいと口に放り込みながら、言いました。

「マトリシカちゃんとは違ってね」





○






　食べたばかりで喫茶店に赴く気にもなれませんでしたので、私は宿に籠こもることにしました。

　この国に宿は幾らかありましたが、せっかくお薬の輸送の代金もいただいたことですから、私は少し贅沢ぜいたくをすることにしました。

　この国で一番高い宿屋の一番高いお部屋に泊まることにしたのです。

　私というものは極端きょくたんなもので、お金があれば使ってしまいますし、なければ質素しっそな生活に逆戻り。こんな不安定な生活を送っているから中々お金が貯まらないのでしょうね。

「広いお部屋……！　すごい！　なにこれー！」

　ちなみにこのたびの宿泊ではお連れ様が一人。彼女の言葉でいうなれば道連れ様ですけれども。

　高い部屋らしくお部屋は幾つもあり、一つは寝室、一つはバスルーム、もう一つはダイニング。宿屋というよりお家のような部屋でした。

　マトリシカさんはその中でひたすら暴れたのちに、

「でも、いいんですか？　イレイナさん。宿代奢おごってもらったりなんてしちゃって」

「いいですよ別に」

「マトリシカちゃんは別に野宿でもよかったのですけれど」

「あなたとはもう少しお話ししたかったんです。聞きたいこともありましたし」それに、宿代惜しさにホームレスを選ぶような人が私の知人とあっては困りますし。

「私に聞きたいこと、ですか？」ソファに寝そべりながら彼女は首をかしげました。

　単刀直入にお聞きしましょう。

「あなたはどうして不老不死になったんですか」

「んー」彼女はくるりとこちらに顔を向けると、「それ、やっぱ気になっちゃいます？」と答えます。

「ええ、まあ──」なりたいわけではありません。けれど、どうして彼女は死なずに生きていられるのかが分からなかったのです。

　何より、どうして日常的に自殺を企てたりするのかも、理解できなかったのです。

「ちょっと長い話になりますけど、いいです？」

　そして彼女は、ぽつり、ぽつりと、思い出話を始めたのでした。




　今から百年ほど前に彼女は生まれましたが、自分自身が不老不死になった所以ゆえんを、彼女はよく知りません。

　彼女が生まれたのは田舎いなかの小さな村でしたが、何の変哲へんてつもないごくごく普通の村で、彼女は何不自由なく、育ってきました。

　魔法使いの家系でしたから魔法を当然ながら覚えて、当然のようにそれを使って、普通に生きていました。

　彼女は、自分が特別などとは思ったこともありませんでした。

　きっと大人になったら普通に結婚をして、普通に子供を授かって、普通に老いて普通に死ぬものだろうとばかり、思っていました。

　だから彼女は普通に魔法の勉強をして、普通の魔法使いとして生きる道を選びました。

　けれど。

「……マトリシカ。お前はいつまで経たっても幼いな」

「あなた全然変わらないわね……」

　ちょうど二十歳はたちを迎えた頃に父親と母親に笑いながらそう言われました。彼女の見かけは十六歳頃からまるで変わることがなかったのです。とはいえ、二十歳を迎えても幼い外見のままの人間など幾らでもいますから、ただ童顔どうがんなだけだろうと、彼女は思ったそうです。

　しかし二十五歳になっても、三十になっても、彼女は一向に、成長することはありませんでした。外見はずっと十六歳のまま。変わることは一度もなかったのです。

　周りの人間ばかりが歳を重ねて、大人になっていきました。彼女はずっと大人でも子供でもない中途半端な外見のまま、国と人が変わりゆくさまを見続けました。

　四十歳を迎えたときに彼女のご両親は他界たかいしました。

　けれど、彼女はやはり十六歳の外見のままでした。

「……マトリシカ。お前はいつまで経っても幼いな」

「あなた全然変わらないわね……」

　死の間際に両親は、彼女を見つめてそのように語りかけました。その言葉には、かつてのような微笑ほほえましさは残っていないように感じられました。

　まるで気味の悪い者でも見るような目をしているように、彼女には感じられました。

　両親だけではありません。

　この頃から、彼女を見る村の人たちの目も、変わっていました。

「あれがマトリシカだってよ」「あの成なりで四十歳らしいぜ」「昔から全然変わってねえな……」「羨うらやましいわ……どうやってあの若さを保ってるのかしら……」

　人々が彼女に向ける目は、同じ人間を見るような目ではなくなっていました。

「きっと周りの人間から生気せいきを奪い取っているに違いない」

　面白おかしく、そのように語る人まで出てきました。

　周りの人々は、その頃から彼女に近づかなくなっていきました。彼女は既に人間扱いされなくなっていたのです。

「……やだなあ」

　街の人々が彼女に向ける目に気付いたとき、彼女は、故郷こきょうから逃げ出しました。




　それから彼女は様々な国を渡り歩いてきました。

　最初の頃は自分の体質を治すために──普通に歳を重ねられるように、自分の身体を治せる人を探す旅をしていました。

　しかし結論から申し上げて──今の彼女を見ても分かる通り、不老不死を治せる方と巡り会うことは、できませんでした。

　そればかりか、訪れる国々で、彼女が不老不死と分かるや否や、彼女を利用しようとする人ばかりが彼女の前には現れました。

「あなたの不老不死を治すために研究させてほしいのよ」ある国では魔法使いが彼女を研究と称してありとあらゆる実験を施しました。手始めに血を抜いてみたり、腕を切り落としてみたり、脚を折ってみたり。彼女の血を飲んでみたり。

　その頃になって彼女は自分自身が怪我をしてもすぐに治ることを知りました。

　彼女にすり寄ってくる魔法使いたちは誰も彼もが「あなたを治したい」とのたまっては、結局のところ自分自身が不死身になりたいだけの人間ばかりでした。

　残念ながらマトリシカさんの血を奪い取っても、不死身になる者は現れませんでしたが。

「おお……！　それはまさしく神の力！　あなたこそ我が国を統治するにふさわしい……！」あるいは彼女の不死性に心奪われ、彼女を国の長おさにしようとする者もいました。

「どうしてあなたは疫病に罹らないの？　もしかして、あなたがこの病を──」彼女は不死身ゆえに病にもなりませんでしたから、そんな彼女を見て、疫病が蔓延した国では、マトリシカさんが疫病を流していると噂うわさされることもありました。

　彼女は色々な国を渡りましたが、しかしどの国に行っても、彼女が不死身であるせいで、長居をすることは叶わなかったのです。

　不死身であることが明るみになれば、彼女を利用しようとする悪い人間に狙われ、長居をしようとすれば歳を重ねることのない彼女を民衆は気味悪く思うのです。

　彼女はいずれ定住することを諦あきらめて、成り行きに任せて旅をするようになりました。

　生きるのが嫌になって、死のうと思い至って身投げしたこともありました。けれど、彼女はやはり何があっても死ぬことはないのです。

　身投げをした翌日に、崖がけの下で、彼女は普通に目覚めてしまいましたから。手首を切っても、首を括っても、結局、彼女は必ずこの世に呼び戻されてしまうのです。

　生きる希望もなく、死ぬこともできず、彼女はそれから、旅をつづけました。

　死ぬ場所を探すために、あてもなく、亡霊ぼうれいのように彷徨さまよい続けました。

　旅を始めてから六十年もの間、彼女はろくに魔法を使ってきませんでした。頑張がんばって勉強した魔法も、すっかり今ではほとんど覚えていないといいます。

「イレイナさん、私はもう、とうの昔から、生きる目的を見失っているんです」


「…………」



「私は、何もないんです。ただ長く生きているだけで、何もできないんですよ。病に苦しんでいる人がたくさんいても、百年生きているくせに、治すだけの知識もない。十年そこそこ生きているだけのあなたに後れをとるほど、私は中身のない百年を生きてきたんです」

　だからもう、終わりにしたいのに、でも、それすらできないんです──と。

　マトリシカさんは、ソファの上で、ぼそりと呟きました。

　何かを必死に学ぶこともできたはずです。誰よりも賢く、誰よりも強い魔女になることだってできたはずです。彼女には時間があまりにも多くありましたから。その気になれば何もかもできたはずです。

　けれどそのような手段をとることができなかったのでしょう。

　人は終わりがあるから頑張れるものですから。

　だから、彼女は、頑張ることができなかったのでしょう。彼女には競う相手が、誰もいませんでしたから。誰も彼女を理解することは叶わず、同時に彼女が人々を理解することもできませんでしたから。

「もう、何もかも嫌になっちゃったんです」

　彼女はそして自嘲気味に笑うだけでした。

「マトリシカちゃんには生きている理由がないんですよ。イレイナさん」

　幾ら明るく振る舞っていようとも、彼女の胸の奥にくすぶっている不安はかき消すことができないのです。

　それはそれはとても悲しいことのようにも思えました。

　けれど。

「あなたがこの百年で培つちかってきたものが何もないとは、私には到底とうてい思えません」私はただただ、首を振るばかりでした。「生きている理由がないとも、思えません」


「…………」



　マトリシカさんはただ黙って、私を見ました。

　不安に憑とりつかれた瞳でした。

　もしかしたらこれが本来の彼女の姿なのかもしれません。

「……じゃあ、私には何ができるの？　イレイナさん」

　弱音を吐き出すように、彼女は私に尋たずねます。

　ですから私は、端的たんてき明瞭めいりょうに、お答えするのです。

「あなたは死ぬことができます」

　ただ彼女にとっては当然のことを、私は言いました。

「生きている理由がないと今言いましたけれど──けれど、あなたには死ぬ理由があるんです」





○






　翌朝に私とマトリシカさんは、国の役場を訪れました。

　役場ではネコが昨日と変わらず、にゃあ、と私たちを出迎え、しかし役人さんは昨日とは打って変わってひどく疲れた様子で出迎えてくれました。

「……ああ、魔女様。どうも……ちょうど今お呼びしようとしていたところなんですよ……」

　まるでこの世の終わりのような顔をしておられる役人さんに、マトリシカさんは、「このネコちゃん抱いてもいいですか？」と場違いな質問をしておりました。

「ははは……どうぞ……。好きなだけ抱いてやってください……」

　覇気はきをすっかり失っている役人さんでした。私たちが呑気に街を観光している間の一日でなにかがあったことは様子を見ればすぐに分かりました。

「……こちらへどうぞ」

　そして応接間へと案内される私たち二人とネコ一匹。

「……どうも」

　私はこの国に持ってきた薬に効果があったのかどうかを確かめに来たのですけれど、念のため、確認のためにここを訪れたのですけれど、しかしどうやら聞くまでもなかったようです。

　応接間のテーブルには、まだ使われていないお薬が大量に置いてありましたから。

「誠に残念なことですが……こちらの薬は我が国で蔓延している奇病には何の効果も示しませんでした……」

「なるほど」

「どうやら相当に厄介な病らしい……、ただの薬だけでは対処のしようもないようです。今回の薬にはかなり期待したのですけれど……」


「…………」



　大仰にため息をつく役人さんは、そして私に言いました。

「魔女様……どうしたらこの状況を打開できますか……？　我々の国はこのままでは多くの国民を失うことになります……」

　どうしたら、と言われましても。

　私は病を専門にしている魔女ではありませんから、そういった期待にお応えすることは容易ではありません。

「薬でどうにもならないのでしたら、私にもどうしようもありませんよ」

　ですから私は正直に首を振って答えた次第でした。

「そんな……」

　恐らく今も苦しんでいる住民は大勢いるのでしょう。それらの民をすべて失うとなれば、この国にとってはとても痛い損失です。

　私は言いました。

「でも、決して病の問題が解決できないわけではありません」

　私は状況を打開できると踏んだからこの場に来たのです。無理だったらとっととこっそりこの国から逃げていますし。

「……！」役人さんは身を乗り出し、「そ、それは本当ですか！」

「ええ、まあ」

「しかしどうやって……」

　私は答えませんでした。

　代わりに、マトリシカさんが抱いていたネコを、私の膝ひざの上に、乗っけて見せます。

　せっかくなので一度やってみたかったことをここでしてみせることにしました。

　私はネコの両前足を弄び、

「それは池に行ってからのお楽しみだにゃん」と。

　そのように言って差し上げました。





「…………」役人さんは黙りました。




「…………」私も黙りました。




「…………」マトリシカさんは真顔まがおで私を見つめました。「何してるんですか？」



「……いえ、ちょっとノリで、つい」

　ほんと何してるんでしょうね。

　泣きたい気分でしたが、しかし涙は出ませんでした。

　くしゃみも出ませんでした。





○






　魔女イリスの池は昨日と相変わらず紫色の液体を湛たたえるばかり。飲んだら即死にでもなりそうなほどに穢けがれきっていました。

　池の前に立つと、昨日は気が付きませんでしたが、周囲に腐くさったような、泥のような異臭いしゅうが蔓延していることに気が付きました。

「うええ……吐き気を催もよおす臭においですね……。さいあく……」眉根まゆねを寄せながらマトリシカさんは言いました。

「ですねえ。腐ってやがりますね」

　私は彼女の横でうんうんと頷いて見せました。


「…………」彼女は私を見て黙ります。その目は『昨日言ってたやつマジでやるんですか？』と窺うかがっているようにも見えました。




「…………」私も彼女を見て黙りました。その目には『は？　当然でしょうに。この期ごに及およんでグズらないでもらえます？』との意図を込めておきました。



「……え？　もしかして今、やらなくていいよって言ってくれてます？」

「言ってません。やってください」

「ええー。でもぉ……」

「やってください」

「やですよぉ……怖いし」

　私たちのやり取りを後ろで眺めていた役人さんは、やがて「あの……大丈夫ですか？」と声をかけてきましたが、私は華麗かれいにスルー。

「あなたがやらないと始まらないんですが」

「と言われましても……見てくださいよこれ、めっちゃ汚れてますよ」

「汚れてますね」

「飲んだら死んじゃいますよ」

「死んじゃいますね」

「……飲まなきゃ駄目ですか？」

「駄目ですね」

　私はこくりと頷きました。「昨日お願いしたじゃないですか」


「…………」



　それからしばし彼女は「えー、でもぉ……」とも、「ちょっと私そういうのはぁ……」とも、「やですねぇ……」などとも漏らし、とにもかくにも嫌がりました。

　やがてそれからほどなくして、

「いいからとっとと」

　と私が背中を叩たたくまで彼女はひたすら拒み続けました。

　彼女が覚悟を決めたのは、それからおおよそ十分後のことでしたが。

「分かりました！　はいはい分かりました！　行けばいいんですよね！　行けば！」若干じゃっかん不貞腐ふてくされ気味のマトリシカさんは、そのまま池に向かって行き、「じゃあ行ってきますよ！　おりゃ！」そして飛びました。

「えっ」

　初めて会ったときから思っていましたが、どうして彼女は後ろ向きの方向にやたらとポジティブなのでしょうか。

　私は昨日、彼女に、この池の水を飲んでくださいと頼んだのです。

「……あの、魔女様、彼女は何を」目を丸くする役人さん。

「……池の中に飛び込んじゃいましたね」ざばーん、と紫色の飛沫しぶきが飛んでおられました。

「……あの、あんなところに飛び込んだら死ぬと思うんですけれど」

「私もそう思います」

「池に飛び込んで死ぬように頼んだんですか……？」

「いえ、池の水を飲んでもらうように頼みました」

「あの、魔女様、今の池の水を飲むだけでも多分死ぬのですけれど……」

「……実は彼女、自殺願望がありまして」

「あ、はあ……自殺願望、ですか……」役人さんの視線は池のほうへと注がれていました。「……しかし魔女様、見るからに彼女は助けを求めているようなのですけれど」

　ばしゃばしゃと揺れる水面の中心ではマトリシカさんが溺おぼれておられました。何なら「あっ、死ぬ！　やば……死……くさ！　おええ……」と涙ながらにこちらに訴えている始末ですらあります。

「……そうですね」

「助けなくてもいいのですか？」

「もう少し待ちましょう」

「しかし魔女様」

「はい」

「……もう沈んでしまったのですけど」

「そのようですね」

　見ると紫色の池には既に彼女の姿はなく、代わりに泡がぷくぷくと弾けるばかり。

「……あの、流石さすがにもう引き上げないと手遅れになるのでは？」

「いえもう少し待ちましょう」

「しかし魔女様」

「はい」

「なんか浮かんできたんですけど、あれは」

　見ると池の水面にぷかー、とどなたかの背中が浮き上がってきました。

「死にましたね」

「死んじゃったじゃないですか」

「じゃあ回収しますね」

　頃合を見計らって、私は杖つえを取り出し、彼女を魔法で浮かせて、こちらまで手繰たぐり寄せました。だらりと手足を垂らしながら宙に浮き、そのまま地面に転がされた彼女は恐らく水を思いっきり飲みこんでしまったのでしょう。

　池から上がり、死体となった彼女の濡ぬれた身体は、それからみるみるうちに乾いていき、やがて肌に艶つやを戻していきました。紫色の水で汚れていた身体は、たかだか数秒で元の状態へと戻ったのです。

　そして。

「……死ぬかと思った！」

　やはり彼女は冗談とも本気とも判別に困る言葉を吐きながら、蘇よみがえるのでした。

　私は起き上がった彼女を指差しながら、役人さんに向けて、

「特効薬、できました」

　とだけ、言いました。





○






　昨晩のことです。

　私は彼女に一つ、お願いをしました。

「とりあえず私が合図したら池の水を飲んでください。それで全部終わりますから」

　池の様子を見た時点で恐らく私が持ち込んだ薬に効果がないことは分かっていましたから、私は予備の案として彼女にそのように提案しておいたのです。

「えっ。やですよ。マトリシカちゃん死んじゃうじゃないですか」

　もちろん彼女は拒みましたけれども。

「けれどこれはあなたにしかできないことなんですよ」

「……どういうことですか？」

「あなたには特別な力があります──不死身であることは、むしろその力の副作用と言っていいほどに、特別な力が」

「……？」いまいちピンとこないようで、マトリシカさんは首をかしげるばかりでした。「不死身よりも特別な力なんてあるんですか？」

　論ろんより証拠しょうこですね。

「これ見てください」

　私は手をひらひらと掲げて見せます。「それと私の顔も」


「…………」



　じっと彼女は目を凝らして私を見つめました。熱い視線が私に遠慮えんりょなく注がれましたし、そのまま彼女は私に顔を近づけもしましたが、しかし何も分からなかったようで、

「……ただのイレイナさんがいるだけですけど……」と、ややもやもやとしながら口を開きました。

　然しかりと私は頷きます。

「そうですね。ただの私です」そして、言いました。「顔や手についているはずの傷がまったくない、ただの私です」

　昼間、役所を訪れた際に、私はネコに顔や手を引っ搔かれたはずですが、その傷跡はまるでまったく残っていません。どこにもないのです。

　最初から傷などなかったかのように、肌は綺麗な状態を保ったままです。

　つまり、

「傷が治ってるんです」ということでした。「当然、私は魔法で身体を治したりはしていませんし、そもそもそんな余裕はありませんでした。特別なことも、私自身はほとんどしていないつもりです」

「……それはつまりどういうことで？」

「あなたの血が私の傷を治したんですよ」

　昼間、彼女の血を拭ったあとで、私は手についた傷にもハンカチをあてがいました。

　不可解な現象が起きたのはそのときです。

　手の甲についていたはずの爪痕つめあとが消えていたのです。綺麗さっぱりと。まるで最初から存在していなかったかのように。

　不可解な現象に戸惑とまどいながら、私はそのあと、マトリシカさんの血がついたハンカチで顔を拭ってみましたが、すると今度は顔に刻まれていたはずの傷までも消えていったのです。

　つまりマトリシカさんの血には、傷を治す作用があり、

「そして恐らく、この血は病気に対しても有効です」

　ともいえるでしょう。「あなたの血のついたハンカチで拭いてから、おかしなことが二つありました。一つは今見せたように、傷が勝手に治ったこと。もう一つは──ネコに触ったときの身体の拒絶反応がすっかり消えてしまっていたことです」

　涙もくしゃみも、気付けばすっかり治まっていました。

　まるで最初からネコを拒絶する体質などなかったかのように。「恐らくあなたの血には、あなたが経験した病を治す作用も備わっているんです」

　きっと幼い頃の彼女も私と同じようにネコを拒絶する体質の持ち主だったのでしょう。けれど彼女が無理やりネコと触れ合っているうちに、すっかり身体はネコを拒まなくなったと言います。

　それは単に身体がネコに慣れたからではありません。

　彼女の身体の傷が勝手に治るように、彼女の身体が、彼女の体質さえも勝手に治してしまったのです。

「これはつまり、言い換えれば、あなたはどんな致死性ちしせいの病でも治すことができる特別な身体を持っているということです」

　池の水を飲めとは、要するにそういうことです。

　彼女が経験したことのある病はすべて、彼女の血さえあれば、治すことができるのです。

「あなたは何もできないわけではありません」

　確かに百年も生きていて、そのうち六十年はただ彷徨さまよっていただけかもしれません。

　けれど。

　だからこそ、今の彼女には、何だってできると、私には思えるのです。

「あなたは、その気になればどんな病でも治すことができる、万病に効く薬になることができるんです」

　それこそ、本来の魔女イリスの池のように。





○






　生き返った彼女の血を抜いて、私たちは特効薬を作りました。

　私たちの予想通り、彼女の血を少し与えてやれば、街の人々の病はたちどころに快復かいふくへと向かいました。まるで病が最初からなかったかのように。

「凄すごい……！　いったいどうやったんですか……！　私にはただ池に身投げをしただけのように見えましたが……」

　私たちの様子を傍で見ていた役人さんは、突然できあがった特効薬にとても驚いておられました。


「…………」「…………」



　まあ本当にただ池に身投げしただけなんですけどね……。

　結局のところ、彼女の作り上げた薬によって民衆の身体はまんべんなく治っていきました。

「おお……一体どれだけのお礼をすればいいのやら……！　ありがとうございます……！　ありがとうございます……！」

　マトリシカさんの活躍により、街から奇病は消え去りました。

　彼女は街の人々から感謝され、「ありがとうございます！」「これ、少ないですが……お礼に」「どうぞ受け取ってください！」絶え間なく人々からの称賛しょうさんとお金を送られました。

「え、ええ……こんなにいっぱいですか？　いや、困りましたねぇ……」

　えへへ、と困りながらも彼女の顔色はほころんでおられました。

　……まあ、私のところにはまるでそのお金は流れ込んでくることはなかったのですけれど。

　ところで池から発生していた奇病は治ったわけですが、しかし池は治っておりません。

　今も尚、池には毒が漏れ出しています。

「ところでお薬の調合、アレ、間違ってますよ」ですから私は今後も同じような病が蔓延しないように、街の役人さんに口添えしておきました。「とりあえず像は撤去てっきょしたほうが今後のためかと」

「マジですか？」

「あの像から毒が漏れ出してるんですよ。撤去しないと永遠に池は元に戻りませんよ」

「しかし……あの像をどかしてしまうと我が国唯一の特色が……」

「マトリシカ像とかどうです？　今回、この国を救ったのは紛まぎれもなく彼女なわけですから」

「……！」役人さんは目を輝かせました。「それは……アリですね」

「でしょう？」

「早速業者に頼んでみます」

「つきましては彼女の肖像権としての代金を支払っていただけると……」

「幾らです？」

「ざっとこのくらいですかね……」


　…………。



　結局のところ、池の毒によって生まれていた奇病の手柄はすべてマトリシカさんが持っていってしまったわけですけれど。

　まあ私も私で副収入があったのでよしとしましょう。




　一件落着ということで、私たちはいよいよこの国に用がなくなりましたので、それから国を離れることとなりました。

「イレイナさん。ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げるマトリシカさん。「人に感謝されたのなんて何年ぶりだか……」顔を上げた彼女の頰はにわかにほころんでいました。

　いえいえ。

「感謝したいのはこちらのほうですよ」副収入もありましたしね……。

「？　何がです？」

　悪い顔を浮かべる私に、彼女は怪訝けげんな表情を返して見せました。

「なんでもないです」私は邪念を振り払いながら首を振り、「マトリシカさん。これ、どうぞ」ついでに話を逸らしました。

「……？」首をかしげながら、彼女は私からメモを一枚、受け取ります。「……これは？」

「住所です」

「えっ」頰を染めるマトリシカさん。


　…………。



「私のではないですよ」

「えっ？　あ、そう……。びっくりした……」

　私のほうこそびっくりですよ……この流れでいきなり私の住所を渡すわけないじゃないですか……。そもそも私、旅人ですし、住所不定ですし。

「そのメモには、近くの国に住んでいる人の住所が書いてあります。かなりご長寿ちょうじゅのお婆さんです。大昔はとてつもなく凄腕すごうでの魔法使いだったらしいですから、もしかしたら、不老不死の体質についても少しばかり知識はあるかもしれません。不老不死の身体の使い道が今はあるとしても、いつまでも永遠に人助けをして回ることも難しいでしょうから──、そのうち尋ねてみたらどうです？」


「…………かなりご長寿って、どのくらいです？」



「あなたの四倍ほどですよ」

「……四倍って」

「四百歳ですね」


「…………」彼女はメモを見つめながら、ため息を漏らしました。「……世の中広いですねぇ。私の四倍も生きている人もいれば、私の五分の一も生きていないはずなのに、私よりもよっぽど頭のいい人もいますし……」



　おやコンプレックスを刺激してしまいましたか？

「そう落ち込むことでもありませんよ」私は五分の一以下しか生きていない若者らしく、せいぜい生意気に鼻で笑ってみせました。「知ってますか？　世の中には四百年生きているのにその大半を寝て過ごした竜族りゅうぞくの人もいるんですよ」

「……つまり？」

「あなたが思っている以上に世の中広いということです」
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　もちろん、私が思っている以上に、よほど世界は広くて、まだわけの分からない物で溢あふれています。

　だから旅はやめられないのです。

「頑張ってくださいね、マトリシカさん」

　私は別れの間際、彼女にただ微笑んで、言いました。

「あなたのその体質も、いつかきっと治るはずです」

　彼女の言葉を借りるのならば。

　どんなものにでも終わりは来るものです。

　パンもそうですし、魔女イリスの像もそうですし、池もそう。魔女イリスの命でさえ、そうでした。どんな形であれ、何事も終わりが来るものです。

　不死の病にも。

「そうですね──もうすこし、頑張ってみます」

　言いながら、彼女は笑いました。

　人は終わりがあるから頑張れるものですから。

　そして私たちは、門を抜けて、別れました。

「それじゃ、さようなら。イレイナさん」彼女は手を振り。

「ええ──また、いつか」私も手を振り返しながら、ほうきに乗りました。

　そして、この国での物語は、慎つつましく終わりを迎えたのでした。
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　平原を進んだ先にその国はありました。

　大きな壁がそびえ、入り口には門兵もんぺいが一人、立っております。門兵はゆるりとほうきを飛ばしてきた私に気付くと敬礼けいれいを一つしたのちに、

「やあようこそおいでなさいました、魔女様。こちらは西の都でございます」

　とご挨拶あいさつを一つ。それから門兵さんは紙とペンを手に取り、「本日は観光ですか？　お仕事ですか？」と簡単な入国審査を始めました。

　旅の目的や年齢、性別に名前に職業等々諸々もろもろ、私は聞かれたことを端的たんてきに一つひとつ答えていきます。

　やがて入国審査が終わると門兵さんは「確認しました──ところで魔女様、我が国には注意事項がいくつかありまして、よその国の方には必ずこの紙をお渡しすることになっています」などと言いながら、紙切れを一つ、私の手に渡してきました。

　細かい文字がびっしりと綴つづられています。読む気が一瞬で失うせるほどの注意事項の数々でした。

「こちらの注意事項を遵守して、我が国の観光をお楽しみください」そして門兵さんは、私の前から退きます。

　さあさあどうぞお入りなさい。と言いたいのでしょう。

「どうも」

　私はぺこりと首こうべを垂たれてから、門をくぐりました。

「我が先進国での観光をどうぞお楽しみくださいませ！　魔女様！」

　そのような言葉を背中に受けながら。


「…………」



　先進国ってわざわざ自称するようなものでしたっけ？




　さて先進国と自称するからには、たとえば壁のように佇たたずんでいる城壁の向こうには未いまだかつて見たことがないくらいに素晴らしい街並みが広がっているのかと私はやや期待していたのですけれど。

　しかし大通りに並ぶ建物たちは、白い壁、黒い屋根といったモノトーン調あるいは古風な佇まいを見せるばかりで、先進国らしさは見受けられません。

　ならば街の人々の暮らしが先進国らしさにありふれているのでしょうか？　石畳を歩きながら私はやはり期待に胸を膨ふくらませていたものなのですが、しかし大通りを往来おうらいするのはいたって普通の住民ばかり。

　馬車を引く商人の姿や、露店には新鮮な魚やお肉などが並んでおりましたが、そのような光景はおおよそよその国でも見受けられるものばかり。

　要するにこの国にしかないようなものがまるでなかったのです。

　これはつまるところ、

「……普通の国じゃないですか」

　というほかありません。

　入国すれば分かるなどと思わせぶりな台詞せりふに惑わされて入って目にしたものはただのごくごく普通にありふれた国の日常でした。


「…………」



　もしかして大通りを歩いただけでは分からない、ということなのでしょうか？

　私はそれから街のあちこちを散策さんさくしました。入れば分かると言われたもののいまいちピンとこなかったために、こうなっては意地でも西の都が先進国たりえる確信を摑つかんでみようと躍起やっきになっていたのです。

　手始めにレストランに入りました。

「いらっしゃいませ！　お客様は一名様ですか？」私が頷うなずくと、店員さんは「当店は全席禁煙となっております。ご了承りょうしょうください」と付け足してから、店内を案内しました。

　さて料理はどうだったのかといえばこれまた普通なお料理が私を待ち受けておりました。

「どうです？　この国の料理はとっても美味おいしいでしょう」

　強しいて言うならば、この国ではあまり見かけない格好かっこうをしている私に対して店員さんがやたらとぐいぐいとこの国の料理の美味しさを説といていたことくらいでしょうか。

「この辺りでここまで美味しい料理が食べられるのはうちくらいなものですよ。よその料理は食べられたものじゃありません。どうしてだか分かりますか？」

「いえ……」何でです？　と私が首をかしげると、店員さんは、

「うちの国の料理はすべてこの国原産の材料を使っているのです！　だからとっても美味しくて、身体にいいんですよ！　さあ、どんどん食べてくださいね！」

「あ、はあ……」店員さんの目の前だと食べづらいんですけど……。

「ちなみに近くにある東の都では国外から輸入した材料ばかりを使っているようでしてね、あちらの国の料理はとても食べられたものじゃありません！　最低です！」

　それからひとしきり我が国賛美さんびトークを聞かされながら、私は食事を嗜たしなみました。

　ちなみにレストランで出された食事はまあまあ美味しゅうございました。

　素晴らしき先進国の料理と呼ぶほど美味しかったかと聞かれるとコメントに困ってしまいますが。




　この国はどうやらお近くにある後進国と揉もめているのか、それとも単純に敵視をしておられるのか、事あるごとに後進国とやらと比較をする性分しょうぶんを持っているようです。

「やあ魔女さん。うちの本屋の品揃ぞろえ、どうだい？」たとえば本屋で私が暇ひまつぶしをしていたときは、店主のおじいさんがこのように話しかけてきました。「うちの国の本屋では暴力描写びょうしゃがあったり、性的な描写があるものの一切の販売を禁じているんだ。有害図書だからね」

　では何が置いてあるのかと思ってみて見れば、小難こむずかしい学術書や、哲学書の類たぐいばかり。

「本は勉強をするためのものだよ。娯楽ごらくのために本を読むなんて低俗ていぞくだ。まあ、東のほうには、そういう本を多く扱あつかっている国があるそうだがね」

　などと。

　この国はどうやら禁止事項がそれなりに多いようでした。

「我が国では飲酒は禁じられている！」たとえばこの国にてお酒を飲みながら歩いていた商人が、道端みちばたで兵士さんにきつく叱しかられていました。「酒は自我を失わせる悪魔の飲み物だ！　これは没収させてもらうぞ！」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！」商人さんは食い下がりました。「酒の持ち込みが禁止なんて聞いたことねえよ……！　よその国では普通に持ち込みを許可してくれるのに──」

「よそはよそ！　我が国では酒類の一切は禁止だ！　罰金として銅貨五枚を支払ってもらう！」

　聞く耳持たずとはまさにこのことで、兵士さんは一方的にお酒とお金を奪い取って、去って行ってしまいました。

　この辺りで私は門兵さんに渡された紙切れのことを思い出しました。とっとと国に入りたかったゆえにろくに読みもせずにポケットにしまってしまいましたけれど──。


「…………」



　どうやら、この国は禁止事項がとてもとても多いようでした。

『国内での飲酒禁止。国外から肉・野菜・魚などの生ものの持ち込み禁止。食べ歩き禁止。路上でのパフォーマンス禁止。有害図書の持ち込み禁止。生き物の持ち込み禁止。……月光花げっこうかの喫煙禁止。ワースタムの持ち込み禁止』

　などなど。

　禁止事項の多さもさることながら、破った際の罰金も中々の金額でした。禁止された食べ物などの持ち込みは銅貨五枚。それから銀貨一枚、銀貨五枚などと、禁止事項を破った際の罰金は跳ね上がっていきます。

　その中でもっとも重い罰金を下されるものは二つ。

　ワースタムの持ち込みと、月光花の持ち込みには金貨五枚がそれぞれ支払わされることになっているようです。

　どちらも聞き覚えのない名前でした。

　はてさてこの二つは一体何でしょう？

「あの、すみません」というわけで私はその辺に歩いていた通行人を捕まえて、紙切れを押し付けました。「ここに書いてあるワースタムと月光花って一体何です？」

　恐らく散歩中だったのでしょう。通行人のおじさんは親切にも立ち止まり、「おやおや。旅人さんかね？」などと笑い、「どれどれ」と紙切れを見やりました。

「ワースタムはこの辺りの地域に生息する害獣がいじゅうだな」

「ほうほう。一体どんな生き物なんです？」

「足が八本生えていて、顔は猪いのしし。ちなみにワースタムはこの辺りの国の言葉で『腐くされ豚ぶた野郎やろう』という意味だ」

「ひどい名前ですね」

「ひどい生き物でもあるぞ」おじさんは言いました。「このワースタムはとにかく食欲旺盛おうせいでね、基本的に何でも食べてしまうのだよ。農場を荒あらしたり、家畜かちく用の牧草とか、それと腐った肉も食べる。家畜に嚙かみ付くこともあるな。牙きばには毒があるから嚙まれた家畜は大体死ぬ」

「あらまあ」なるほど害獣扱いを受けるのも納得の凶悪ぶりでした。

「……だが東の後進国ではこのワースタムをどういうわけか高値で買い取っているらしくてなぁ……、そのせいで、うちの国でも買い取ってくれるんじゃないかと勘違かんちがいした商人が、たまに持ち込んでくるそうだ」

　まったく、後進国のせいで我が国がどれだけ迷惑を被こうむっていることか……、などとぶつぶつと文句をぼやくおじさんでした。

　ワースタムとやらに関してはおおよそ分かったところで、私は、

「それではこの月光花というのは？」

　と尋たずねます。

　すると彼は、「ああ」と頷き、

「それなら、あれのことだな」

　と道の向こうを指差します。


「…………」



　そこには先ほどお酒を没収された商人さんがおりました。

「くそっ……やってらんねぇよ……まったく……」ぶつぶつと不満を漏もらしながら、彼は馬車にもたれ、火のついた筒つつを口に添えます。

　すぱー、と白い煙が彼の口から吐はき出されました。

　直後に「なんてことを！」とおじさんは顔をしかめて口をハンカチで覆おおいます。

「……あれは、月光花を乾燥させてできた煙草たばこだ」彼はもごもごとくぐもった声を漏らします。「とても危険なものだから、煙を吸い込まないように注意したほうがいい。我が国の研究で分かったことだが、あの月光花には幻覚作用と中毒性があるらしい。つまり危険薬物だ！」

「幻覚作用と中毒性ですか」やべー花じゃないですか。

　口を覆った私でした。彼と同様にもごもごしながら、私は、

「要するに麻薬まやくということですよね」と簡単にまとめました。

「正確には麻薬と煙草の中間だな」もごもごとおじさんは言います。「ちなみにあの男が吐く煙よりも、筒の先から伸びている煙のほうがよほど有害だから気を付けたほうがいい。月光花は吸っている人間よりも周りの人間に害を及およぼすから固く禁止されているのだよ」

　ということは周りの人間が幻覚を見せられてしまう、ということでしょうか？

　私はより一層に口を覆いました。煙草は嫌いなのです。

「まったく馬鹿ばかな男だ。こんな大通りで月光花なんて吸ったら──」

　眉をひそめながら、おじさんが言いかけた頃でした。

「こらぁ！　こんな道の真ん中で何を吸って──ってまた貴様かぁ！」

　先ほどの兵士さんが恐ろしい形相ぎょうそうで戻ってきました。心なしか先ほどより気迫きはくは割増されているようにも見えました。

「は？　噓うそだろ？　月光花もダメなのかよ？」どうやら彼は先ほどまでの私と同様に入国の際に渡された紙切れをろくに読んでおられなかったようです。

「ふざけやがって！　ちょっと来い！」

　即座に月光花を奪い取り、兵士さんは商人さんの首根っこを摑みました。


「ちょっ……！　ちょっとまてよ！　だって東の国では月光花を吸っててもオッケーだったし、そもそも栽培してるし──」



「よそはよそだ！　我が国ではこれは禁止薬物だ！　貴様、まだ何か隠していないだろうな？」兵士さんは彼の馬車に目をやると、「中を見せてみろ！」などと言いながら馬車に乗り込みました。

　直後。

「貴様あ！　これはワースタムではないか！　禁止薬物だけに飽き足らず持ち込み禁止の動物までこの国に入れているとは！　けしからん！　ちょっと来い！」

　ぐい、と商人さんを連れて、そのまま兵士さんは道の向こうへと消えてしまいました。


「…………」一連のやり取りを眺ながめながら、私は紙切れをそっと仕舞います。「……だいたいわかりました。どうも」



　当然ながら物事が禁止されているのにはれっきとした理由があるようです。

「今あの男も言っていたが、近くにある東の都ではああいった月光花の栽培が許されているらしいのだよ」まったく──と顔をしかめて、おじさんは言います。「後進国はこれだから困る。あの花の危険性に気付かず嗜好品しこうひんとして使い続けているのだからな」

　つまるところ先進国と自称するということは、それだけ、比較できるだけ遅れている国がある、ということなのでしょう。




　ひとしきり観光を終えたあとで、私は西の都を離れることとなりました。

　その折りに入国したときと同じ門兵さんと再会したのですが、

「おや魔女様。如何いかがでしたか、我が国は」

　出国の手続きをしている際に、門兵さんは私を見やりました。「ルールが徹底されているおかげで国民に安心で安全な暮らしが約束されているこの国はまさに先進国と呼ぶにふさわしい。そう思いませんか」


「…………」



　まあ、そのような見方もできなくはありませんけれども。

　それはつまるところ、言い換えると、

「文字通り臭くさいものに蓋ふたをしているだけのようにも見えましたけれど」とも言えました。

　私の言葉に門兵さんは笑います。

「素晴らしいではないですか。臭いものと無縁むえんでいられるのですから」





○






　西の都を出た私は、それからすぐにほうきを東に向かって飛ばしました。

　あそこまで徹底して比較されてしまっては流石さすがに気にもなるもので、西の都の彼らが嫌悪──あるいは後進国と罵ののしる東の都がどれほど遅れた国なのか気になったのです。

　興味に惹ひかれるのも、面白そうなものに惹かれるのも旅人の性分しょうぶんなものですから。

　東に向かって真っすぐ延々えんえんとほうきを進めました。正確な位置などは特に調べることはありませんでしたが、そこそこの速さでほうきを飛ばし続けて数時間程度で、国の姿が遠巻きに見えるようになりました。

　同時に、恐らくは国の壁の外で栽培している花畑も、見えるようになりました。

　それはそれは美しい花畑でした。

　真っ白い花が延々と遠くまで広がっています。足元が白に埋め尽くされ、ほうきの風にあおられて、花たちは首を揺ゆらしていました。


「…………」



　恐らくは進むべき先にある国が、東の都でしょう。

　白い花からほのかに漂ただよう香りは、くせになってしまいそうなくらいに、いい香りでしたから。




　国の門まで行くと、門兵さんの姿は見当たらず、代わりにお役人さんが立っていました。

　入国の手続きはこの国では役人さんが行っているのでしょうか？　私はほうきから降りて、役人さんに一つお辞儀じぎをしたのち、

「こんにちは。旅の魔女イレイナと申します──」

　入国したいんですけど、どうすればいいですか？　と首をかしげました。

　役人さんは「ああ、これはどうも」と軽く私にお辞儀を返したのち、

「我が国では入国の審査は執り行っていませんから、お好きに入っていただいて結構ですよ」と答えました。

　ほうほう入国審査がないとは？

「立ち仕事の入国審査などこのご時世じせい、時代遅れもいいところですよ。我が国では城壁の上から兵士たちが見守っていますから、ここまで来ることができた、ということはあなたは問題ないと判断されたということなのでしょう」

　役人さんは言いながら門を見上げます。その上から兵士さんがこちらに手を振っているのが見えました。

　なるほどなるほど。しかし、

「でしたらあなたは何を？」

　私は再び首をかしげます。お見受けしたところ時代遅れな立ち仕事の真似事をしているように見えたものでしたから。

　彼は淡々たんたんと答えました。

「商人を待っています。本日、ワースタムを我が国に届けてくれる約束だったのですが……、どうやら遅れているようでして」

　ワースタム。

「害獣ですよね、確か」

　そういえば西の都でワースタムを持ち込んだ商人が兵士さんにしょっ引かれていましたけど……。

　もしやアレでは？

「おや」役人さんは私を見やりながら、少し驚いた表情を浮かべていました。「もしかして旅人さん、今日は西の都から来られたのですか？」

「……よく分かりましたね」

「あの国ではワースタムを害獣扱いしている節ふしがありますからね」


「…………？」



　その口ぶりからするとワースタムは害獣ではない、ということになるのですけれど。

　これは一体どういうことでしょう？

「アレは見かけこそ醜みにくく、気性きしょうも荒く、牙には毒を持っているものですけれども──けれど、あれの肝きもは中々の美味びみでしてね、我が国では珍味ちんみとして愛されているのですよ。まあ向こうの連中はそれも知らずただの害獣として駆除くじょしているようですが……」


「…………」



　害獣であるところのワースタムをわりと高値で買い取る東の都。西の都ではこの国の考えていることはよく分からない──などと言われていましたけれども。

　なるほど当然ながら高値で買われていることには相応そうおうの理由が含まれているようです。

「ところで魔女様。あの国では未だに月光花の持ち込みも禁じられているのですか？」言いながら役人さんは、胸ポケットからひとつ筒を取り出しました。

　商人さんが持っていたものと同じもの──おそらく月光花です。

「……ええ、まあ」役人さんが筒に火をつけたと同時に一歩下がった私でした。

「おっと……すみません。国内ではあまり吸う機会がないものですからね──今や禁煙ブームですから、門の外くらいでしか自由に吸う機会がないのですよ」

　と言いながらも、役人さんは紫煙しえんを吐き出しました。


「…………？」しかしそれは商人さんの言葉とは相反あいはんするものでした。「この国では月光花は禁じられていないはずでは？」



「おや西の都ではそのように言っていたんですか？」役人さんは笑いました。「乾燥かんそうさせた月光花を詰めたこの煙草は百害あって一利なしの嗜好品しこうひんですから、我が国でも取り締まりをしていますよ。場所と時間を区切られていますから、喫煙者きつえんしゃは皆肩身の狭せまい思いをしていますよ」

　私みたいにね、と彼は言いました。同時に、

「ですが月光花自体には害はありません」

　とも。私の背中の向こうにある花畑に目をやりながら、彼は、「ご存ぞんじですか？　月光花は上手うまく扱えば難病治療に対する特効薬にもなり得るのです。乾燥させれば麻薬に近い煙草になりますし、けれど、すり潰つぶして使えば、今まで不治の病だと思われていた病気を快復かいふくに向かわせることができるそうで──そのような研究結果が、我が国では近頃出たのです」


「…………」



　ですからやたらと栽培しているわけですか。

　私はてっきりこの国は月光花に溺おぼれた方たちばかりが集う危あぶなっかしい国だとばかり思っていたのですけれど。

「つまり月光花は毒にも薬にもなり得る無限の可能性を秘めているわけです。西の都の連中はそれも知らずに持ち込みを禁じていますけれどね──」

　臭いモノに蓋をする性分の西の都ですから、きっと月光花が有効利用できるなどという事実を知るのにはまだ時間がかかることでしょう。

　いえ、月光花だけではなく──ワースタムの肝が実は美味しかったりする事実に関しても同様で、彼らは結局のところ、禁止するだけで目を背そむけるばかりに、別の使い道があることを思いつく機会を自ら失ってしまっているのでしょう。

　それは嘆なげかわしいことで、あるいは惜おしいことでもあるように思えてしまいました。

「向こうの国の方々に、そのことを教えて差し上げないんですか？」

　すると役人さんは笑い、

「教えるだなんてとんでもない」

　そして、言いました。

「よそはよそ、ですよ」
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「悪の組織撲滅ぼくめつキャンペーン？」

　魔法統括とうかつ協会、天秤てんびんの国トリオネス支部に突如とつじょ呼び出されたサヤさんを待っていたのは、サヤさんの師匠ししょうたる夜闇よやみの魔女シーラその人でした。

　彼女は『悪の組織撲滅キャンペーン実施中！　悪の組織の連中を一人残らず捻ひねり潰つぶそう！』などというやや物騒ぶっそうな台詞せりふとともにイメージキャラクター面づらした魔女がドヤ顔を浮かべているポスターの前にて、煙管きせるをくゆらせていました。

「そ、今ちょっと物騒な世の中だからな、こういうキャンペーンを魔法統括協会主導ですることになったんだよ」

　ふーっ、と紫煙しえんを吐はき出す師匠。毒の煙けむりを吸い込まないように顔の前で手を振りながら、サヤさんは、「で、具体的に何をするキャンペーンなんです？」と尋たずねます。

　師匠は「よくぞ聞いてくれた」と言わんばかりに然しかりと頷うなずきます。

「読んで字の如ごとく、このキャンペーン実施期間中は全国各地にて悪の組織とされている連中を魔法統括協会が中心となって叩たたき潰すために暗躍あんやくをすることになる」

「なるほど」
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「ちなみにこのポスターは既すでに全国各地に配置されている」

「ぜんぜん暗躍してないじゃないですか」

「まあとにかく現在そういうキャンペーンが行われてるんだよ」

「ところでどうでもいいですがどうしてこのポスターに師匠の写真が使われてるんですか」

　ポスターの前でドヤ顔を浮かべる師匠の奥には、ポスターの中でドヤ顔を浮かべながら煙管を咥くわえている師匠の姿。ドヤ顔濃度のうどが高すぎて目が痛くなりました。

「何でって、そりゃ私が悪の組織を撲滅させるのにふさわしい存在だからだろ」


「…………」



「なんだよ」

　じろりと目を細める我が師匠。素行そこうの悪さがにじみ出る悪人面あくにんづらがそこにはありました。ひょっとしてこれ『※悪の組織は大体こんな奴やつが運営してます。ご注意を』という意味合いでイメージキャラに選ばれただけなのでは？　ともサヤさんは思いましたが、そんなことを口にすれば恐らく師匠の手により抹殺まっさつの憂うき目めに遭あうことも免まぬがれない気がしたために、「なんでもないですー」と目を逸そらすに至いたりました。

　師匠はそんなサヤさんを見やり、

「ま、そういうことだから。お前、今日これから暇ひまだろ？　ちょっと悪の組織潰してこいよ」

　などと、おつかいを頼むような軽い軽い口調でそのようなことを言ってのけました。

「まじすか」

「大マジだよ。ほれ、これ」

　ぺたん、とサヤさんの頭に紙切れを押し付ける師匠。「とりあえず手始めにここの調査してこい」

　地図でした。

　喫茶店きっさてんの名前に丸印がつけられていました。

　師匠は紙切れをじっと見つめるサヤさんに、

「お前に調査してもらいたい組織は、表向きには何の変哲へんてつもない喫茶店を営んでいる。表向きには、と言ったことから察さっしがつくだろうが、裏ではとんでもない悪事を働いている悪の組織だ」

　曰いわく、そもそもこの喫茶店に普通の客はほとんど来ないそうで、大半が殺しの依頼か、麻薬まやくを買うために来ているとのこと。一体中でどんなやり取りが交わされているのか。店の中が本当に犯罪の温床おんしょうになっているのかは残念ながらまだ確認がとれていないと師匠は語りました。

　つまりは、この喫茶店に客として潜入し、悪事を働いている証拠を得て、組織を潰せばいいとのことでした。

　ほうほうなるほど、とサヤさんは頷きました。

　ところで。

「あの、拒否権は？」

「あるわけねえだろ」

　ばっさり切り捨てる師匠は再びそのまま煙管を吸って煙をくゆらせます。

　サヤさんは拒絶の意を込めて顔の前で手を振って見せましたが、師匠がそれに気付いてくれることはありませんでした。





●






　旅人のユーリィといえばこの地方では知らない者はいない、と彼女は自負じふしています。

　頭の後ろで二つに括くくられた薄茶色の髪は麗うるわしい。クールでビューティで街を歩けばひとたび人々からの注目を集めること必至ひっし。

　本日も街の真ん中を歩いてみれば、住民たちがひそひそと彼女──ユーリィさんを指して言葉を交わしているのが聞こえてきました。

　ああ、きっと私の麗しさとクールでビューティなありさまに感嘆かんたんの声を漏もらしているのね？　ふふふ。やっぱり私ってばまじハードボイルド。

　などという意味の分からない自信を全身にまとわせながら、彼女は愚民ぐみんどもの横を通り過ぎていきました。

「ねえあの人……」「間違いねえ……アレが近頃ちかごろこの辺りの喫茶店でコーヒー飲んではゲロまみれになって帰っていく迷惑な客だ……」「ゲロ女だ……」「おい絶対店に入れるなよ……」

　愚民どもは決して彼女のことを尊敬そんけいしているわけでもなければ感嘆の声を漏らしているわけでもありませんでしたが彼女の耳に届くことはありませんでした。

　この国の喫茶店で格好かっこうつけてコーヒーを飲んではゲロまみれになる彼女は既に色々な店舗から出入り禁止とされていましたが、彼女自身は「ふっ……。アウトローに生きる私に喫茶店は似合にあわないということね……」などという都合つごうのよい解釈かいしゃくをしていたために出入り禁止の意図いとが彼女に伝わることは残念ながらありませんでした。ゆえに未いまだに自信満々に歩いているのです。彼女はほどよく頭のネジが外れておりました。

　ただの魔法使いであるところの彼女がハードボイルドやらアウトローなどという単語を好むのには、理由が一つあります。

　今はただのしがない旅人であるところのユーリィさんは、以前、マフィアの構成員として働いていた過去があるのです。

　ゆえに悪事を働く者になんとなくときめく傾向を携たずさえています。

　立派な魔女になるべく旅をしている今の彼女においても、その認識は大きく変わることはありませんでした。


「…………」



　旅の途中、この地方から少し離れた場所に、魔法使いの国などという文字通り魔法使いしか入国を許されない奇特な風習を持った国があることを知り、「え？　とりあえずそこの国に行けば立派な魔女になれるんじゃない？」などと思い至り、ゆえにとりあえずそこを目指して今は旅をしています。

　しかし旅人たるもの、焦あせらずとも時間はたっぷりあります。ゆえに彼女は目的地である魔法使いの国を目指しながらも、途中の国々でひたすらに物見ものみ遊山ゆさんの観光を繰り返していました。

「……ふっ。面白いじゃない」

　この国においても、とかく観光を楽しんでいました。

　歩きながら紙切れを広げるユーリィさん。

　そこには喫茶店の場所を記した地図がありました。天秤の国トリオネスでは、表向きにはただの喫茶店をやっているけれど実際には裏でとんでもない悪事を働いている悪の組織……というコンセプトの新感覚アトラクション型の喫茶店という非常にややこしいお店があるらしく、彼女の持っている地図にはその場所が記されています。

「裏で悪の組織を本当にやっているマジもんの危あぶない喫茶店もこの国のどこかにはあるみたいだけど……」

　しかし彼女が今目指しているのは紛まぎれもなくただのコンセプトカフェ。この国はコンセプトカフェにただならぬ情熱を注いでいるようで、

（そういえばこの前入ったお店もなんかネコミミつけたメイドがにゃんにゃん言いながらオムライスにケチャップでハートの文字を刻んでたわね──）

　と記憶を巡めぐらせるユーリィさんでした。

　ちなみにそのお店では「ハードボイルドを目指す私にこんな媚こびへつらうような真似まねはできないわね」などとユーリィさんは鼻で笑いながらコーヒーを飲んでゲロ吐きました。出禁になりました。

　なにはともあれ、ともかく彼女は今、悪の組織をやっているという設定の喫茶店に向かっている最中でした。

　魔女を目指す女たるもの、悪の組織くらいで尻込みをしていてはやっていられません。真のハードボイルドを目指すにあたって、まずは紛まがい物の悪の組織を体験して悪の組織と対抗たいこうするための耐性をつけようというわけでした。

「……ま、私自身、以前は悪の組織みたいなところにいたのだから、怖がる必要なんてないんだけれど」

　などと。

　ユーリィさんが「ふっ……まあ、ちょろいもんよね」と髪をなびかせながら歩いているときでした。

「──きゃっ！」

　どすん、と。

　どうやら歩きながら地図を見ていたのがいけなかったようで、ユーリィさんは前から来た人と真正面からぶつかってしまいました。

　突然の衝撃に尻もちをつくユーリィさん。紙切れが二枚、ひらひらと宙を舞って、そして落ちました。その向こうで、同じく彼女のように尻もちをついている女の人の姿があります。

　ユーリィさんはあわあわと立ち上がり、

「す、すみません……！　ちょっと地図を見るのに夢中で……」などと慌あわてながら紙切れを拾い上げました。ハードボイルドさの欠片かけらもない。

「いえいえ！　すみません。ぼくのほうこそ地図ばかり見ていて前を見てなくて……」同じようなタイミングで向こうも立ち上がり、ユーリィさんと同じく紙切れを拾います。

　なるほどどうやら私と同じく、彼女も地図に夢中だったみたいね──とユーリィさんは思いました。


「…………」



　しかし一方で胸元を見てみると、彼女が自身とは明らかに違うことが直ぐに分かりました。星をかたどったブローチ、月をかたどったブローチが誇ほこらしげにローブの上で揺ゆれています。

　つまり目の前の彼女は魔女であり、それでいて魔法統括協会で働いているということ。

　ただの魔法使いの私と違って正式な身分を与えられた魔女。同い年くらいなのに。

「むむむ……」恨うらめしさと羨うらやましさを頰ほおに溜めて膨ふくらませるユーリィさんでした。

「えっ。何です？　何でぼく今睨にらまれてるんです……？」目を白黒とさせる魔女。黒のローブに黒の三角帽子ぼうし。顔立ちから察するに東洋の人らしく、黒炭こくたんのように黒い髪に、漆黒しっこくの瞳ひとみ。全身見事なまでに黒ずくめでした。

（あれ……このひとが被っている三角帽子、どこかで見覚えがあるような……？　どこでだっけ）

　おやおや？　と首をかしげるユーリィさんでしたが、すぐに「まあ別にどうでもいいや」と頭に生まれた疑念ぎねんをどこか遠くへ追いやりました。日々テキトーかつアバウトに生きているのが彼女という者でした。

「まあ、その……ともかく、すみません……。お怪我けがはないですか？」ばつが悪そうに首こうべを垂たれる名も知らぬ魔女。

「あ、いえ！　こちらこそすみません！　前を見ていなくて……」ユーリィさんも彼女にぺこりと頭を下げます。ハードボイルドな女を目指しているわりに普通すぎるお辞儀じぎがそこにはありました。

　すみません、すみません。いえいえこちらこそ──などというやりとりをそれからしばししたのちに、二人は互いに再び地図をじっと見つめながら歩き出しました。

　お店は案外近くにありました。

「……ここね」

　ユーリィさんは店の前に立ち、看板を見上げたのちに、扉を開きます。

　しかし彼女は気付いていませんでした。

　その手に抱えられた紙切れが、新感覚アトラクション型の喫茶店を記したものなどではなく。

　本物の悪の巣窟そうくつを記した地図であることを。

　ぶつかった拍子ひょうしに二人の地図が入れ替わってしまったことを。





○　『新感覚アトラクション型喫茶店』






「いらっしゃいませ。大変申し訳ございませんが現在、店内が大変混み合っていまして……相席あいせきでよろしいでしょうか？」

　見ず知らずの女の子とぶつかったのちに悪の巣窟を裏でやっている──らしい喫茶店にたどり着いたサヤさんは、そのままお店の扉を開きました。

　からんからん、とドアが鈴すずを鳴らすと、お店の奥からウェイトレスさんが申し訳なさそうな顔色を浮かべながら現れ、今しがたのお伺うかがいをたててきました。

　店内は個室型となっていて、混雑の具合はほとんど見えない作りになっていました。本当に混んでいるのか疑わしい限りではありますけれど──そもそも相席だとお仕事がやりづらいんですけれど──あれこれ考えながらも、しかしここで「やだー！　ぼくは一人で喫茶店を満喫まんきつしたいんですー！」などとゴネて変に目をつけられてもたまりませんから、

「大丈夫ですよー」

　などとサヤさんはただただ頷きました。

「かしこまりました。ではこちらへ」

　ウェイトレスさんはご丁寧ていねいにお辞儀したのちにサヤさんを店の中へと案内します。店内は昼間というのに外の光がまるで届いておらず、どことなく薄暗い雰囲気ふんいきに包まれていました。天井てんじょうから下げられている照明もささやかに光を漏らす程度で、全体的に怪あやしげでした。もうこの時点で怪しげなことをやっている雰囲気が立ち込めていました。

　何ならそこら中にある個室の扉の一つを開けてしまえばすぐに裏取引の現場を押さえられるのでは？　と思えたほどでした。

　ウェイトレスさんはしばらく店の中を進むと、個室の扉を開けて、お客さんと二、三言言葉を交わしたのちに、「さあどうぞ」とサヤさんを中に促うながします。

　どうやら既にある程度の話は通してあったようです。

　サヤさんは「どうも」とお辞儀を返したのちに、個室へと足を踏み入れます。

「こんにちは」

　個室の中にいたお客さんは、サヤさんに一礼してくれました。

　白い髪を短めに整え、頭にカチューシャをした綺麗きれいな女性でした。緑色の瞳をサヤさんに向けると、彼女はやわらかく微笑ほほえみながら、

「わたしはアムネシア。あなたは？」と。

　そのように言いました。





●　『悪の巣窟の喫茶店』






　個室型の店内はいかにも怪しげな雰囲気で立ち込めていました。

　店員もどことなくワイルドな風貌ふうぼうで、丸刈まるがり頭で目には傷跡があります。「……らっしゃい」店員の男はひどく不愛想ぶあいそうでした。「悪いな嬢じょうちゃん。今、満席なんだ。相席でもいいか？」とユーリィさんを睨みます。明らかにその目は捕食者が獲物えものを捕らえた際にするような危なっかしい眼まなこそのものでしたが、何なら「とっとと出ていけ小娘が」などという意図いとが透けて見えるほどでしたが、ユーリィさんはほどよく頭のネジが抜けているために「ひゅー。かっこいい」などと意味不明なことを思いながら、

「ふっ……問題ないわ」ふぁさー、と髪をなびかせるのでした。あほです。

「……ちっ」店員はあからさまな舌打ちを一つしてから、彼女を店の奥まで案内しました。裏で危ない橋を渡っているこの店の連中にとって魔法使いほど厄介やっかいな存在はありません。

　近頃は魔法統括協会が『悪の組織撲滅キャンペーン』などというこれまた意味不明なキャンペーンを実施していることもあり、悪の巣窟はやや殺気さっき立っていました。

　店の奥にたどり着いた店員は、それから個室の中にいるお客さんと少しの言葉を交わしたのちに、ユーリィさんを中へと促します。

「どもー」などとテキトーな挨拶あいさつをしつつ、彼女はそして、個室の中へと足を踏み入れました。

「やあ」

　中には魔女が一人、いました。

　やけに気合の入った装飾そうしょくを施した青色のローブを着込み、胸のあたりには星をかたどったブローチが一つ。肩の辺りまで伸びたローブと同じく青色の髪をふぁさー、となびかせており、何となくどことなくその佇たたずまいからは「このボクと相席できるんだよ？　光栄に思いな。ふふんっ」などという鼻につく思考回路が透けて見えるかのようでした。

　自信たっぷりな彼女は「ボクの名前はシャロン。ご覧の通り旅の魔女さ。キミは？」と尋ねます。

　なんとなく様付けで呼ばなければならなそうな雰囲気がある彼女でした。

「ユーリィよ」まるでシャロン様に呼応するように自らもキメ顔をしてみせたのちに、彼女はシャロン様の向かい側に座りました。

「それではごゆっくりどうぞ」丸刈り頭かつ強面こわもての店員は注文を聞くことなく水だけ置いて去っていきました。

　よく見ればシャロン様の手元にも水しかありません。どうやら彼女もまだ来たばかりのようです。既にグラスの中は空になっていますけれども。

「キミも魔法使いなんだね」

　言いながら空のグラスに水を再び注ぐシャロン様。「まさかこんなところで同業者に会えるなんてね……。もしかしてキミも悪の組織を撲滅させるために街の連中に頼まれたのかい？」

　シャロン様は言いながら頭の中で回想を勝手に始めました。

　それは今より一日ほど前のことです。

　旅の道すがら天秤の国トリオネスにたどり着いたシャロン様は、その日も終始しゅうしドヤ顔を浮かべながら歩いていました。しかし魔法使いの格好をしている旅人は常に厄介ごとに巻き込まれる運命にあるのです。

　その日、彼女のもとに、この国のお偉いさんから、依頼がなされました。「いやぁ、実は近頃、喫茶店の振りをして殺しの依頼やら麻薬の売買なんかを請うけ負おっているけしからん店が暗躍していてね、魔女様にはどうかこれを潰してもらいたいんですわ」とのこと。

　そんなの魔法統括協会に頼めばいいじゃん。と思いましたが、「いや最近あの組織、『悪の組織撲滅キャンペーン』とかいう意味分からんキャンペーン期間に入っていまして、依頼料を増額されてるんですわ」と吐き捨てました。要するに金が勿体もったいないから素人しろうとに任せて依頼料をちょろまかそうということでした。

　できれば受けたくありませんでしたし、そもそもシャロン様は趣味しゅみで魔女の格好をしているだけの普通の女の子です。

（……やだよぉ。ボクまだ死にたくない）

　当然、話を聞いたときはそのように弱気にもなりましたし、何なら断ってしまおうと思いました。

　しかし彼女は、

「ふふん。任せておくれよ。このボクが悪の組織とやらを全滅させてしんぜよう！」

　ノリノリで依頼を受けてしまったのです。おだてられるとノーとは言えない扱あつかい易やすい性分のシャロン様でした。

　そして今日、彼女は悪の巣窟に潜入を果たしたのでした。

（ふええ……どうしようどうしようどうしようどうしよう……、でも魔法使いさんが来てくれてよかったぁ……。多分これなら大丈夫だよね？　だよね？　ボク死なないよね？）

　しかし極度の緊張のせいで注文することさえままならず、こうして先ほどから水を飲み続けているのが彼女でした。既にお腹なかの中はたぷんたぷんでした。今お腹を殴られたら吐としゃ物まみれになる未来は免れません。というよりそもそも緊張のせいでお腹を殴られなくても吐しゃ物まみれになりそうですらあります。

　きっと目の前のユーリィなどという魔法使いも同じような顚末てんまつを経へてここに来たのだろうと思いました。仲間が見つかって若干じゃっかん嬉うれしくなるシャロン様でした。何なら仕事は全部ユーリィさんに丸投げしちゃおうかなーとさえ思っていたほどでした。

　救いを求めるようにシャロン様はユーリィさんを見つめます。ユーリィさんはメニュー表を眺ながめながら、

「私、立派な魔法使いになるのが夢でね、それで、立派な魔法使いといったらとりあえず悪の組織の一つや二つ、軽く捻り潰せないと駄目じゃない？　今日ここに来たのはそういう理由よ」

　むふー、となぜか嬉しそうに語ります。

　シャロン様がもしも正気ならば「何言ってんだこいつ」と間違いなく思ったところですが、残念ながら彼女は異様な緊張のせいで頭の中がアレな感じになっていました。

「やだ、頼もしい……」ユーリィさんに聞こえない程度のささやきと共にシャロン様は羨望せんぼうの眼差まなざしを向けます。頼りがいのある知り合ったばかりの魔法使いに対して乙女おとめらしくきゅんきゅんきていました。

「ねえ、シャロンさん」

　ひとしきりメニュー表と向かい合ったのちにユーリィさんは彼女を見やり、「ところで何を注文するか、決まった？」とお伺い。このお店では各テーブルに置かれたベルを鳴らすことで店員を呼びつける仕組みになっています。

「えっ」しかしベルを鳴らすということはつまるところ、内容が何であれこの悪の巣窟に悪事の依頼をする、ということになります。「いや、まだだけれど……」まだ心の準備が……。

「あ、ごめん。もう鳴らしちゃった」


「…………」まだ、心の、準備が……。



　なんてことしやがる、と頰を膨らませるシャロン様。

　丸刈りかつ強面の店員はすぐに来ました。「ご注文は」

「私の注文が何か、ですって？　分かるでしょう？」言いながらメニュー表を指差すユーリィさん。

　コーヒーです。

　ちなみにこの店においてコーヒーは麻薬の隠語いんごですがシャロン様はおろかユーリィさんもその事実はまるで知りません。


「…………」なんだかよく分からないけれどとりあえずこの魔法使いさんの真似をしようと思ったシャロン様でした。「このボクが何を頼みたいのかも、分かるよね？」つまりコーヒーです。



「はいコーヒー二つで」

　強面の店員はメニュー表を二人から回収して、個室を出ていきました。

「ふふふ……」店員の背中を眺めながら不敵ふてきな笑みを浮かべるユーリィさん。この笑みに特に意味はありません。

「ふふんっ」店員の背中を見つめながらしたり顔を浮かべるシャロン様。もちろんこの笑みにも特に理由はありませんでした。

　この店に訪れた魔法使いと、魔女の格好をしているだけの女の子は二人ともただただその場のライブ感でのみ生きているテキトーな女の子たちだったのです。




　そんな二人を遠巻きに見つめながら店員たちは慄おののきました。

「おい……間違いない……あの二人は魔法統括協会の差し金だ……。見ろよあの顔……絶対俺たちを潰す気だ……」バイトＡが泣きました。
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「終わった……俺たちの店の裏うら稼業かぎょうが協会にばれたんだ……」バイトＢが絶望しました。

「なんてことだ……、コーヒー二つ注文したぞ……麻薬取引の現場を押えるつもりだ……」バイトＣはうな垂だれました。

「うろたえるなお前ら」店長が現れました。丸刈り頭の強面さんです。店員の振りをして二人の接客をしていたのです。

「あ、アニキ！」バイト三人が羨望の眼差しを向けます。ちなみに店長はアニキと呼ばれていました。あだ名です。

「大丈夫だ……あの二人が暴れていないということはまだ疑われている段階だということだ。丁重ていちょうにおもてなしをしてお帰り願うんだ……」

　こうして悪の巣窟対、頭のネジが外れた魔法使い（うち一人はただのコスプレ）の静かなる戦いが幕を開けたのです。





○　『新感覚アトラクション型喫茶店』







「へぇー……。じゃあ、サヤさんはお仕事で旅人をしているのね？　格好いいわ」



　個室といえど店内が盛況せいきょうであることは隔へだてられた壁の向こうから幾いくらでも感じることができました。がやがやとやかましい店内で、至極しごく落ち着いた物腰ものごしのアムネシアさんは、サヤさんの身の上話に楽しそうに頷いていました。

　昔、魔法使いの国で灰色の髪の魔女さんに魔法を教えてもらって以来、サヤさんは彼女を目標に頑張がんばってきました。簡潔かんけつに言えばただそれだけの経緯けいいで旅の魔女として今こうして旅をしているわけですが、けれど、彼女に会わなければ今の幸せな生活はなかった、とサヤさんは嬉しそうに語っていました。何だったら愛しているとさえ語りました。多分相手もぼくのことを愛してるとも語りました。ちょっとよく分からないこと言う子だなとアムネシアさんは密ひそかに思いました。

「わたしもね、昔は大変だったわ──」

　サヤさんのお話をひとしきり聞いたあとで、アムネシアさんもぽつりぽつりと身の上話に花を咲かせます。

　それは一日ごとに記憶を失うしなう、可哀想かわいそうな一人の少女の物語。

　あるいは旅の魔女に偶然ぐうぜん助けられた物語でもあり、もしくは旅の魔女と終始しゅうしいちゃつきながら故郷こきょうへの帰路についた物語でもありました。大体そんな感じの語り口でした。話が重くなりすぎないために適度てきどにそのような冗談じょうだんを挟はさんでアムネシアさんは語っているように見えました。

　そして今は、ただただ妹と共に新しい故郷を探すための旅をしている旅人である、といういきさつを、アムネシアさんは語りました。

　しかし二人旅を始めたからといって不安も苦労も手放せたのかといえば実際そうでもないようでした。着込んでいる服は故郷で使っていた正統せいとう騎士団きしだんの制服です。アムネシアさんは「お金がなかなか貯まらない貧乏びんぼう旅たびでね……、まともな服、あまり持ってないのよね……」と気まずそうに目を逸らしました。

　似合ってますよ、と言いたいところでしたが、当人はそう思っていないようでしたのでサヤさんは、ただただ、

「……なるほどぉ。大変だったんですね……」

　彼女の過去に同情とともに、頷くばかりでした。


「…………」




「…………」



　二人の会話は、互いの過去を漏らしたところで、一度途切れました。

　お互いがお互いの話の中で、どうにも引っかかる部分が一つだけあったのです。

「灰色の髪の魔女、ねえ……」アムネシアさんはサヤさんを救ったというその魔女がどう考えても赤の他人のようには思えなかったのです。

「灰色の髪の魔女、ですかぁ……」サヤさんも同じく、その灰色の髪の魔女にどこか見覚えがありました。


「…………」




「…………」



「同じ人だったらどうしよう。うふふ……」

「ほんとどうしましょうねぇ。うふふ……」

　妙みょうな緊張感がそのテーブルを支配していました。

　しかし、ところでサヤさんがこのお店を訪れた理由は、知人たるイレイナさんがそこら中で無自覚に現地げんち妻づまを大量生産している疑惑を確かめるためではありません。

　アムネシアさんを救った魔女さんがどこのどなたなのかは少々気になるところではありましたが、サヤさんはそれ以上踏み込むことをやめました。そもそも既に目の前のアムネシアさんは話が終わったものと捉とらえているようで、メニュー表に目を通していました。


「…………」ぼくもそろそろお仕事をしないといけませんね、とぼんやり考えたサヤさんでした。



（とりあえずこのお店で裏取引がされている現場を押さえないといけません……。ここは慎重しんちょうに選ばないと……）

　そんな風に、サヤさんがメニュー表を開いた直後のことでした。

「あっ！」アムネシアさんがやけに目をきらきらと輝かせながら、サヤさんに自らのメニュー表を見せびらかしました。「見てサヤさん！　これ！　『シャブ漬づけのしゃぶしゃぶ』ですって！　たぶん麻薬が入っているのね。面白いわ」

　面白くない！

　叫びだしたい気分でした。何を言ってやがる。というか喫茶店なのにしゃぶしゃぶとはこれ如何いかに。

「あとドリンクも面白いものばっかりだわ。『水没すいぼつメロンソーダ』に『首吊つりコーヒー』に『毒殺ティー』だって。ドリンクメニューは全部殺し方にちなんでるみたい」

　アムネシアさんがこのお店に来た理由は単に短期バイトを探している間に新感覚アトラクション型の喫茶店というわけの分からないコンセプトのお店が目に入ったからです。面白そうだなーと思ったのです。今の彼女はそこそこ軽いノリで生きていました。だから金が貯まらないのではないか。

「凄すごいわよね、この店。料理とドリンクの名前にけっこう物騒な単語使ってるのよ。なんでもこの店、裏では物騒なことをしている──」という設定のお店らしいわよ？　と言いかけたのですが、

「しーっ！」サヤさんは強引にアムネシアさんの口を手で押さえました。もがもがさせました。「大きい声でそんな物騒なこと言ったら駄目ですよ！　ここをどこだと思ってるんですか！　ぼくは潜入調査でここに来てるんです！」

　悪の組織にこっそりと入りこんだサヤさんです。魔女の格好をしていますけれど、これでも隠れているつもりなのです。ゆえに無駄に騒ぎ立てることだけは避けたかったのです。

　ぷんすかお怒り申すサヤさんでした。

「もがもが」なにこの子、悪の組織に来た客になり切っているわ──とアムネシアさんは思いました。

「とにかく、疑われるような真似はしないでください！」

　もー！　とサヤさんは怒りました。

　そんな彼女を、ちょっとよく分からないこと言う子だな、とアムネシアさんは再び密かに思いました。





●　『悪の巣窟の喫茶店』






　たかだかコーヒー二つの注文ごときに従業員たちは騒然そうぜんとしました。それはコーヒーが麻薬の隠語であり、そして売る相手が魔法使いの二人組であるからに他なりません。

「麻薬なんて出したらぜったい捕まる……ヤバい……」バイトＡが泣きました。

「もうダメだ……転職しよう……」バイトＢが絶望しました。

「うろたえるなお前ら」店長は普通にコーヒーを淹いれました。「いいか？　ここはとりあえず普通にコーヒーを出してお帰り願おう」

「あ、アニキ！」しかしバイトＡとＢは苦い顔をしておりました。「でも、コーヒーなんて出したら『は？　私たちが注文したのはこれじゃないけど？　麻薬出しなさいよ麻薬』と罵ののしられるのでは」

「案ずるな。そもそもあの二人はもしかしたら魔法統括協会の差し金ではないかもしれない。そうだろう？　きっと俺たちの気のせいだ。そうだ。あれはただの客だ」

　店長の言う通りシャロン様もユーリィさんも魔法統括協会とは何ら関係のない一般人でしたが、しかしコーヒーを注ぐ店長の手が震え、カップからどばどばと黒い液体が零こぼれまくっておられる時点で説得力は皆無かいむに等しいものでした。

「さ、さあ……とりあえず誰かあの二人にコーヒーを出してくるんだ……」

　表面ひょうめん張力ちょうりょくギリギリまで注そそがれたコーヒー二つのできあがりでした。

　こんなの運びたくねえなとバイトＡとＢは互いに思いました。

　そんなときです。

「待ってくださいアニキ」バイトＣがひょっこり現れました。「どうせならコーヒーに毒混ぜときません？」

　言いながらバイトＣはカップに粉状の毒をサーっと入れてかき混ぜます。この毒は中に注入するタイプでした。誰にも止められぬ迅速じんそくさでした。

「おまっ……」店長はそんなバイトＣに啞然あぜんとしました。「ちょっと毒はマズイってー。死んじゃうじゃん。どうすんだよお前よぉ」

「コーヒーだし匂におい強いし多分ばれませんって」

「そういう問題じゃなくね」

「ばれたときは店長が罪被かぶってくださいよ」

「お前悪魔かよ」

　咎とがめる店長を無視して、バイトＣは「じゃ、これ僕が持っていくんで」とトレーを店長から奪い、シャロン様とユーリィさんの二人が待つ個室へと向かいました。

（ククク……君たち二人に恨うらみはないが……僕は魔法使いが嫌きらいでね……二人には死んでもらおう）

　バイトＣは魔法使いを心から恨んでいました。

　かつてはそうではありませんでした。むしろ魔女のローブを着込んでいる女の子にときめく普通の男子でした。男はみんな魔女のローブが好きなのです。

　かつて別の国に住んでいた彼は、健全けんぜんな男子よろしく灰色の髪の旅の魔女についうっかり惚ほれてしまったことがありました。その折おり「あのさぁ、君、彼氏とか、いる？　よかったら僕と──」などと何度かデートに誘ったことがあるのですが、

「無理です」一度目は普通に断られ。

「いやです」二度目はぺっ、と唾つばを吐き捨てられ。

「鏡かがみって知ってます？」三度目は遠まわしに釣り合わないと断られ。


「…………」四度目からは無言でゴミを見るような目を向けられ。



「いい加減にしてもらえます？」だいたい十回目あたりで普通に殺されかけたといいます。

　それ以来、彼は魔法使いに憎悪ぞうおを抱くようになったのです。

　これを俗世間ぞくせけんではただの逆さか恨みといいます。

「おまたせしました。コーヒーです」

　そしてバイトＣは並々に注がれたコーヒーを二つ、個室へと運びました。

（さあくたばるがいい！　邪悪じゃあくな魔法使いどもよ！）

　ことん、と二人の前にカップが置かれます。

　ところでバイトＣがコーヒーに混ぜた毒はそこそこ匂いが強いタイプの毒でした。香りの濃厚のうこうなコーヒーに毒の匂いが混ざり、その香りはまさに吐き気を催もよおすほどの代物しろものとなっていました。

　濃厚な香りがテーブルに充満します。

「ありが──おええええええええ」ユーリィさんは匂いを少し嗅かいだだけでゲロを吐きました。

「おえええええええええええ」シャロン様は重度の緊張により貰もらいゲロを果たしました。




　バイトＣは一仕事やり遂とげたような面つらで帰還しました。

「アニキ、やりました」

「飲んでないじゃん」





○　『新感覚アトラクション型喫茶店』






「とにかく！　いいですか？　ぼくは今日お仕事で来てるんですからね？　潜入調査ですよ潜入調査！　だからぼくが魔法統括協会の人間であることは悟さとられたらマズイんです。くれぐれも気を付けてください」

　むすー、とむくれるサヤさん。

「うんうん、そうね、潜入調査ねー。ごめんなさいね」

　うふふ、と一方で微笑ましげに頷くアムネシアさんでした。

（なんか子供扱いされてますね……）

　はて真面目に仕事をしているだけなのになにゆえにこのような扱いを受けなければならないのでしょう？　その理由はサヤさんにはさっぱり分かりませんでした。

「……お客様」

　まだ注文もしていないはずなのにウェイトレスさんが突然個室に現れたこともサヤさんにはさっぱり分かりませんでした。


「…………」ウェイトレスさんは二人の前で周りを窺うかがい、こそこそと「……例のモノです」スッ、と二人の手に小さな袋をそれぞれこっそりと手渡しました。
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「あの、これは……？」怪しげな袋でした。

「あらあら。これはおかしなお客さんね。あなたはこれがほしくてこの店に来た……違いますか？　それとも……なにか別の理由があって、ここに来たんですか？」

　ふふふ、と妖艶ようえんな雰囲気を醸かもしてみせるウェイトレスさん。


「…………」



　サヤさんは袋を開いて、慄きました。中には粉状の何かが入っていたのです。

（え？　確か表向きには普通の喫茶店という体裁ていさいをしているはずだけれど？　あれ？　なにこれ。めちゃくちゃ怪しいんですけど？）

　ちなみに今しがた手渡されたのはただの砂糖さとうです。なんとなく裏取引っぽいという理由からこのお店ではお砂糖はお客さんに手渡しをすることになっています。

「ああそれと……これをどうぞ……」その後、怪しげな手つきでテーブルに飴あめを幾つか置くウェイトレスさん。

「あの、これは」

「ふふふ……これは……うちの店で造った特製の……アレです……。この場で食べるも持ち帰って高値で売り捌さばくもお好きにどうぞ……ふふふ……」

（これぜったい麻薬だ……！）

　飴玉です。

「ごゆっくりどうぞ……」

　そして満足気な表情でウェイトレスさんは個室を去っていきました。

「……注文するタイミング失ったわね」

　せわしなく表情をころころと変えるサヤさんにやや呆あきれながら、アムネシアさんはメニュー表を眺めました。

「料理選んどいてください。ぼくはお仕事しますので」

　個室から顔を出し、サヤさんは店内を見渡します。

　このお店はどこか変でした。隣のテーブルでは「お主ぬしも悪よのう」などというやり取りが繰り広げられており（ただのお会計）、その更に隣のテーブルでは「それで……どいつを殺やってほしいんだ？」「こいつで」とのやり取り（ただのご注文）がありました。

　はてさて表向きにはただの喫茶店というお話は一体何だったというのでしょうか？


「…………」



　もしかしてここは、ぼくが思っているような場所ではないのでは？　そんな風に、彼女が思い始めた頃のことです。

　お店の奥から、叫び声が響きました。
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「くくく……」

「ふふふ……」

　シャロン様とユーリィさんはテーブルにて向かい合い、とりあえず悪だくみでも考えていそうな風を装よそおい笑っていました。

　笑いながらも涙目なみだめになりながら、二人はゲロまみれのテーブルを掃除していました。




「やべえよ……あいつらやべえよ……」

　その様子を遠巻きに眺めながら店長は慄きました。

「どうしますアニキ？　やっちゃいます？」

　一方でバイトＣは依然いぜんとして臨戦態勢でした。




「くくく……」

（今出されたコーヒーぜったい毒だよね？　間違いない……ボクが何を目的としてここに来たのかばれてる……ふええ……帰りたい……）

　笑いながらも内心怯おびえるシャロン様。

「ふふふ……」


（………………………………………………………………………………またゲロ吐いちゃった）



　一方で普通に凹へこむユーリィさんでした。

　吐いたゲロをセルフサービスで掃除そうじした二人は一息ついたのちに、

「ちょっと店員、店員。こっちへ」店員さんを呼びました。このままでは魔法使いの面子めんつが丸つぶれです。つとめて平静を装いながら、シャロン様はベルを連打し、ユーリィさんは「とっとと来なさいよー」と野次やじを飛ばします。

「いかがなさいましたか？」

　即座に現れる店員Ｃ。

「さっきみたいなのはもういいから。とりあえず例のブツ、見せて頂戴ちょうだい」

　ぱちん、と指を鳴らし、ユーリィさんは言いました。依然として悪の巣窟を新感覚アトラクション型喫茶店だと思い込んでいる彼女でした。

（凄い……何て堂々どうどうとした態度なの……！　ボクも見習わないと……）

　依然として呼び鈴を連打しながらシャロン様はユーリィさんに羨望の眼差しを向けました。やはり彼女はどこまで行っても堂々とした魔法使いにきゅんきゅんしている普通の乙女でした。




「どうだった？」

　店の奥に戻ったバイトＣにこそこそと尋ねる店長。既に店長は店長としての威厳いげんを完全に失っていました。

「なんか例のブツ出せっとか言ってきました」

「……潰す気だ……麻薬を出させて証拠を摑つかんで俺たちの店を潰す気だ……」

「どうします？」

「とりあえず今度こそ普通のコーヒー出してお茶を濁にごしておこう」




　そそくさと普通のコーヒーを注いで普通に二人の個室までバイトＣは戻りました。

「お待たせしました」

　しかしテーブルにコーヒーが置かれると、二人は大げさに嘆息たんそくを漏らします。

「おいおいキミ。ボクを舐なめているのかい？　キミたちの店はこんな普通のことをやっているわけではないだろう？」

　しかしシャロン様は調子に乗りました。ドヤ顔でした。

「裏で使ってるモノ出しなさいよ。魔法ぶっ放すわよ？　いいの？　ねえ」

　ユーリィさんに至ってはもう吐きたくないだけです。

　結局、二人ぶんのコーヒーをそのまま二人は突き返しました。




「アニキ、もうだめです」

　バイトＣは諦あきらめました。人生は諦めが肝心かんじんであることをかつて魔女にしつこく迫ったときに悟さとったのです。

「よし、じゃあ逃げよう」

　バイトＣでも無理ならもう無理だ、と店長はあっさり店を諦めました。

　こうして悪の巣窟の男たちは、シャロン様とユーリィさんの二人に見つからないように、こっそりとお店からずらかる準備を始めたのでした。
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「金がないってどういうことだよ。ええ？」

「か、勘弁かんべんしてください……！」

　サヤさんが個室からちらりと店の中を窺うと、奥のテーブルで言い争いが起きているのが見えました。男の店員が客の胸倉むなぐらをつかみ、「おいおいお前、うちの店で薬買っておいて払えませんはないだろうよ」じとりと客を睨みつけていました。

「や、でも……相場そうばが最近高くなってて……」

「言い訳するな！」

　がたん、と男はテーブルを叩きました。客は「ヒイイっ！」と益々ますます委縮いしゅくします。

　その光景は見るからに弱者をいたぶる悪たれそのものです。

　物騒な光景に店内はしんと静まり返りました。ほとんどの個室の扉が開かれ、ほとんどの客がその様子を眺めていました。

「大変……！」

　無論むろん、サヤさんもその様子を見ていましたし、

「あらあら」

　アムネシアさんも同様です。

　店内の注目を集めている二人は、しかしまるで自分たちが誰の目にも見えていないかのように、罵り、怯えます。

　誰一人として、襲われている彼を助けようとしませんでしたし、誰一人として、襲っている彼を止めようとはしませんでした。

　ただただ誰もが「あらまあ」などとのたまいながら傍観者ぼうかんしゃに徹てっしています。

「金が払えねえなら仕方ねぇ」店員の男はぐい、と客の手を引っ張ると、言いました。「身体で払ってもらうしかないようだ」

「か、身体で……？」

「臓器ぞうきを売ってもらおう」

「！」客の男は慄きました。「ちょ、ちょっと待ってください！　それだけは！　それだけは──」

「つべこべ言うな！　とっとと来い！」

　そして店員の男は、嫌がる客を引きずり、店の奥へと歩み始めます。けれど依然として誰も止めませんでしたし、誰も助けませんでした。

　それもそのはずで、店員に引きずられている彼は聞く限り自業自得で、無理に危険を冒おかしてまで擁護ようごに回る必然性は見るからにありませんでした。

　いえ、そもそも。

「ちょっと待った！」

　両手を広げて店員の行く手を阻はばむ者がありました。黒のローブに、黒の三角帽子、炭のように黒い髪をした彼女は、魔女であり、旅人であり、そして、

「ぼくは魔法統括協会所属のサヤです。一部始終は見させてもらいました。今すぐそのお客さんを離しなさい！」

　杖つえを構えました。

　誰も助けないことに業ごうを煮にやしたのか、それとも悪の組織を止めなければならないと使命感に燃えたのか、彼女の目に迷いはありませんでした。


「…………」店員の男は一瞬、きょとんと間の抜けた顔をしたのちに、言いました。「……何だお前。この男を助けるのか？」



「弱い者いじめはよくないと思います！」

　きっぱり言い放つサヤさんでした。


「…………」「…………」



　しかし店員の男はそんな彼女にとてもとても微妙びみょうな顔をしましたし、何なら客の男ですら微妙な顔をしておられました。




「あらあら」

　一方でアムネシアさんは、揉もめ事ごとに自ら首を突っ込んでいった相席相手のサヤさんを、遠巻きにぼんやりと飴玉を口の中でコロコロと弄もてあそびながら見つめていました。

「あのう、お客様……」

　彼女のもとにウェイトレスさんが現れたのは、ちょうどそのときでした。「あちらの方は一体何をなさっているのですか？」

　そんなことを訊きかれても、とアムネシアさんは思いました。そもそもサヤさんとは先ほど会ったばかりです。

「よく分からないけれど、多分揉め事を止めに行っているんじゃない？」あっさり答えるアムネシアさん。

「あれは当店で定期的に行っているアトラクションの一環いっかんなのですけれど……」

　新感覚アトラクション型喫茶店というわけの分からないコンセプトを抱えているこのお店では、物騒な現場を体感するために、定期的にその辺の劇団員を雇やとって、金の取り立ての劇をしているのです。

　ちなみに本来の流れでは悪を見過ごせない真面目すぎる第三者（という役の劇団員）が止めに入るはずでした。

「予定と違うんだが……？」サヤさんが飛び入り参加したせいで手持てもち無沙汰ぶさたになった第三者役の劇団員が気まずそうにウェイトレスさんの隣に立ちます。

　大体そういった事情ゆえに店内のほとんどの客は止めに入らなかったのです。

「あ、そうなの」出しかけていたサーベルを収めるアムネシアさんでした。ウェイトレスさんに話しかけられていなければ彼女の加勢かせいに行っていたところでした。

「お客様、あの方、大丈夫ですか……？」ウェイトレスさんはアムネシアさんを見やります。「あの……見たところ魔法使いのようですし、劇団員の方に怪我けがをされてしまうと私たちのお店に責任が……」

「うーん……」

　要はサヤさんが暴走をしないかどうかを心配なさっているようです。「たぶん、大丈夫じゃないかしら。幾ら物騒な現場だと勘違かんちがいしているとはいっても、こんな場所で魔法をぶっ放すようなことをするのは余程よほどのお馬鹿ばかさんだけよ」

　それに、

「あの子とはさっき会ったばかりなんだけれど──」

　アムネシアさんはサヤさんを見やり、言いました。

「あの子はきっと、真面目すぎるだけだもの」




　サヤさんが店員に向けて魔法を放ったのはその直後のことです。

「とりゃー！」

　などというやや間の抜けた掛け声とともに放たれた魔法は、そのまま店員の横をすり抜け、店の壁に大穴を開けました。

「お客様」

「やっぱ余程のお馬鹿さんかもしんない」
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　ばこん！　と爆発音が店内に響いたのは、ちょうどユーリィさんとシャロン様が「店員遅いわね」「店員遅いね」などとお話をしている最中のことでした。

「えっ。何？　どうしたの？」ユーリィさんは個室から飛び出し、店の中を見渡しました。

「はわわ」ついにこの店の連中がボクたちを始末するために攻撃を仕掛けてきたに違いないと思い込んで個室から逃げ出すシャロン様でした。


「…………」




「…………」



　二人が個室から出ると店の様子は様変わりしていました。

　そこら中に木材やらレンガやらが散らばっています。椅子いすやテーブルの残骸ざんがいなどもありました。まるで横から何かが壁をぶち抜いてこの店を蹂躙じゅうりんしていったかのように、店内の残骸は線状に広がってました。ついでに壁に大きな穴が開いてもいました。

「……何が起きたの……？」

「はわわ」

　壁に開けられた穴の下あたりに、この店の従業員たちの姿がありました。どなたも漏れなく下した敷じきになっており、そこら中から呻うめき声が響きます。

「あの、大丈夫？」

　なんだかよく分からないけれど事故に巻き込まれたらしい、と察したユーリィさんは、そこら辺に転がっていた店長の肩に触れました。

「ぐ……は……」店長は既に虫の息でした。

「……大丈夫？」どう見ても大丈夫ではありませんが、とりあえず同じ言葉を繰り返すユーリィさんでした。

「ふっ……貴様、か……」震ふるえた声で店長はユーリィさんに語ります。「見事な采配さいはいだ……」

「は？」何を言っておられるのでしょう？

「まさか俺たちが逃げることをあらかじめ予見して店の外に仲間を配していたとは……。くっ……俺たちは最初からお前たち二人の手のひらで転がされていたということか……」

「いやちょっと何言ってんのかよく分かんないけど」そういう設定かな？

「ふっ……やはり魔法使いには……敵かなわない……な……」

「いやマジで何言ってんのかさっぱり分かんないけど」

「俺たちの完敗だ……。さあ、捕まえるがいい……」すっ、と両手を差し出す店長。

　これは一体どうすればいいの？　とユーリィさんは戸惑とまどいながらシャロン様に振り返ります。

「まさか逃げている最中の敵にトドメを刺すなんて……キミ、中々外道げどうだね」ふっ、このボクでもさすがに敵わないな……、とでも言いたげな表情のシャロン様がそこにはおりました。

　何なら内心で「なるほどぉー、だから最初から自信たっぷりだったんだ……やっぱり魔法使いさんって凄いなぁ……」などと感嘆かんたんしている始末しまつでした。

　コンセプトカフェに来たはずのユーリィさんがシャロン様との間に露骨ろこつなほどの温度差があることを感じたのはおおよそこの辺りになってからでした。

「いやちょっと何言ってんのかほんとよく分かんないんだけど……」呆れるユーリィさん。

「え？　これキミの作戦じゃないの？」首をかしげるシャロン様。

「え？　作戦……？」なんのことで？

「……んー？」

「……んー？」

　お互い可愛かわいく小首をかしげながら、しばし見つめ合いました。

　やがてシャロン様は、「まあいいや」と考えるのを放棄ほうきして、

「とりあえずこの人たちを捕まえよう。そしたらボク達のお仕事は万事解決だよ」と言いました。

「捕まえるって……、この店、ただのコンセプトカフェでしょ？　捕まえる理由がないと思うんだけど？」むしろ手当すべきでは？

「？　キミ、何を言ってるの？　この人たち、普通にただの犯罪者だけど」

「えっ？」

「いや、だから、この人たち、普通に裏で麻薬取引とかを請け負っていた悪い連中でしょう？」

「……コンセプトカフェじゃないの？」


「コンセプトカフェ……？」シャロン様は首をかしげ、「それなら隣のお店だけど」と指を差します。今しがた開けられた大穴のほうへと。




「…………」



　ユーリィさんは、そして、一瞬の沈黙ちんもくののち。

「……マジ？」

　そのとき、ようやくユーリィさんは自らが入った店がそもそも間違いであったことに気付いたのでした。




　それからシャロン様とユーリィさんは、二人で悪の組織の構成員をまとめて捕らえて、依頼主であるこの街の住民から幾いくらかの謝礼しゃれいを貰もらって、再び旅に戻りました。

　シャロン様は後に、この日のことをこう振り返っています。

「まあこのボクにかかれば悪の組織なんてちょちょいのちょいだよ」

　ちなみにこんなことばかり言っているせいで彼女は旅先で割と高頻度こうひんどでこのような厄介ごとに巻き込まれているといいます。学習しない女。それがシャロン様でした。

　一方でユーリィさんは後に、この日のことをこう振り返りました。

「なんかおかしいと思ったのよね。だってこの店の連中、私のことを出禁にしなかったし」

　コーヒーを飲んでゲロまみれになること自体がそもそもおかしいということに気付く日は果たして来るのでしょうか。
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　そもそも何で裏稼業をやっている喫茶店と、裏稼業をやっている設定のコンセプトカフェが隣り合ってるんですか意味分かんないですよこんなの引っかけ問題じゃないですか。

　などとサヤさんは壁に大穴を開けたことをお店側から咎められ、そのように抗議しましたが、残念ながら聞き入れてもらえるはずもなく、そもそも「君さあ、……普通、分かるじゃん？　こんな怪しい店あるわけないよね？　演技に決まってるよね？　マジで何言ってんの？」とお店側からわりと本気で怒られました。

　結局、勝手に暴走したとみなされたサヤさんはその後、壁の修繕しゅうぜんをさせられ、ついでに皿洗い、やってけよ、とのお店からのお達しで厨房ちゅうぼうへと連行され、半強制的に肉体労働に従事じゅうじする羽目はめにもなりました。

　一体なぜ皿洗いなどやっているのか。そもそもそれでは本物の悪の巣窟は一体どこにあるのか。色々とわけが分からないままにサヤさんはお皿を洗いまくりました。

「大変ねー」


「…………」



　何よりもわけが分からなかったのは相席をしていたアムネシアさんもなぜか一緒に皿洗いをさせられていることでした。

「……あの、何してるんです？」

「んー？」にこにこと笑いながらアムネシアさんはサヤさんに答えます。「わたしも相席だったから、連帯責任で皿洗いくらいは手伝おうかなーって思って」


「…………」連帯責任と言われましても。「そもそもお店を壊したのはぼく一人の責任なんですから、別にお手伝いしなくてもいいんですよ？」



「でも、わたしもあの場で止めに入ろうとしてたわよ」アムネシアさんは淡々たんたんと語ります。「このお店がそういうコンセプトカフェだとは知っていたけれど、ああいう演劇をしていることは知らなかったし。あれ、ちょっとややこしいわよね。勘違いするのも無理ないわ」

「ですよね！　そーですよね！　まったくですよ！　このお店色々とややこしすぎるんですよ！　まったくもう！」

　頰を膨らませて露骨に不貞腐ふてくされながらサヤさんはひたすら皿を洗い続けました。


「…………」



　ほどなくして、サヤさんは隣で鼻歌交じりに皿を洗うアムネシアさんを見やります。

　きっと一人ですべての責任を負わされているサヤさんを不憫ふびんに思って、わざわざ手を貸してくれたのでしょう。

「……アムネシアさん」サヤさんは彼女から顔を背け、皿を洗いながら、言いました。「ありがとうございます」

「いいのいいの」横でにこにこと笑っている気配がありました。「多分、私を助けてくれた魔女さんも、同じ状況になったら、こうしていたことだろうし──」


「…………」



　アムネシアさんを助けてくれた魔女。「確か、灰色の髪の魔女、でしたっけ」

「そうそう。灰色の髪で、瑠璃るり色の瞳で、黒の三角帽子とローブを着込んでる子」

「ほう。ぼくの知り合いにそっくりですね」

「サヤさんの知り合いの魔女さん……。確か、サヤさんが愛してやまないっていう、あの」

「そうですね」

「多分サヤさんのことを愛してるっていう、あの」

「そうですね」


「…………」




「…………」



「同じ人だったらどうしよう。うふふ……」

「ほんとどうしましょうねぇ。うふふ……」

　そして妙な緊張感が厨房を支配しました。

　それから日が暮れるまで皿を洗い続けたのちに、サヤさんとアムネシアさんは「うふふ……」と怪しげな笑みを浮かべたままお別れをしたのでした。




　翌日。

　魔法統括協会、天秤の国トリオネス支部に呼び出されたサヤさんを待っていたのは、彼女の師匠たる夜闇の魔女シーラその人でした。

　彼女は煙管をくゆらせながら、昨日と同じく『悪の組織撲滅キャンペーン』のポスターの前でしたり顔を浮かべていました。

　ちなみに後から協会の役員に聞いたところ、ポスターのイメージキャラクターにシーラさんが選ばれた理由は、シーラさんがベテランの強力な魔女であることも理由の一つではありますが、主な理由は『※悪の組織は大体こんな奴が運営してます。ご注意を』という意味合いでのことだそうです。本人の耳に入ったら間違いなく殺されるから言わないでほしいと役員に強く口止めされました。

　遅れてやってきたサヤさんに気付くと、彼女は、「よう」と煙を吐き出します。

「どうもです」

「昨日行った悪の組織、どうだった？」

　どうだった、と言われましても。

「皿洗いしてきました」

「何言ってんのお前」
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　天秤てんびんの国トリオネス。

　レンガ造りの建物が通りに並び、均等に敷き詰められた石畳の上には、人々が往来おうらいしていました。郵便物の配達をする者。買い出しのために露店ろてんをうろつく主婦。職場に向かっている最中の大人。馬車を引いて荷物を運ぶ商人。平日の昼間の大通りは、おおよそそういった、毎日の繰くり返しの中に身を任せる人々の姿がありました。

　一方でそういったお仕事ないし義務に追われることなくただふらふらと歩いている人間の姿も、ありました。

　それはそれは美しい、魔法使いの格好かっこうをしている一人の少女でした。髪は灰色、瞳ひとみは瑠璃るり色、黒のローブと三角帽子ぼうしに身を包んだ彼女は、魔女であり旅人でした。

　日々の繰り返しの中にいる街の住民から少し浮いている彼女は、ただただぼんやりと、通りの建物たちを眺ながめながら、歩いていました。

　それはそれは見ようによってはただあてもなく彷徨さまよっているようにも見えましたし、何かを探しているようにも見えました。

「ふふふ……、ネコカフェ……ネコの……カフェ……」

　手には『ココのネコカフェ』と書かれたチラシが握られています。

　つまるところ具体的にはネコカフェ目当てに彷徨っている魔女の姿がそこにはあったわけですが、ところでそんな不審者ふしんしゃ一歩手前の行動に走っておられる魔女とは一体、誰か。

　そう、私です。

「ふふふふ……」

　再び不敵ふてきな笑みを浮かべる私でした。

　この前、期きせずして、偶然ぐうぜんにもネコを拒絶きょぜつする体質を解消してしまった私は、この日、少々浮かれていました。今後はネコに対してやたらと警戒せずに済みますし、今後はネコと戯たわむれることもできるのです。

　そして偶然にも、この国はやたらとコンセプトカフェに対して並々ならない情熱を注いでおられるようで、ネコカフェなるお店がオープンしていると聞きます。

　ネコカフェです。

　ネコの！　カフェです。

　それはつまりコーヒーを飲みながら、ネコと戯れることのできるお店ということでしょう？　行くべきでしょうか？　いえいえ考えるまでもありません。行くしかありません。

　というわけで、そんな経緯で、私はこのたび、ネコカフェへと向かっているのでした。

「……ここですね」

　ぴたりと足を止めます。見上げると『ココのネコカフェ』と書かれた看板が堂々どうどうと掲げられていました。

　私は躊躇ちゅうちょすることなく、警戒することもなく、扉に手をかけます。私の心はこの時点では少々高揚こうようしていました。きっと店内にはありとあらゆるネコがいるに違いありません。きっとコーヒーを飲んでゆっくりしている最中にお膝ひざにネコが乗っかったりしてしまうのでしょう。撫なでればごろごろと喉のどを鳴らして喜んでくれるかもしれません。

　何はともあれ楽しみで仕方ないのです。

　めくるめくネコとの素敵すてきな一日が、ここから幕を開け──。

「お帰りなさいませご主人様！　ようこそこちらはココのネコカフェだにゃん！」

　ネコミミを生はやしたメイドがそこには立っていました。


「…………」



　私は扉を閉めました。

　看板を見ました。『ココのネコカフェ』と書いてあります。なるほど。

　チラシを見ました。『ココのネコカフェ』と書いてあります。間違ってないですね。

　もしかして幻覚げんかくでしょうか？　夢でも見ているのでしょうか？

　私は再び扉を開きました。

「お帰りなさいませご主人様！　ようこそこちらはココのネコカフェだにゃん！」


「…………」



　あ、夢じゃ……ない……。

　目の前に立っておられるのは何度目をこすってもメイドさん。格好こそただのメイド服なものの、どうやらただの人間ではないようで、頭からはネコミミが生えており、尻尾しっぽも生えていました。見てくれはただネコミミと尻尾を生やしただけの一般人のようにも見えましたが、尻尾も耳もどうやらきちんと血が通っているようで、愉快ゆかいに揺ゆれていました。

　ああ、ネコカフェって、そういう……。

「あら！　いらっしゃい！　待ってたわよ！　あなた、新しいバイトさんよね？」

　私が呆然ぼうぜんあるいは絶望していると、店の奥からもう一人ネコミミメイドさんが現れました。

　そしてやたらと目を輝かせてもいました。「やだー！　かーわーいーいー！　あなたならナンバーワン間違いなしだわ！」言いながら彼女は私の腕をぐいぐいと引っ張ります。

　すらりと伸びた薄い茶色の髪。瞳は青。顔立ちは整っており、見るからにあからさまにそこそこ美人でしたがやはりネコミミでメイドでした。

「あの……？」

　突然の展開に戸惑とまどう私でしたが、彼女は「ああ自己紹介が遅れたわね、私、店長のココ！　よろしくね？」とのたまいながら私を店の奥へと連行しました。

「えっ？　あの、あの──」

　さて念願のネコとの初接触を果たした私でしたが、意外なことにネコという生き物はいささか強引で自己中心的であるようです。

　私の話を聞くことなく、ココさんは私を店の奥へと連行いたしました。




　連行されながら、しかしネコカフェとは一体何かと首をかしげていると、ココさんは私の心を読んだように、「私、半獣はんじゅうのネコ族なんだけれど、それでね、メイド喫茶きっさというものをやってみたかったのよ。で、お店、作っちゃった」となんだかとても軽いノリの顚末てんまつを明かされました。

「私と同じような半獣のネコ族を集めて商売しているのがこのお店なの。ネコ族は人間でもネコでもない中途半端な種族だからねー、どうしても、職種が狭せばまるものなのよ。だから同種族に働き口を提供したくてね」

　このネコカフェなる喫茶店は事業としてはわりと成功しておられるようで、店内には既すでに結構な数のお客さんがテーブルを埋め尽くしていました。

　各テーブルをうろついているメイド服の従業員はどなたも可愛かわいらしいフリフリのメイド服に身を包み、どなたも漏もれなくネコミミと尻尾が生えておられました。ついでに「おいしくなぁーれ♥」だとか「にゃんにゃん♥」とか「ご主人様ぁ。しばらく来てくれなくて寂さびしかったですぅ♥」などと私には到底理解できない言語でお店のお客さんに声を掛けていました。

「ココさん、あれは」

「うちの店ではああいう風に接客をするの」

「なるほどなるほど」よく分かんないです。

「当店では語尾ごびに『にゃん』をつけると結構人気出るわよ」

「なるほどなるほど」よく分かんないにゃん。

「ちなみにあそこの子が当店ナンバーワンの子よ。ミスティちゃんって言うの」

　ココさんが指差す先には砂色の髪を肩ほどまで伸ばしたネコミミメイドさんがおりました。丁度ちょうど接客中のようで、「ありがとにゃん♥」と言いながらお客さんに媚こびへつらったポーズをしてみせておりました。胃いがもたれそうでした。

　見るに堪たえない店内を素通りした私たちは、そのまま厨房ちゅうぼうを抜け、奥の事務室へと訪れます。

　……ところで見たところ厨房に調理器具が一切置いてなかったんですけど。この店どうやって料理出しているんです？

　この疑問にもやはり私が聞くより先にココさんがあっさりと語りました。「このお店の料理は全部加熱するだけでいいできあいのものなの」

　そしてできあいのオムレツを自信満々に事務室のテーブルに置くココさん。

「ちなみに料金は一つ金貨一枚ね」言いながら彼女はオムレツにケチャップで『新人ちゃん♥』と書きました。

「えっ。高っ」ぼったくりじゃないですか。

「当店では従業員がケチャップで文字を書くおかげで料金が跳ね上がっているのよ」

「ぼったくりじゃないですか」

「でも売れてるから……やめらんないのよね……」遠い眼をしながらも薄く笑うココさん。金に溺おぼれたダメ人間の姿がそこにはありました。

　オムレツをいただきながらこのお店のことを諸々もろもろと聞かされました。

　何でも、彼女が営むこのネコカフェなるお店は、媚びに媚びまくったネコミミメイドたちの接客により客足が伸びに伸びまくり、近頃人手不足で悩みに悩まされておられるようなのです。

　ゆえにまさしくネコの手も借りたい事態だということで。

「ということでアルバイトの募集をかけているの」

　とのこと。

　しかしこのお店はネコ族の女の子が働くことがそもそものコンセプトなのでは？

「このお店は皆ネコ族の女の子よ。だから、あなたも安心して頂戴ちょうだい？」ココさんはにっこりと笑いながら、言いました。「……あなたも外の世界で随分ずいぶんと窮屈きゅうくつな暮らしを強いられているようね……、魔法使いの格好なんてしちゃって……」


「…………」魔法使いの格好、というより魔法使いですが。魔女ですが。



「その三角帽子の下にはネコミミが隠されているのでしょう？　本当に私たちのような種族には世の中は窮屈よね。ネコ族である証あかしを隠して生きなければならないのだから」

「……いえ、あの──」いえ帽子の下は普通にただの頭とちょっと癖くせのある髪があるだけですけど。

「ああいいの！　何も言わないで！　私には、分かっているわ……」


「…………」いえ多分何も分かっておられないと思うのですけれど……。



「大丈夫……このお店で働けば、あなたはきっと幸せになれるわ……！」

　ぐい、と私の肩に手を置いて、にこりと微笑ほほえみかけるココさん。


「…………」ところで今気付いたんですけどこれ面接というより最早もはやただの勧誘かんゆうですよね。



　最早ココさんの中では私はこのお店で働くことになってしまっておられるのかもしれません。しかし私はもちろんここで働く気などありませんし、そもそもネコ族とやらでもありません。

「あの──」と。

　私はここで、ようやく、丁重ていちょうに彼女の勧誘をお断り申し上げようとしたのですが。

　しかし残念。

「すみません！　遅れました！」

　丁度そのとき、事務室の扉が豪快ごうかいに開かれ、私の言葉は遮さえぎられてしまいました。

　ここで思い出したことが一つ、ありました。

　ココさんは私を新しいアルバイトの子だと勘かん違ちがいして、このお店の奥まで連れ込んだのです。しかしそれは言い換えれば、本来、今日このお店にアルバイトの面接に来る子がいた、という事実に他なりません。

　そこには魔法使いの女の子が一人、おりました。

　髪は白色、腰こしのあたりまでさらりと伸びています。瞳は綺麗きれいな翡翠ひすい色で、歳の頃は恐らく私より一つか二つ下程度でしょう。着込んでいる服は白を基調としたローブに、マント。

　それはそれはどこかで見覚えのある顔でもありました。

　しかし見覚えのない特徴も備えておりました。頭の上にはネコミミがあり、尻尾も生えておられます。

　もしや他人たにんの空似そらにでしょうか？

　いえいえ、そんなはずはありません。

「アルバイトの面接に来たアヴィリアなのです！　今日はよろしくお願いしますにゃん！」

　このお店特有の妙みょうな語尾を付け足しながらも、彼女は聞き覚えしかないその名前を口にしたのですから。





○






　アヴィリアさん。

　かつて信仰しんこうの都みやこエストにて姉の帰りを待ち続けていたお姉さん想いの優しい妹さん。私の知っている彼女は、今はただの旅人として、姉のアムネシアさんと共に新しい故郷こきょうを探す旅をしているはずで、私が知る限りネコ族などではありません。

　ネコミミも尻尾も本来は生えていないはずなのですけれど。

「あの、何してるんですか、アヴィリアさん」

　しかし私の前の彼女にはネコ族の特徴たるネコミミと尻尾があります。おやおやおかしいですね？　これは一体どういうことで？


「………………………………………………………………」



　彼女は私の顔を見つめてしばし黙り。そして、

「……ひとちがいなのです」と言いながら、頰ほおを染めつつ顔を背けるに至いたりました。

　人違いて。

「いやあなたアヴィリアさんですよね」

「違うのです」

「今そう自己紹介したじゃないですか」

「わたしはあなたの知っているアヴィリアじゃないのです。ネコ族でこのお店にアルバイトに来た新人のアヴィリアなのです。決して魔法使いのアヴィリアではないのです」

「語尾忘れてますよ」

「わたしはネコ族なのですにゃん」


「…………」



　なんだかよく分かりませんがどういうわけか彼女はネコ族にならなければならない事情を抱えておられるようで。

　何ですか？　アムネシアさんを人質ひとじちにとられてネコ族にならないと命はないとでも言われているんですか？

「あらあらあら？　おかしいわね……？　新しいアルバイトの子なら既にここにいるわよ？」しかし悲しいかな、突然事務室に現れたアヴィリアさんをココさんはどうやら不審者と断定なさったようでした。「あなたどなた？」

「新しいアルバイトのアヴィリアなのですにゃん」断言しておられました。「ネコ族でここに働きに来たアヴィリアなのですにゃん」ネコ族であることに関しては念押しすらしていました。

　ココさんはそんな彼女に「えー？」と眉根まゆねを寄せて、首をかしげ、紙切れを出して私と見比べ始めました。恐らく履歴書りれきしょか何かでしょう。

「でも、新しいアルバイトの子ならここにいるわよ？」

　目を凝こらしながら紙切れを見つめるココさん。「髪も白いし、魔法使いだし……」

　まあ確かにその特徴だけならば私のように見えなくもないですけれど。

「それは人違いですにゃん」

　そそくさと私の真横に寄ってくるアヴィリアさん。「よく見てください店長さん。この人の髪は白じゃないです。ほら、汚れているでしょう？」そして突如とつじょとして私の髪をなでなでするアヴィリアさん。

「あなたぶん殴られたいんですか」ぺちんと彼女の手を叩たたき落としておきました。


「…………」



　お互いの物理的な距離が縮まったところで、ようやくアヴィリアさんは私とまともに取り合う気になったようで、叩き落された手をさすりながら彼女は私の顔に近づき、未だ「あれー？」と首をかしげているココさんに聞こえないくらいの声量せいりょうで、

「……どうしてあなたがここにいるのですか」

　と詰め寄ってきました。それ私の台詞せりふなんですけど。

「あなたこそどうしたんですか？　この国で定住なさるおつもりなんですか？　仕事はもうちょっとしっかり選んだほうがいいですよ」


「…………」至近距離でじとりと睨にらまれました。「……わたしはちょっとお金が入り用だったから働きに来ただけなのです。定住するつもりはないのです」



「なるほど。でもやっぱり仕事はもうちょっとしっかり選んだほうがいいですよ」

「違うのです。ここで働きたくて面接に来たわけではないのです。勘違いしないでください。わたしにこんな趣味はないのです」

「そうですか。でもお似合いですよ」

「ばかにしてるのですか」

　ふい、と顔を背けながらも「お姉ちゃんに言われたほうが嬉うれしいのです」と彼女は答えます。

　満更まんざらでもないじゃないですか。

　私がアヴィリアさんに呆あきれかえっていると、ココさんがようやく履歴書から顔を上げて、

「あ、そういえば、あなたのお名前、まだ聞いていなかったわね。お名前は？」と一言。

「イレイナです」

「あらぁ……」露骨ろこつに肩を落とすココさん。「確かに違う名前だわ……あらやだ。私ったら全然関係ない子を連れてきちゃったのね……」

　誤解がとけてなにより。

「そう。つまりわたしが本物の新しいアルバイトのアヴィリアなのです」

　むふー、と偉そうに胸を張るアヴィリアさん。どうやら完全に開き直ってしまわれたご様子。


　…………。



　やっぱり満更でもないじゃないですか。
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　ひとまずココさんが勘違いをしておられたお詫わびとして、「お店で何か食べてって！」とのお達しをいただき、ようやく私は事務室での拘束から解かれるに至りました。

　店内のテーブル席に移動した私は『新人ちゃん♥』と書かれたできあいのオムレツをもぐもぐ。私が拘束から解かれたということはつまるところアヴィリアさんがアルバイトの面接を開始することになった、ということなのですが、しかしこのお店の人手不足はもはや手がつけられないくらいの状況にあるらしく、アヴィリアさんは面接とは名ばかりの顔合わせを済ませたあとに、「どうです？　即採用だったのです」むふー、と再び偉そうに胸を張りながら、メイド姿で事務室からご登場。

　そしてなぜか私のテーブルまでやってきました。

「お仕事なさったらどうです？」じとりと見上げる私。

「してるのです。このお店では各テーブルに一人メイドさんがつくことになってるのです」

　なるほど、ということは私の相手はアヴィリアさんということですか。

　ほうほう。なるほどなるほど。

「チェンジで」

「ひどいのです」

「知り合いのネコミミメイド姿なんて見たくないですよ……」というか、そもそも。「あなたどうしてこんなお店で働くことになったんですか？」

　先ほどは聞きそびれましたけれども。ネコ族に扮ふんしている時点でまっとうに働こうとしてここにいるわけではないことは明白です。裏がなければそのような格好しないでしょう？

「それはこれが理由なのです」

　言いながらアヴィリアさんは懐ふところから一枚の紙切れを出し、私に差し出してきました。

　私はオムレツを崩していたスプーンを置いて、その手から受け取ります。

『悪の組織撲滅ぼくめつキャンペーン実施中！』

　などと書かれたパンフレットでした。

　どうやら近頃、読んで字の如ごとく悪の組織を撲滅させるために魔法統括とうかつ協会では賞金をぶら下げて悪の組織をせん滅するため世界各国で暗躍あんやくをしているそうです。パンフレットに書いてありました。ついでにこれと同じポスターが世界各国に張られているとも。とりあえず一度暗躍という言葉を辞書で調べてから出直していただきたいなと思った次第です。

　そもそもどうして夜闇よやみの魔女のシーラさんが悪の組織撲滅キャンペーンのイメージキャラクター面づらしてパンフレットの表紙を飾っているのかがまったく理解できませんでした。

「このキャンペーン、一般の魔法使いからも募集をかけているのです。要するに悪の組織の人間を捕まえて魔法統括協会に差し出せばお金が貰もらえるのです。つまり旅の資金ゲットなのです」

　眉根を寄せる私にアヴィリアさんは語りました。

　しかしこのパンフレットに吸い寄せられてこのお店に来たというのならば、それならば尚更なおさら不思議でしかたありません。

「……つまりこのお店が悪の組織だと？」

　見たところこのお店はちょっと男に媚びへつらっているだけのただのメイドカフェのようにしか見えないのですけれど。

　首をかしげる私にアヴィリアさんは、

「このお店自体は悪の組織じゃないのです」と首を振りました。「このお店を利用している客たちが、危あぶないクスリを持ち込んで、ネコ族の女の子たちを篭絡ろうらくしようとしているとの噂うわさがあるのです」

「ほう？」

「マタタビという名前のちょっと危ないクスリなのです。どこから出回っているのかは分からないのですけれど……ともかく街中で噂されてるのです。……にゃん」

「なるほど、それで出所でどころを探るために潜入したと」

「ですにゃん」

「そしてあわよくば魔法統括協会に媚びを売ろうと」

「にゃんにゃん」

「ちなみのそのおクスリはどのようなものなんです？」

「にゃんにゃんにゃん」

「なるほどなるほど」ご存じないんですね。よく分かりました。

「まあ多分名前からして惚ほれ薬みたいなモノだと思うのです。マタタビですし」

「随分とアバウトな動機でこのお店に潜入なさったんですね……」

　呆れる私でしたが、しかしアヴィリアさんは何故なぜだか少し誇らしげでした。

「まあ見ているのですイレイナさん。わたしがこのお店に通う客共が使っているマタタビの出所を摑つかんでみせるのです」

　むふー、と再び胸を張るアヴィリアさん。

　別段私は彼女のように魔法統括協会に媚びを売りたいとは思っていませんので、とりあえず程度に彼女に「まあ頑張がんばってくださいね」と手をひらひらと振るのみでした。




　その後彼女の仕事ぶりがどうであったのかは、直接目にしなくとも音声だけでなんとなく分かるというものでした。

「ああーっ！　お客様の顔にパフェが！　ごめんなさいなのです！　あっ。違う！　ごめんなさいなのですにゃん！」お店のどこかで悲鳴が上がりました。聞き覚えのある声だったので私は目を逸らしつつオムレツを食します。

　それからほどなくして。

「先ほどは申し訳ありませんなのです！　これ、お詫びの品のミートパイで──ああああ！　ごめんなさいなのです！　お客様の顔がミートパイまみれに！」またお店のどこかで悲鳴が上がりました。もうオムレツは食べ終わってしまっていましたので、私はパンフレットを眼前に広げることで現実から目を背けました。


「…………」



　パンフレット曰いわく、なるほど確かにアヴィリアさんが仰おっしゃっていた通り、このキャンペーンは一般の魔法使いからの募集も受けているようで。

　ついでに言えば、悪の組織を壊滅させるとそこそこお金が貰えるようで。

「お待たせしました！　当店自慢のオムレツ──ああー！　ごめんなさい！　オムレツの顔にお客様が！」逆です逆。

　彼女の仕事ぶりを聞き流しながら私はパンフレットを眺め続けました。

　ページを幾らかめくったところで、私の手は、止まります。

『悪の組織を壊滅させただけでなく、麻薬まやくなどの危ないクスリを没収した場合、その数に応じて報酬ほうしゅうが上がります』と、そのように記されていたのです。

　おやおや？


「…………」



　これはつまるところ、もしかすると、お金ががっぽり儲もうかるチャンスなのでは？　マタタビを麻薬という風にでっちあげてしまえば、結構おいしいことになるのでは。


　…………。



　できあいのオムレツなんて食べてる場合ではないですね……！

「うううううう……わたしにこんな仕事務まらないのです……もうやってらんねーのです……。あ間違えた。ですにゃん」

　絶え間なく失態を繰り返した結果、その辺にあった箱の中に引きこもってしまったアヴィリアさん。中から嗚咽おえつと、ついでに尻尾がはみ出ていました。頭隠して尻尾隠さず。

　私は彼女に歩み寄り、箱を持ち上げます。

「あっ！」ネコを拒絶する体質の私よりも涙目のアヴィリアさんがそこにはおりました。「ちょっとなにするのですか！　わたしは今引きこもっているのです！」

　仕事中にすることではないと思うのですけれど……。

　いえ、それはさておき。

　私は彼女の箱をポイとその辺に放り、アヴィリアさんの肩に触れました。

　そして、にっこり笑い、一言。

「アヴィリアさん、あなたのネコミミと尻尾、予備ありますか？」

　そこにはお金儲けに釣られた薄汚い心の持ち主がおりました。
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　はした金では動かないつもりでしたが、金額が金額なだけに私は俄然がぜん乗り気になりました。

　つまるところこのお店で出回っているとされるマタタビとやらを集めてしまえばお金持ちまっしぐらということでしょう？　こんな美味おいしい話があってよいのでしょうか？

「……イレイナさんにまでこのお店のアルバイトをされてしまってはわたしの取り分が少なくなるのです。尻尾とネコミミの予備はありますができれば貸したくないのです」

　アヴィリアさんは私の申し出にやや難色を示されましたが、頰を膨ふくらませながらそっぽを向かれてしまいましたが、しかし、

「あなたがろくに働いていないことを店長さんに告げ口してもいいんですよ」

「すぐ用意するのです」

　まさしく言葉の通りすぐに用意してもらえました。お店の中で誰にもばれないようにこっそりとネコミミとしっぽを装備した私は、ココさんに「いやぁ、とても素敵なお店ですね！　是非ぜひとも私も働きたいなーと思うんですけどー」とすり寄りました。恐らく私がネコであったのならばごろごろと喉を鳴らしているくらいには。

「あらまあ！　本当？　嬉しいわ！　ここ最近やけにお客さんが増えてきていてね、ネコ族だったら誰でも歓迎だわー」

　ココさんは幸いにも人手不足──もといネコの手も借りたいほどの忙しさゆえに、私の飛び入り参加も快こころよく許してくれました。許してくれはしましたが、

「……でも、あなた耳の色が少し違うのね？」とココさんに早くも突っ込まれた私でした。しかしもちろんこの対策もしています。

「実はこの耳がコンプレックスで……だから帽子を……」

　などと寂しげに語る私。もちろん噓うそですしそもそも耳は外付けです。

「まあ……そうだったの……」

　どうやら触れてはならないものと解釈してくれたようです。ココさんはそれ以来、私のネコミミと尻尾に関して触れることはなくなりました。

　それからはココさんは業務内容を一通り私に口頭で教えてくれましたが、まあ習うより慣れろということなのでしょう。「お客様を喜ばせるような態度で媚び売ってお金を巻き上げるのがうちの仕事よ」などとざっくりとした説明にて業務説明は終わりました。

「分からないことがあったら先輩であるわたしに聞くとよいのです」

　そしてなぜか偉そうに胸を張るアヴィリアさん。

「あ、それは大丈夫です」

　そして私はきっぱりとお断りしたのちに、長い髪を後ろ一つに括くくってから、メイド服に袖そでを通したのでした。




　さて、それではここで待望の新人さんの仕事ぶりが如何いかがなものなのかを見てみましょう。

「またお皿割ってしまったのです……もうだめなのです……あ、ちがう。だめなのですにゃん」

　いえ、箱に引きこもっているほうではなく。

　待望の新人とはつまるところ灰色の髪、そして瑠璃色の瞳。そして旅人でありながら魔女でありながらメイド服をこれ以上ないくらいに着こなした美しい少女のことです。

「へへへ……。可愛いね。今日入ったばかりの新人ちゃんって、君のことだよね？」

　そしてその美しい少女が今、鼻の下をやたらと伸ばした男性客の前に、立っておりました。

　ところでそれは誰か。

　そう、

「私です」

　店内は絶賛大盛況だいせいきょうということもあり、新人の私にもお客さんからのご指名が来ました。

「お帰りなさいませご主人様」棒ぼう読よみで首こうべを垂たれる私でした。「ご注文はいかがなさいますか」

「そうだねぇ……とりあえずオムレツをいただこうか」

「はいどうも」

　すたすたと厨房に入る私。できあいのオムレツを加熱する私。客席に戻る私。

「どうぞ。手作りオムレツです」びたーん！　とテーブルに手作りオムレツ（できあい）を叩きつける私。

　お客さんはそして喜びました。

「さ、君。それじゃあこのオムレツに魔法をかけてくれるかな」

「は？」仰っている意味がよく分かりませんね？

「いや、だから……、ハートで囲った文字を描きながら魔法のおまじないをだね……」

「どんな風に書けばいいんですか？　すみません私新人なのでよく分からないんでちょっと描いてもらえます？」

　ぺちーん！　とテーブルにケチャップを叩きつける私。

「し、仕方ないなぁ……それじゃあ、ご主人様の動きをよく見ているんだよ？」私の不遜としか言いようのない態度になぜだか高揚しておられる自称ご主人様は、それから「おいしくなぁーれ♥」と言いながらオムレツにハートで文字を描いていきました。

　なるほどなるほど。そうやってやればいいんですねー。ふむふむと頷うなずく私に、お客さんは、「さ、やってごらん」とオムレツを返してきましたが、しかし、

「あ、これもう描くスペースないですね」


「…………」



「次回からお願いしまーす」




　真面目に働く気は当然あるのですが、しかしそれ以上に私は他人に媚びへつらうことが苦手でしたので、これはもう仕方がないと開き直って接客態度は往々おうおうにして最底辺のものになりました。

　どう言いつくろっても擁護ようごのしようのない最低の仕事ぶりを私は発揮したわけですが、しかしお客さんの大半はどうにもこれを「ツンデレだ！」などと分けのわからない単語で言い表して、結果的に私の職務態度は不問となりました。

　まあ箱に引きこもって「ううう……やってらんねーです……にゃん」などと呟つぶやくよりはまだマシということなのでしょうか。

　お店の盛況ぶりは留まるところを知らず、結局私はそれからも何度かテーブルにお呼ばれしました。しかしこのような媚びたお店ですから、大概たいがいが変わった趣味趣向の持ち主で、

「僕が食べている様子を見ていてほしいんだ」

　たとえばこんなご要望もありました。

「あー。見てればいいんですね。分かりました」お客さんの向かい側に座る私。

「……！」まさか座るとは思っていなかったようで驚くお客さん。

「ところでコーヒーとか頼んでいいですか？」図に乗る私。

「……！」図々しいにもほどがある申し出に驚きながらももぐもぐとオムレツを食すお客さん。

「美味しいですか？」コーヒーを飲みながらどこか遠くを眺める私。

「ああ……美味しいよ……、君の愛情が籠こもっている……」

「それできあいですよ」

「……！」悲痛な現実に打ちのめされるお客さん。

　それからも私は、

「美味しくなるおまじないかけて？」とのたまう客に対して、

「え？　おまじない掛けないと食べられないんですか？」と答え、

「食べさせてほしいなぁ……」と遠まわしの要求をしてくる客に対しては、

「頭だけならいざ知らず両手までまともに働かないんですか？　大変ですね」と吐はき捨て、

「君の好きなものは何だい？　よかったら一緒に食べよう」と提案してきた方には、

「私はお金が好きです」


「…………」



「お金が好きです」

　などと正直にお答えしてみせたり。

　だいたい往々にしてこのお店のやり方とは程遠いサービスを提供していました。私が常にそのように暴走気味の接客をしているせいか、お客さんの中には、

「あの、店長。あの子全然デレないんだけど。ツンデレなのにデレがないんだけど。これダメでしょ。クビでしょ」

　などとお会計の際にこっそりクレームを入れる人の姿も見受けられました。しかしもちろんこの対策もしています。

　何の考えもなしにあのような態度をとる私ではありません。

「ひどい。どうしてそんなこと言うんですか？」お客さんの前に即座に現れ涙目を浮かべる私。

「デレた！」満更でもなさそうなお客さん。

　ちなみに私の涙は目薬です。

　結果として私はお店の中での立場をそれから日を跨またぐごとに繰り上げしていきました。

「凄すごいのですイレイナさん。あっという間にランキング二位にまでなってるのです」

　指名率の高さでこのお店はランキングをつけているらしく、その表によると私は万年一位のミスティさんに次ぐ二位となっていました。

　このお店はどうやら指名が多ければ多いほど収入が増えるようで、つまるところ私はそこそこの金額を稼げる状況にあるようでした。

　ぼけー、とランキングを眺めながらアヴィリアさんは「わたしでは追い付けそうにないのです」と凹へこんでおられました。

　しかし新参者が目覚ましい活躍をしてしまうとどうしても悪目立ちもするもので、ランキングを眺める私とアヴィリアさんの後ろで、「……ちっ。新入りのくせに」とどなたかが呟いたのが聞こえました。

　振り返ってみれば、ランキング一位のミスティさんの姿が見えましたが、しかし彼女は既にお客さんの接客に戻っており、「にゃんにゃん♥」と絶賛媚びへつらい中でした。

　なるほど裏表が激しいお方のようで。

　ところで。

「アヴィリアさんのお名前がランキングにはありませんけど？」

「わたしはランキング圏外けんがいなのです」

　なるほど。

「まともに働いてくださいよ」

「イレイナさんにだけは言われたくないのです」
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　私もアヴィリアさんもマタタビが目的で働いているのですが、しかし肝心かんじんのマタタビは幾ら探しても探してもまるで見つかりはしませんでした。

　幸か不幸か私はこのお店で二番目の人気とのことでしたから、まあ軽く働けばお客さんが、「マタタビを使えばデレるかもしれない」などとよく分からない判断をして勝手にマタタビを使ってくれるだろうと思っていたのですけれど。

　しかし見たところ店内にはマタタビを持っているようなお客さんもいなければ、マタタビにあてられて頭がフットーしそうになっているネコ族の姿も見受けられません。

　もはや本当にマタタビが出回っているのか疑わしくなってきたくらいですらあります。それでもアヴィリアさんが摑んだ情報をもとにとりあえず程度に働きながら私はマタタビを探し続けました。

「ちょっと、新人」

　この店一番の人気とされているミスティさんが突然私に声を掛けてきたのは、ちょうどこの店に来てから三日が経たった頃のことでした。

　砂色の綺麗な髪をなびかせながら、彼女は「ふん」とつまらなそうに鼻を鳴らします。

「あなた、最近調子に乗っているんじゃないの？」


「…………」最近と言われてもそもそも働き始めてまだ三日なのですけど。



「あー！　何その目。何？　何が言いたいのかしら。働き始めたばかりでランキング二位になったからって調子に乗っているんでしょう！　そうなんでしょう？」

「いえ別にそんなことはありませんけど……」ランキングとか別にどうでもいいですし……。

「ランキングとか別にどうでもいいですし……みたいな顔をしているわね！　生意気だわ！」


「…………」



「たかだか二位になったくらいで図に乗らないでくださる？」ぷんすかとお怒りのミスティさんでした。「いいこと？　わたくしが君臨くんりんしている一位とあなたの二位では天と地ほどの差があるの。あなたは二位をとったことでわたくしへあと一歩のところまで迫ったつもりでいるのでしょうけれど、現実はそうではないわ！　一位であるわたくしが一輪の花ならば、あなたを含めた二位以降はその脇わきに生えてる雑草ざっそうと同じよ！」


「…………」酷ひどい言われようですね。「ちなみにランキング圏外は」



「ん？　雑草に群がる害虫」

「なるほど」アヴィリアさんにあとで教えて差し上げましょう。

「まあともかく、あなたたちとわたくしでは立っている次元が違うということよ。わたくしにとってあなたなんて相手にすらならない。そう、まさにただの雑草ね！」


「…………」相手にすらならないのならそこまで言わなくてもよくありません？



「ところで新人さん。どうしてわたくしがこんなにも美しいのか……分かるかしら？」

　ふぁさー、と砂色の髪をなびかせるミスティさん。

　私は首を振りました。考えるのがかったるかったのです。

　すると彼女は「そう！　分からないのね！　頭があまりよくないのねぇ！」と嬉しそうに頷いてから、

「わたくしはネコ族の中でも純粋じゅんすいで美しい血統けっとうなの！　つまりわたくしにはあなたのような雑種にはない特別な才能が備わっているということよ！」

「……あ、はあ」なぜだか唐突とうとつに人種差別さべつならぬ血統差別を始めたミスティさんに戸惑いと呆れを隠せない私でした。たぶん耳と尻尾だけ白い毛ゆえに雑種などと思われているのでしょうけれど。

「特別な血統……そして特別な美貌びぼう……、わたくしが一位になることはまさに運命！　あなたなんかでは相手にならないの！　分かる？」

「……まあ仰りたいことはよく分かりました」

　あれこれと延々えんえんと語られましたが、要するに私が早々そうそうに二位になったことが気に食わないということなのでしょう。

　まあ、今後はあまり目立とうとせずに慎つつましくお仕事をすることにしましょう。

　別にマタタビの出所さえつかめればそれでいいわけですし、無理に目立って敵を増やしてしまうのも後々面倒ですし。

　それからミスティさんは「分かればいいのよ！」と言いながら髪をふぁさ、となびかせて、お仕事に戻っていきました。

　直後に「ご主人様ぁー♥。お待たせしましたなのですぅー♥」などと胃がもたれそうな声を平然と出してしまえる彼女はなるほど確かに血統云々うんぬんはさて置いたとしてもこのお仕事に対する才能があるのは確かなようです。

「今何を言われてたのです？」ぼうっとミスティさんを眺めている私のもとにアヴィリアさんがひょいと箱を抱えながら現れました。

「なんだかよく分からないですけど色々と罵倒ばとうされました」

「ほうほう。具体的には何と？」

「私は雑草だそうです」

「意味が分からないのです」

「ちなみにアヴィリアさんは雑草に群がる害虫だそうですよ」

「なるほどあの女がわたしたちの敵であることだけははっきりしたのです」むすー、と頰を膨らませながら箱を抱きしめるアヴィリアさん。


「…………」



　私はそんな彼女をよそに、未だミスティさんのほうを見つめていました。

　決して彼女を敵視しているから睨みつけているわけではありません。まして彼女のことが気になるわけでもありません。

　私が見ているのは、彼女が接客中のお客さんです。

「へへ……ミスティちゃん本当にかわいいなぁ……」

　事あるごとにそのように呟く冴さえない男性。そんな彼にミスティさんは「やだぁー♥。恥ずかしいですぅ～」などと媚びへつらっているものですが。

　彼女が料理を取りに厨房まで戻っているわずかの間に、男はポケットの中にあった財布さいふから粉を出し、自らの服にこすりつけていたのです。

　香水こうすいの類たぐいには到底見えませんでした。粉ですし。

　もっと別の何かでしょう。

「……？　あら？　なんだかとってもいい匂においがする……」

　おまけに厨房から戻ってきたミスティさんはより一層艶つやっぽい声を漏らしている始末でした。

　まるでマタタビに酔よう猫のように。
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「というわけでその客から回収したマタタビがこちらです」

　その日の仕事が終わったあとで、私はアヴィリアさんを宿屋まで呼び出して、袋に入った粉をテーブルに置きました。

　私の向かい側に座る彼女は、突然呼び出されたことにも、部屋に呼ばれたことにも驚いておられましたが、それ以上に、

「これは……」目を丸くしながら、「……いったいいつの間に回収したのですか」などととてもとても訝いぶかしみながら粉を見つめておりました。

「お会計のときにお話をしまして、そのときに譲っていただきました」

「何と言って譲っていただいたのです？」

「普通に譲ってもらいましたよ」

「……こんな危なっかしい粉、普通に渡すはずがないと思うのですけれど……」

　まあそれはそれということで。

　経緯に関してはとりあえず置いておいて、

「しかしこの粉、一体どうやって作られたんでしょうね？　ネコ族だけを夢中にさせるような粉なんて、そうそう簡単に見つけられるようなものだとも思えないのですけれど」

　粉を持ち上げ、私は首をかしげます。「どこで誰が何の目的でこれをばら撒まいているんでしょう？」

「……誰がばら撒いているかは分かりませんけれども、買っている客たちの目的は分かります」

　ほう？

「どういうことですか？」意味深長ですね。

「わたし、箱の中に引きこもりながら、お店の中を色々と観察していたのです」彼女は私の手にある粉に触れながら、言いました。「この粉を使っている客は全員、ミスティさんの顧客なのです」


「…………」



「わたしもこの粉はあのお店で働いているときに何度か見かけたのですけれど、ミスティさんのお客さん以外でこの粉を使っていた人はいなかったのです」

　私が普通に働きつつランキングの順位を繰り上げている間に彼女は圏外から店を俯瞰ふかんしておられたようで。

　彼女は言いました。

「変な粉でしたし、お客さんたちの様子も変だったのでよく覚えているのです。どのお客さんも、ミスティさんが目を離した隙すきを狙って粉を服や身体に振りかけていたのです」

「……なるほど」

　それはまさに私が今日見かけた光景と合致します。

　何もしていないように見えて、ただ箱に引きこもっているだけに見えて、彼女は彼女で自分の仕事をまっとうしていたのでしょう。

「つまり考えられることは一つなのです」

　アヴィリアさんは、そして、「多分、この薬をばら撒いているのは、ミスティさんに恨みがある人ということなのです。きっと嫌がらせ目的でミスティさんの心を惑わす薬を売りさばいているのです」と推理を一つ。

　要約するとそれはつまり、

「……色々な客に惚ほれさせて、彼女をランキングから蹴落とそうとしている、ということですか」

　ということになりますけれど。

「そういうことなのです」

　アヴィリアさんは自信満々で頷いていました。

　万年一位のミスティさんをランキングから落とすためには彼女を店から去らせることが最も手っ取り早いはずです。そのために彼女の客たちに「これを使えばミスティさんはあなたに惚れますよ」と口添くちぞえして粉を渡す。受け取った粉でミスティさんは客に惚れる。客が多ければ多いほどミスティさんは業務時間内に粉に夢中になる時間が増える。夢中になる時間が増えれば増えるほど彼女の身体は壊れていく。いずれ中毒症状が出るかもしれません。客同士で彼女をめぐって揉もめて固定客が離れていくかもしれません。どのみち粉に溺れ続ければ彼女は店を辞めることになる。

　考え方としては間違っていないようにも思えます。

　しかし、

「……そうでしょうか？」

　私はその憶測に首をかしげざるを得ませんでした。

「そうに決まっているのです！」アヴィリアさんは意気揚々ようようと立ち上がりました。「ということなのでイレイナさん、明日からは仕事と一緒に、この粉の出所を探るのです！　あの女はいけ好かない女ですけれど、自分の欲望のために卑劣ひれつな手を使う女はもっと許せないのです！」

　彼女の推理によれば犯人は店の内部のネコ族さん。そしておそらく三位以降のどなたか、ということになるはずです。


「…………」



　しかし私はどうしても頷けませんでした。

　彼女の推理には穴がないように思えますし、この粉の効果がまさに本物で、ミスティさんが男たちあるいはランキング下位のネコ族たちによって破滅に追いやられているというのならばすぐにでも止めなければなりません。

　けれど。

「その推理が合っているかどうかを確かめる前に、もう一つ確かめたいことがあるんですけど、いいですか？」
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　その翌日もミスティさんはいつも通り順位一位らしく堂々とした様子かつ媚び媚びとした振る舞いでお客さんの相手をしておられました。

「お客様ぁ～。寂しかったですぅ～♥」

　いつも通りの彼女がそこにはおりました。

「……あ、うん」

　しかしお客さんの様子はというと少々妙で、いつもの彼女のお客さんらしさはそこにはなく、全身からやりづらさが漏れ出していました。体ていよく言うなればよそよそしいのです。

「さ、お客様、わたくし特製のオムレツ、召めし上がれ♥」

　いつもミスティさんはスプーンをとり、お客さんの口に直接オムレツを運んであげるなどという私には一生かけてもできない芸当をあっさりやってのけるようで、今日も彼女はその実力を遺憾いかんなく発揮していました。

　しかし。

「いや……いいや。今日は自分で食べる」

　よそよそしいお客さんは彼女を拒否。一体何があったというのでしょう？

「お客様……どうしてそんなに冷たいのですかぁ？　わたくし悲しい……」やたらと凹むミスティさん。耳と尻尾がしゅんと力なく垂れておりました。

「いや、何でって言うか……」しかしお客さんはそんな彼女に無慈悲むじひに顔を背そむけました。「……恥ずかしいし」

　まあ何と乙女おとめのようなことを仰るのでしょう？

　昨日まで人目をはばからずにミスティさんといちゃついていたというのに、一体何が原因でまっとうな羞恥心しゅうちしんが芽生えたというのでしょうか？

　実に至極まっとうな言葉を語るようになったお客さんは、そして、

「……あの、三人で接客されると気まずいんだけど……」と。


「…………」「…………」



　ミスティさんの両脇にいた私たちに向けて、言いました。

　あらあら。と私たちはそれぞれ顔を見合わせます。

「いえいえ私たちのことはどうかお気になさらず」悪魔のような私の笑みと、「いつものようにどうぞ二人でちゅっちゅしてくださいなのです」天使のようなアヴィリアさんの笑みでした。


「…………」



　このあたりでようやくミスティさんも私たちに視線を傾けました。接客中はお客さん以外を見ないことが彼女のポリシーなのか、私たちをしばらくいない者として無視していましたが、どうやら限界だったようです。

「ちょっと待っててくださいねぇー」

　彼女はお客さんにそのように頭を下げながら、私たちのメイド服を摑んで店の奥へと引っ張ります。その様子はまさしく親猫に首を摑まれて運ばれる子猫の如し。

　そして奥の事務室に私たちを連れ込み、ミスティさんは、

「どういうつもり？」

　と私たちを睨みます。

　どういうつもりと言われましても。

「私たちはあなたの仕事ぶりを見て勉強しているだけですよ」「なのです」

「邪魔なんだけど」

「私たちのことはお気になさらず。バーターだと思ってください」「なのです」

「……ふーん」そこで彼女は何か思い至ったようです。「もしかして、昨日わたくしが言ったこと、気にしているのかしら？　わたくしへの当てつけのつもり？　わたくしの邪魔をして、ランキングから蹴落とそうとしているのね？」

　いえいえまさか。

「そんなわけないじゃないですか。ねー？」「ねー？」


「…………」



　ひたすらにふざけている私たちを、彼女は睨みました。「これ以上邪魔をするようなら、わたくしも怒りますわよ」

　もうとっくに怒っておられるのでは。

　とは思いはしましたが言いませんでした。

　ただ私たちは顔を見合わせて、「まあまあそう怒らずに」「なのですなのです」などとのたまい、彼女にすり寄り、怒り心頭しんとうの彼女を更に煽あおり立てるのでした。

　ところでさっきからアヴィリアさんまともな言葉喋しゃべってませんね。

「ちょっと！」もー！　とミスティさんは、引っ付く私たちを心底迷惑そうに顔をゆがめました。「ふざけるのもいい加減にして！　何が目的なのかしら！」あらまあ綺麗な顔が台無しです。

「目的ですか？　ふふふ……知りたいですか？」ずい、と彼女の腕にしがみつく私。「なのです」そしてアヴィリアさん。ところであなたはなのです以外にまともに喋れる言葉ないんですか。

「くっ……この……！　離れなさい！」

　私たちを引きはがそうとミスティさんはずい、と私たちの頭を押さえます。

　しかし私たちは止まりません。

　ぐいぐいと彼女との距離を詰め、ずいずいと彼女にひっつきました。

「ところで私たちと一緒にいて、何か感じるものはありませんか？」「なのです」

「……！」ミスティさんの顔から血の気が引きました。「あなたたち、まさかそういう趣味が──」

「いえそれはないです」「でもイレイナさんノリノリなのです」「あなたぶん殴られたいんですか」

　なのです以外でもまともな言葉喋れないじゃないですか。どうなってるんですか。

　そもそも私たちが彼女にくっついている理由に関しては、彼女のお仕事の邪魔をする目的があってのことでもなければ、私たちがそういう趣味に走ったからでもありません。

　すべてはわけあってのことです。

　ここまで彼女と接触したところで、証拠も必要十分とれたことですし、そろそろネタばらしといきましょう。

「すみませんミスティさん。ちょっと試したいことがあったので、あなたにくっついていました」

「……試していた？」睨まれました。「わたくし以下の二人組が、わたくしを試していた、ですって？　傲慢ごうまんだわ。一体何様のつもりなのかしら」

「ああすみません。齟齬そごがありましたね──私たちが試していたのは、あなたではありませんよ」

「はあ？　何を言って──」

「これ、何だか分かりますか？」

　彼女の言葉を遮り、私はポケットから袋を取り出しました。

　昨日、客から回収したマタタビがそこにはありますが、使用済みでした。ほとんど使われていました。もう中にはほとんど残ってはおりません。

「これはマタタビです。どうやらネコ族から平常心を奪う粉のようでして、これを使うとネコ族の子たちはこぞって酔いどれのようになってしまうそうですよ」


「…………」袋に見覚えがあるのか、ないのか、彼女は粉の入った袋をじっと見つめながら、「……それが何だというの」と曖昧あいまいな言葉を漏らします。



　そんな彼女の肩に手を置きながら、

「ところで、私たちは今日、このマタタビをつけて仕事をしていたんですよ」

　そして彼女のネコミミに口を寄せて、私は語るのでした。

「あなた、どうして平静を保ったままでいられるんですか？」
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　私が粉を回収したときの話をしましょう。

「おやお客様。この粉は一体何ですか？」

　お会計の折り、男が出した財布の中から粉の入った袋を奪い取った私でした。

「あっ……ちょっと！　おまえ、何をして──」

「これ、マタタビですか？」

「……！」どうやらミスティさんをご指名していたお客さんは噓が随分と下手へたなお方のようでした。

「し、知らないな……何のことだ？」

「お客様……そういえばこの粉、先ほどミスティさんと一緒にいるときに使っていましたよね？」

「使ってない……ですよ？」

「噓はよくないですねぇ……」私は大げさにため息をついて、言いました。「よくないですねぇ……。このことを上に報告したら……あなたどうなってしまうんでしょうね？」

「……！」

「いたいけな女の子相手にこんな粉を使ったと知れたら……、卑劣な手を使って女の子を落とすような人間であると知れたら、どうなってしまうんでしょうね？　当然ながら捕まってしまうことでしょうし……職を失ってしまうことも免まぬがれないかもしれませんね……？」

「そ、それだけは！　勘弁かんべんしてください……！　何でもします！　だからどうか──」

「何でもしてくれるんですか？」ほうほうそうですか。「じゃあこの粉ください」

「えっ」

「この粉、ください」

「……えっ」

　予想だにしない申し出に目を丸くするお客さん。勿論もちろん彼に拒否権はありません。私は即座にポケットに粉を仕舞い、そのうえで、彼の肩に手を置きました。「ところでこの粉、どこで手に入れたんですか？」


「…………」



「ちょっと店長呼んできますね」

「ま、待って！　言う！　言うから！」

　端はなから彼に拒否権はないのです。

　やがて彼は渋々ではありますが、教えてくれました。

「この前、街を歩いていたら怪しい女がこの粉をくれたんだよ──」

　曰く、それは深くフードを被かぶったいかにもな感じの女性だったそうです。その怪しさを表したような女性に突然渡されたのが、この粉だといいます。

　フードの女性は粉を渡しながら、

「この粉はマタタビといいましてね、ネコ族の女の子に嗅かがせると惚れる効果があるのですよ……」

　などと口添えしたといいます。

「ああ、でもただのネコ族には効果はないのですよ。純潔じゅんけつで、穢けがれのない血筋のネコ族の子にしか効果がないのです……そう、そういえばこの近くにココのネコミミメイドカフェというお店がありましてね？　そのお店のミスティという子がまさにその特徴ぴったりなのよ！」

　ココのネコミミメイドカフェなど彼は知りもしなかったそうですが、その怪しげな女により誘導された彼は、まんまとお店に通うようになったといいます。

　そのうえ、粉を使えば惚れるとされているミスティさんは中々の美人。更に粉を使ってみれば実際にミスティさんはお客さんに首ったけ。

　彼はあっという間にお店の常連客になったといいます。

　ミスティさんの囲いの一人にも、なったといいます。

「……それで俺は、やめられなくて……この店に通うように……」

「ほうほうなるほどなるほど」

　とまあ。そんな顚末を経へて、自供じきょうを勝ち取った私でした。

　要約すればこの話は単純で、店内のランキング下位の女の子がミスティさんを貶おとしめるためにわざわざ遠回りな方法を用いてたわけでも、常連の客たちがミスティさんの心を惑わそうとしていたわけでもなかったのです。

　道端みちばたで怪しげな粉を渡された男たちが、ミスティさんに夢中になっていただけなのです。ただの通行人が、彼女のファンになり、常連客になり、彼女の人気を後押ししていたのです。

　つまり。

　マタタビに心を惑わされていたのは、彼女ではなく、客たちのほうだったということです。
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　悪いことをした人間もといネコ族がどうなるのかは決まり切っていて、私とアヴィリアさんによって通報されたミスティさんは、あえなく魔法統括協会の支部へと連行されることとなりました。

「ちょ、ちょっと待ってくださいまし！　わたくしが何か悪いことをしましたか？　証拠は？　根拠は？　わたくしは普通に働いていただけで、マタタビなんて何のことやら──」

　当の彼女はといえば、あくまでしらを切るおつもりのようでしたが、しかし彼女が男たちに配り歩いていた謎の粉マタタビを証拠として提出。ことの顚末も一から十まで報告しておきました。

　彼女が連行された数日後には協会支部から「自供したよ」との知らせを貰いました。

　ちなみにマタタビは実際のところただの小麦粉こむぎこだったようで、残念ながら麻薬としてでっち上げることも、押収したぶんの報酬をいただくことも叶かないませんでした。

　この一件により他の誰よりもダメージを受けたのは恐らくはネコミミメイド喫茶店長のココさんでしょう。

「まさかあの子がそんなことを……」

　他のどのメイドよりも客をとっていた中心人物の悪行が明らかになったせいで、お店にお金を落とし続けていた熱狂的なミスティさんのファンがこぞって離れてしまったのです。

「残念だわ……。せっかくの稼ぎ頭がしらだったのに……」がっくりと肩を落とすココさんでした。姑息こそくな手を使っていたとはいえ、ミスティさんが抜けた穴を埋めるのは容易ではないでしょう。

「まあ私は今のお店のほうが落ち着いている雰囲気ふんいきがあって好きですよ」

　先日まで常に満席だった店内には、空席がそこそこ見受けられるようになっていました。やかましさのない落ち着いた雰囲気がそこにはあり、お店で働くメイドさんたちも、全員が全員、お客さんに媚びを売っているわけではなく、お店の隅っこのほうでメイド同士で談笑だんしょうにふけっている様子も見えました。

　本来、カフェとはこうあるべきなのではないかと思わざるを得ませんでした。

　ですから別に、ミスティさんがいなくともこのお店は大丈夫だと思うのですけれど──。

「一位がいなくなっても……でも、二位がいるわ……！」

　しかし私の思惑に反して、ココさんは立ち上がり。

　そして、私の肩をぐい、と摑むのでした。

「イレイナさん！　これからのこのお店はあなたが頼りよ！　これからあなたがナンバーワン！」

「あ、すみません。今日で辞めます」


「…………」



「辞めます」

　たぶん私もいなくても大丈夫ですし。




「結局、大したお金は貰えなかったのです」

「そうですねぇ……」

　揃そろってネコミミメイド喫茶なるわけの分からないコンセプトのカフェから脱した私達は、それから普通の喫茶店が恋しくなり、二人でその辺の喫茶店へと足を運ぶに至りました。

　魔法統括協会の悪の組織撲滅キャンペーンは結局のところ悪の組織を撲滅するためのものであり、悪人一人を捕まえたところで大したお金は貰えませんでした。

　アヴィリアさんが愚痴ぐちをこぼしてしまうのももっともで、はっきり言って、ネコカフェの収入のほうが多かったくらいです。

　……もしかして悪の組織撲滅キャンペーンなどと謳うたいつつ、実際のところは悪の組織を壊滅したとしても斯様かような屁理屈へりくつをごねられてまともなお金も貰えないのでは、とすら思いました。

　ともすると真の悪の組織とは魔法統括協会そのものなのでは……？

「失敗だったのです。普通に悪の組織をせん滅しに行ったほうが儲けは多かったみたいですし」

　大仰おおぎょうにため息をつきながら、アヴィリアさんは新聞紙をテーブルに置きました。

『お手柄てがら！　悪の組織を壊滅させた二人の魔法使い』

　そのように題された新聞には、二人の魔法使いがどこぞの喫茶店の中でこちらに向かって決めポーズをしておられる姿がありました。

　一人は青色の髪の魔女……のように見える人。なんだかとてもしたり顔でした。

　もう一人は栗色の髪の魔道士さん。ハードボイルドとはかけ離れた決めポーズをしておりました。


「…………」



　どこからどう見てもどこかで会ったことのある二人がそこにはいました。どうやら知らない間に私の知らないところで私の知る二人はお知り合いになられていたようです。

「どうしたのです？　イレイナさん。なんだかとっても微妙びみょうな顔をしているのです」

「いえ別に……何でもないです」

　この二人が一体どうやって悪の組織を壊滅させたのかは非常に気になるところではありました。ついでに言ってしまえばこの二人に完膚なきまでに負けてしまっている私たち二人の情けなさに涙が出そうですらありました。

「ところでイレイナさん」アヴィリアさんは私を見やり、言います。「今、この国にはお姉ちゃんもいるのです。一緒に旅をしているから当然ですけれど──」

「……そうですね」

　アヴィリアさんとアムネシアさんは新たな故郷を探して二人で旅をしているのですから、国の中では別行動をとっているとはいえど、宿に戻れば恐らくは普通にアムネシアさんもいるのでしょう。

　今回は一度も会っていませんけれども。

「会います？　もしよければ、明日にでも、連れてきますけれども……」
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　どうせお姉ちゃんはイレイナさんがいると知れば飛んでくるのです──と小さく呟いて、アヴィリアさんは窓の外に目を逸らしました。

　見ようによっては不貞腐れているようにも妬やいているようにも見えました。


「…………」



　私はそんな彼女がおかしくて、少し笑っていました。

「いえ、結構です──」

　そしてゆるく首を振って、私は彼女に言うのです。

「もう一度会いたいと思える人との距離感は、逢あいたくても逢えないくらいが丁度いいんですよ」

　いつでも会えるような距離にいたら、もしかしたら私も、マタタビに心奪われた客たちと同じようになってしまうかもしれませんから。

　だから今は、また会える日を楽しみにしながら、ただゆっくりとした時間の中を、過ごすのです。
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　昔、ある裕福ゆうふくな家庭に、双子ふたごの元気な女の子の赤ちゃんが生まれました。

　生まれてきた子供を見て、両親は喜びもしましたし、同時に複雑な心境しんきょうを抱いたといいます。

　その国において、双子は忌いみ子ごとされてきた過去があるのです。同じ顔、同じ声。人間は誰もが一人ひとり違っていて、特別であると考えられていた国において、まるで鏡かがみ合あわせのように同じ顔が並べられていることは、不気味ぶきみというほかなかったのです。

　双子が同じ人間であるなどという考え方は、とてもとても乱暴で旧時代的な考え方だと言わざるを得ないのですけれど、二人は残念ながら、そんな時代錯誤さくごな国の中で、生まれてしまったのです。

　その国で双子が生まれた際、多くの親が、その片方を国から追い出していました。

　双子は忌み子ですから、一緒に育てるわけにはいかなかったのです。そういった認識が国の人々の中には根付いていました。

　けれど、その両親は、片方だけを選ぶことができませんでした。両親にとって二人の姉妹は、同じ人間のようには見えなかったのです。

　双子の姉妹に対して周囲の人々は嫌悪けんおしました。気持ちが悪いとはっきりと直接言い放った者もいました。とっとと二人とも追い出してしまえと両親に詰め寄った者もいました。

　それでも両親は、二人を育てました。同じ人間が二人いるわけではなく、この子たちはまったく違う、別々の人間なんです──そのように言いながら、周囲の反対を押し切って育てました。

　二人が似た人間にならないように、両親は徹底して、二人を区別しました。

「同じ服を着ちゃいけません」「同じ本を読んではいけません」「同じ髪型にしてはいけません」「同じ場所で遊んではいけません」

　そんな風に、厳きびしく教えながら。

　二人は成長するにつれて、わざわざ外見を差別化する必要がないくらいに異なる性格の女の子になっていきました。

　妹はとても優秀で心優しく、多くの人に愛される素敵すてきな女の子に成長しました。

　対して姉は、家に引きこもりがちで、いつもお人形遊びばかりしている暗い子に成長しました。

　姿かたちは瓜うり二つでも、二人の表情はまるで別物になっていました。

　二人はある意味、両親の理想の通り、別々の人間になりました。

　しかし。

　まるでそれは、一人の人間の光と影がただ鏡合わせになっているだけのようにも、見えました。

　心優しい妹の名ルナリーク。

　心を病んだ姉は、フレデリカ。

　そして彼女たちは、十五歳の頃の出来事を最後に、離れて暮らすことになりました。心優しい妹の心にフレデリカさんは深い深い傷を負わせてしまったのです。

　結局、その国におけるごく普通の双子のように、彼女たちも離れて暮らす結末を迎えることとなりました。そうせざるを得ない事情があったのです。




「イレイナさん」

　私にすべてを打ち明けた彼女は、私に尋たずねました。

「今のルナリークは、今の私を見たら、赦ゆるしてくれるかな」





○






　髪は灰色、瞳ひとみは瑠璃るり色。黒のローブに三角帽子ぼうしをまとった魔女が一人、高級宿屋併設へいせつの閑静かんせいなレストランにて夕食を嗜たしなんでいました。

　四人掛けのテーブル席には質素しっそなパンが幾いくつか置かれているだけ。育ち盛りの少女の夕食としてはあまりにもシンプルです。こんなものばかり食べていたら栄養が偏かたよってしまいますし育つところも育たないのではと思えてなりませんが、しかし彼女がこのような涙ぐましい夕食に甘んじているのには理由があるのです。

「お金が……ない……」

　そう、金欠きんけつです。

　魔女であるところの彼女は旅人でもありましたが、しかし計画性にやや欠けている一面があり、日々の生活を過ごしている中で、「ふふっ。お金は何のためにあるのか分かりますか？　そう、使うためです」などとノリノリで大して要らない物を買ったりしてしまう性分しょうぶんであるゆえに、金欠はもはや彼女の旅の恒例行事となりつつあるようにも思えました。

「くっ……どうしてパンを買う程度のお金しか持っていないんですか……！」だん、とテーブルを叩たたく魔女。

　どうしてと言われてもそれはどう考えても財布の残金も確認せずに食べ歩きをしたり気まぐれに高級宿屋に泊まったりしたのが悪いのですが、なんとなく他の何かに原因をなすりつけたい気分でした。ただの八つ当たりですが。

　とまあ。

　そんな風に、高級宿屋にて貧乏びんぼう人ぶりを遺憾いかんなく発揮している魔女とは、誰か。

　そう、私です。

「くそったれめ」

　ちなみにこれは自分自身に対して吐はいた毒舌どくぜつです。とりあえずここでの一泊を終えたら早急に金儲もうけをしましょう。そうしましょう。

　夕食のテーブルにパンしか置いていない私の席というのは、他の席に座る優雅ゆうがな旅人さんもしくは旅行者さんたちからみればよほど奇怪きかいに映るようで、先ほどからちらちらとこちらを窺うかがう人の姿も見えました。

　そのたびに私は耐え難い屈辱を、パンと一緒に呑のみ込むのでした。あ、美味おいしい……。


「…………」



　結局、私はそのまま、一人寂さびしいディナータイムを過ごし続けました。

　やはり背伸びした貧乏人の夕食はリッチな方々からはよほどおかしなものに見えるのでしょうか。

　どこかで誰かが私を見ている気配が、食事中、ずっとつきまとっていました。




　レストランから部屋に戻った私は、この辺りの地方の地図を眺ながめながら、ぼんやりと次に赴く国をどこにしようかと考えていました。

　この辺りは国の数があまり多くはないようで、ここから一番近い国でも、距離はかなりあります。丸一日ほうきで飛ばなければたどり着けない場所に、彼方かなたのパラストメイラなる国があるだけです。

　恐らく野宿する羽目になるでしょう。

　頭を抱えました。この状況はあまり芳かんばしくありません。距離もお金も問題しかありません。

　頭の中でお金儲けをシミュレートしてみましょう。


「マッチ……マッチはいりませんかぁ……？」幼い女の子の姿に変化へんげしてマッチ売りをする私。



「えへへ……これだけあれば十分ですね」可愛かわいい女の子にホイホイと男が釣られた結果、お金がいっぱいになる私。

「さ、とっととこんな国からおさらばしてしまいましょう」そそくさと国からずらかる私。

「次の国まで結構な距離がありますね……」野宿する私。

「え？　詐欺さぎの容疑で……連行？　いや、ちょっと待ってください──」私の所業しょぎょうに気付いて追いかけてきたこの国の魔法使いたちにより連行される私。


「…………」



　野宿しなければならないということは、国から出たあとの逃げ場がないということでもあります。

　だとすれば、あくどい商売に手を染めるのはややリスキーであるのです。かといって真面目に働くのは時間がかかりますし、そもそも働き口を探している間に野垂のたれ死じんでしまうやもしれません。

「むむむ……」どうしましょう？

　などと。

　私がベッドに腰こしかけて頭を悩ませているときでした。

　こん、こん──と、部屋の扉が二回、優しく叩たたかれました。

　ルームサービスを頼んだ覚えはありませんが？　だとすれば来客でしょうか？　この宿屋にてお友達など作った覚えはありませんけれど──では一体どなたで？

　大して疑いもせずに扉を開いた私を待っていたのは、一人の綺麗きれいな女性でした。

　歳の頃は私と同じか少し上程度でしょう。

　髪は金色。強いウェーブのかかったウルフカットで、胸の辺りまで伸びていました。瞳は淀よどみのない蒼あお。片目を怪我けがしているようで、左目は斜めにかけられた包帯ほうたいで覆おおわれていました。

　目の前の彼女も旅人であることは外見から何となく分かりました。

　黒のマントを羽織はおっており、その下には黒のベストと白のブラウス。黒いロングスカートの先にはロングブーツがありました。

　腰には銃じゅうと短剣たんけんが一つずつ。自己防衛を最低限するための備えでしょう。

「こんばんは」にこりと笑みを浮かべて、彼女は言います。「あなた、さっきレストランで一人でパン食べてた魔女さんよね？　ずっと見てたわ」


「え、ストーカー……？」半開きになっていた扉を早速閉めようとした私でした。



「違うわよ。失礼ね。私はさっきレストランであなたをずっと見ていただけ。で、部屋まで尾つけて、頃合を見計らったあとに部屋をノックしただけよ」

「やっぱりストーカーじゃないですか」閉めちゃおうかな。

「違うわよ。失礼ね」再び同じ言葉を吐きながら、彼女はやや不服そうに頰ほおを膨ふくらませていました。「私はあなたに頼みごとをしに来ただけ」

「お断りします」

「あなた、お金に困っているでしょ」


「…………」



　ずっとレストランで私を見ていたということは金がないなどと情けない言葉を漏もらしていたところも見られていたということでしょうか。いえそもそもテーブルにパンしか置かれていないような寂しい夕食を食べているような人間が裕福であるわけがありません。お金に困っているのは確かに火を見るより明らかです。

「ねえ、よかったら、私のお願い、聞いてくれないかしら？」

　そして彼女の提案が、つまるところ私の金策きんさくの一助になろうことも、それは火を見るより明らかのように思えました。

「……何ですか」お金の香りにほいほいと釣られて閉めかけていた扉を止める私。

　彼女は私に軽く笑いかけながら、

「ちょっとね、私を近くの国まで送り届けてほしいのよ」

　とだけ、端的たんてきに答えました。詳細は私の返答次第、ということなのでしょう。

　だから私は、扉を開きました。

「あなた、お名前は」

　そして彼女は再び端的に答えるのです。

「フレデリカ」
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　私が宿泊しているシングルルームにはくつろぐためのソファなどはなかったため、フレデリカさんには備え付けの椅子いすに腰かけてもらいました。

「居心地悪いわね。私が泊まっているスイートルームには応接用のソファもあるわよ」

　恨うらむなら高級宿屋のくせに大した家具も揃そろっていないこの宿屋を恨めばいいと思います。

「コーヒーはさっき飲んじゃいましたのでこちらをどうぞ」私は宿屋に置いてあった紅茶こうちゃをテキトーに二つ淹いれて、彼女に片方、手渡しました。

「ありがとう。好きだわ、この紅茶」

「ただのアメニティですよ」

「だから好きなのよ。いつどこで飲んでも味は変わらないでしょう？」

「仰おっしゃっている意味がよく分かりません」

「昔はお砂糖をたくさん入れないと苦くて飲めなかったの。でも、大人になるにつれてお砂糖を入れなくても飲めるようになった。味はずっと変わらないのに、飲んでいる私が変わったことに気付けるから、この苦い味を受け入れられるようになったことを、気付けるから、だから好き」

「仰っている意味がよく分かりません」

「まあお子様にはまだ早かったわね」ちらりと視線を下げるフレデリカさん。

「はっ倒されたいんですか」どこ見てやがる。

　吐き捨てる私にフレデリカさんはくすりと笑うと、

「それで、依頼の件なんだけれど」紅茶を置く場所を探し視線をうろうろと彷徨さまよわせたのち、結局膝ひざの上にことん、と置いて、「私をここから近くの国まで送り届けてほしいのよ」と語りました。

　私は高級宿屋のお高いテーブルをずぞぞぞ、と引っ張り、彼女と私の間に置きました。

　彼女と向かい合うように私はベッドに腰かけます。テーブルには先ほどまで私が見ていたこの近隣地区の地図がありました。

「どこまでですか？」

　フレデリカさんは紅茶を地図の横に置きながら、

「彼方のパラストメイラ」指差したのはここから一番近い場所にある国でした。「人と会う約束をしているの」

「なるほど」

　近いとはいえ私一人でほうきに乗っても丸一日。野宿は免まぬがれません。お見受けしたところ目の前のフレデリカさんは魔法を使えない方のようですし、徒歩での旅ならばどれほどの時間がかかるかなどは考えただけでも気が遠くなってしまいそうでした。

　けれど。

「別に私があなたを送り届けるのは構わないのですけれど──でも、どうしてですか？」

「どうしてって、何が？」

「お金に困っていないでしょう、あなた」このようなお高い宿屋のスイートルームに泊まっているようですし、お金に余裕があるのは明白です。「馬車なり何なり、この国から彼方のパラストメイラに行くための手段なんて幾いくらでもあるでしょう？」

「あるわね。定期的に馬車が運行してるみたい」

「だったらそれでいいのでは」

「馬車でだらだらと行っても結構な時間がかかるでしょう？　できれば急ぎたいのよ」

「なるほど」要するにせっかちさんということですね。

　まあ、別段、私自身も女性一人を近くの国まで送り届けることには何ら抵抗はありません。露骨ろこつに拒絶する理由もないでしょう。正直なところ、金策に頭を抱える今の私にとっては彼女の申し出ほどありがたい話はありませんし。

　ではここから先は少し下世話げせわな話をいたしましょう。

「ところで報酬ほうしゅうなんですけれど、幾らほどご用意できるんですか？」うふふ、にこやかな笑みを浮かべる私でした。

「そうねえ──逆に聞きたいんだけれど、幾らなら私を乗せてくれるのかしら？」

「だいたい金貨三十枚程度ですかね。それくらい用意してくれれば、かなり急いでほうきを飛ばしますけど」

「随分ずいぶん吹っかけてきたわね……。普通の速度で行ったらどうなるの？」

「大体金貨三十枚程度ですかね」

「変わってないじゃない」

「速度を落とせば落とすほどフレデリカさんが私のほうきを間借りしている時間が延長されますから仕方ありません」

「クソみたいな値段設定ね」

「ええ。大変お安くなっております」


「…………」



　というのはまあ、冗談として。

　こほんとわざとらしい咳せき払ばらいをしたのち、私は「まあ、お気持ち程度いただければ十分ですよ」とだけ言いました。

　どうせ彼方のパラストメイラには私も行く予定でしたから。後ろにお荷物が一つ増えると思えば苦ではありません。

　……どうせフレデリカさんはお金に余裕がおありのようでしたから、お気持ち程度、とでも言っておけばそれなりの報酬が期待できるだろうというクソみたいな判断のもと私はそのように言いました。

「じゃあ銅貨一枚でいい？」

「あなたスイートルームに泊まるくせにせこいですね」

　結局やいのやいのとゴネた結果、金貨五枚で手を打つことになりました。
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　荒野が広がっていました。過ぎ去る景色にはほんの少しの緑が所々ところどころに見えるだけで、けれど視界に映るほとんどが枯かれていました。

　まるで緑を忘れてしまったかのように。

「こんな経験、初めてだわ」

　彼方のパラストメイラに向かう道中にフレデリカさんがそのように語る声が、風の音に紛まぎれて聞こえます。

　私は後ろを振り返りつつ、

「ほうきの後ろに乗せられることがですか？　それはよかったです。乗り心地は如何いかがですか？」と微笑ほほえみかけます。

　そんな私に、どこか遠くを眺めながら彼女は答えます。

「そうね……乗り心地は快適かいてきね。見栄えは最悪だけど」

　私のほうき──の後ろに括くくりつけられた箱の中から答えます。ふよふよと魔法で浮いて飛んでいる箱の中で三角座りをしておられるフレデリカさんからは妙な哀愁あいしゅうが漂ただよっておられました。

　ついでに不服そうに頰を膨らませてもいました。

「普通さ、ここはほうきに並んで乗って一緒に飛ぶところじゃないの？　何で私、箱の中に座らされているの……？」

「用心のためです」

「私があなたを襲うかもしれないって言いたいの？　するわけないじゃない。そんなこと」

「それと、私のほうきは見知らぬ他人たにんをほいほい乗せる尻軽しりがるほうきではないんです」

「ごめんちょっと何言ってるのかよく分からない」

「でも乗り心地はいいでしょう？」

「悲しいくらいにいいわよ」

　実際問題、慣れていない人間がほうきにずっと乗っているとやや疲れが溜たまるものなのです。丸一日ほうきを飛ばしても次の国にはたどり着けず、野宿をすることが決まり切っている今、彼女を私と並ばせるわけにはいかないのです。彼女、どうやら魔法が使えないようですし。

　まあそんな恩おん着せがましいことは絶対に口に出して言ったりなんてしませんけど。

　それに、

「初めての経験ほど心惹ひかれるものはないでしょう？」


「…………」



　同じ旅人ならばご理解いただけると思います。

「百聞ひゃくぶんは一見いっけんに如しかずという言葉があるでしょう？　論ろんより証拠しょうことも言いますけれど。どれだけの知識を蓄えていても、どれだけの本を読んでいても、実際に見て、触ふれた経験には劣おとるものです。幾ら知識があっても、実際に触れるまでそれらは知らないのと同義です」

「箱に乗せられる経験が私に必要だったかどうかは疑問だけれどね」呆あきれたように嘆息たんそくを漏らすフレデリカさんでした。

　ところで。

「フレデリカさん」

「んー？」

　直前まであからさまに不機嫌にまみれていた彼女は、けろりと首をかしげて私を見やります。

　私は彼女を見つめながら、

「あなた、今までどれくらい旅人として生きてきたんですか？」と首をかしげました。

「んー」視線を青々とした空のほうへと投げかけてから、彼女は言いました。「だいたい四年くらい……かしら」

「……そこそこ長いですね」私と同じくらいでしょうか。

「そうねえ……気が付いたら十九歳になってたわ」

　ということはつまるところ、十五歳の頃から旅をしているのでしょうか。

「今までずっと長いこと旅をなさっていたのなら──それなら、今まではほかの国へと渡るときはどうなさっていたんですか？」

「馬で移動してたけど」

「はあ馬で」随分とワイルドですね。「で、その馬は今どちらに？」

「今頃野生の馬としてのびのびと生きていることでしょうね……」遠い眼をするフレデリカさん。

「逃げられたんですね……」

「ええ。まあ……」ため息とともに私に頷うなずき、フレデリカさんは私を見やります。「馬を失った挙句に箱に詰められているのだから、本当に踏んだり蹴ったりと言えるわね……」

「でも乗り心地はいいでしょう？」

「悲しいくらいにいいわよ」

　再び呆れながら、彼女は振り返り、今まで辿たどってきた道をみつめます。

　今朝までいた国はもう、ほとんど見えませんでした。

「随分と遠くまで来たわね」

　涼すずしい風に煽あおられて、彼女の髪がなびきます。

「疲れてませんか？」

「おかげ様でね」

　私に向き直った彼女は、片手で髪に触れながら、笑みを浮かべていました。

　その目はどこか悲しみに暮れているようにも、見えました。
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　夜が訪れました。

　昼間の暖かさを忘れ、肌寒い風が流れる野ざらしの景色の中に、私は魔法でテントをたて、魔法で焚火たきびを起こしました。ぱちぱちと火の中で枝が弾けています。余計な手間の一切を省はぶく魔法の恩恵を感じつつ、私は揺ゆれる火の前に座りました。

「そういえば、もうすぐほうき星の季節ね」向かい側では、フレデリカさんが焚火に枝を放り込みながら、空を見上げていました。

　この地域の人々は皆、この時期になると浮足うきあし立だつといいます。

　あと十日ほどで、彗星すいせいが空に現れるのです。前回の到来から実に二十二年ぶりの出来事です。二十二年ぶりに、とても綺麗で孤独な星が、空にぽつんと現れて、消えるそうです。

　この地域の人々は、この彗星との再会を楽しみにしているのだとか。

　彼女もおそらくはそうなのでしょう。

　彼女の視線を追いかけて、私は暗がりの中の空を見ます。

　星がまたたく、綺麗な夜。

　一筋の光がその中で流れたのは、そのときのことでした。

　流れ星です。

「あっ──」私の前で、彼女は子供のように無邪気むじゃきな声をあげた気配がありました。「イレイナさん、知ってる？　流れ星が流れている間に願い事を三回心の中で唱えると願いが叶かなうそうなの」にわかにその声は高揚こうようしていました。

「随分とロマンチックなことを言うんですね」私は空を見続けながら、答えました。「何か願ったんですか？」


「…………」



　彼女は依然いぜんとして空を見上げたまま、黙だまりこくっていました。

　私の言葉が聞こえていなかったわけでも、まして叶えたい願いがやましいものであったわけでもなく、彼女はただ、口を開くことを、躊躇ためらっているように見えました。

　ぱちぱちと、私たちの間で火の手がゆらゆらと揺れ動き、くべたばかりの枝が形を失い始めた頃に、彼女はようやく、こちらに向き直り。

　そして、語ります。

「四年前の出来事を、なかったことにしたい──って願ったわ」

　と、ただ、それだけの言葉を。


「…………」四年前といえば、丁度ちょうどフレデリカさんが旅を始めた時期と一致しますけれど。「何かあったんですか」



「何かあったから今こうして旅をしてるのよ。イレイナさん」

　四年前の出来事さえなければ、私はきっと故郷こきょうで静かに暮らしていることでしょうね──と彼女は肩をすくめます。

「……何があったんですか」

　私の言葉に、彼女は少しの間を置いてから、包帯の巻かれた左目を押さえ、口を開きました。

「とてもとても悲しい出来事がね、あったのよ」

　そして彼女は、語ります。

　彼女の四年にわたる後悔こうかいであり、祈願きがんであり、流れ星にすがりたくなるほどにどうしようもない、幼い頃の記憶でもあり。

　彼女が旅人のフレデリカとなった顚末てんまつを。
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　二人がまだ生まれて間もない頃の話です。

　外見こそ似通にかよっている二人の姉妹には、明らかな差があることを、魔法使いの一族として、幼い頃から魔法を教え込んでいたご両親は気が付きました。

　姉のフレデリカさんには類たぐいまれなる魔法の才能があったのに対し、妹のルナリークさんは、どれだけ教えてもあまり上達しなかったのです。
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　小さい頃のルナリークさんは、少しだけ手のかかる女の子だったようです。当然ながら、ご両親はフレデリカさんよりもルナリークさんのほうにばかり気を配るようになりました。魔法ができない妹がまっとうな魔法使いになれるように、ご両親はルナリークさんに手を焼きました。

　傍目はためにはそれは妹のルナリークさんにばかり愛情を与えているようにも、見えました。

　放ったらかしにされたフレデリカさんは、けれど文句を言うこともなく、黙々もくもくと魔法の勉強ばかりに時間を費やすようになりました。魔法を勉強すれば、もっと高度な魔法を使えるようになれば、両親は妹と同じように褒ほめてくれる。

　そんな風に思いながら。

　けれど魔法が上達すればするほど、ご両親からのフレデリカさんを見る目は、理想とはかけ離れていきました。

「この子は手がかからないから」

　だから益々ますます、ルナリークさんにばかり気を配るようになりました。

　ご両親としても、二人に大きな差があることは喜ばしいことでした。二人に差があればあるほど、二人が双子ではなく、ただの姉妹として見られるだろうと思っていましたから。

　いつしかご両親の中で、フレデリカさんはできることが当たり前の女の子として見られるようになりました。

　ご両親とフレデリカさんの間には、確かな溝みぞが、幼い頃よりできあがっていたのです。




　二人が学校に通うようになった頃からは、その溝は目に見えて広がっていきました。

「この成績は何だ？　フレデリカ」

　学校から帰ったある日のことです。フレデリカさん一人だけがご両親に呼び出されて、テストの成績を咎とがめられました。

　決して悪すぎる点数というわけではありません。ごく平均的な点数だっただけです。けれどご両親から見れば、できて当たり前のフレデリカさんが、大したことのない点数をとったことが解げせなかったのです。

「この点数、ルナリークよりも悪いぞ。お前、最近弛たるんでいるんじゃないのか」

　この頃には、ご両親の対応はルナリークさんとフレデリカさんで大きく変わっていました。

　何をしても大抵たいてい褒められるのはルナリークさん。対して、ご両親はフレデリカさんには厳しく接しました。

「もっとたくさん勉強すれば、もっと優秀になれば、二人は私のことも褒めてくれる」

　そうして、のうのうと育てられているルナリークさんの横で、フレデリカさんは憑とりつかれたように勉強の日々に身を窶やつしました。

　まだ十歳にも満たない頃のことです。

　やがて彼女の努力は実を結び、フレデリカさんは学年の誰よりも優秀になりました。魔法も、勉強も、他の誰も追いつけないほどに優秀になりました。

　けれど。

「偉いぞルナリーク。また成績が上がったんだな」「ほうきで飛べるようになったのね。凄すごいわ。じゃあ今度はお母さんが新しい魔法を教えてあげる」

　ご両親はフレデリカさんに見向きもしませんでした。

　誰よりも優秀になっても、結局のところ、いつもと変わらず、可愛い可愛い妹のルナリークを褒めるばかり。

　ルナリークさんの頭を優しく撫なでる父と母。

　その優しさがフレデリカさんに向けられることはただの一度もありませんでした。

「私のほうがもっとできるのに」フレデリカさんはご両親の後ろでつぶやきました。「私のほうが勉強できるのに」満点をとったテストの答案用紙を握りつぶしました。「どうしてルナリークばっかり褒めるの？」憎しみがこみ上げました。

　愛されている妹に対して。

「パパ、ママ、どうして私のことを見てくれないの？」




　十二歳を迎えた頃には、姉妹の立場は完全に真逆になっていました。

　ゆっくりと色々なことを学んでいったルナリークさんは、人々に愛される心優しい女の子になりました。勉強の成績も魔法の技術も優秀というほかなく、将来を期待されていました。

　誰よりも先を進んでいたフレデリカさんは、部屋に籠こもってばかりで人ともろくに会話もしない、暗くてじめったい性格になりました。昔はあんなに優秀だったのに──そんな心ない言葉を囁ささやかれる程度に、彼女の存在は惨みじめなものになっていました。

「でもいいの。私にはあなた以外のお友達なんて必要ないもの」

　部屋に籠っては、自作のお人形に魔法をかけて、動かして、まるでお友達のように話しかけるようになりました。夜な夜な、お人形とばかり会話をして、寂しさを紛らわせていました。

　ダイニングから家族三人が談笑だんしょうにふけっている声が響いても、彼女は聞こえない振りをしました。

　心が満たされている振りをしました。辛つらくない振りをしました。

「この成績は何だ？　フレデリカ」

　成績の悪化に釘くぎを刺されることも多くなりました。

「昔はもっとできる子だったのに」ご両親の説教はいつも同じような言葉の繰くり返しでした。「いつからこんな子になってしまったの？」ここ数年ずっと同じような言葉で罵ののしられました。「いいかい？　私たちはお前に期待をして言っているんだよ」彼女は黙り続けました。

　もっと私を見てほしい、もっと私を褒めてほしい。けれど努力をしても、ご両親は彼女を見てはくれないのです。

　本当は甘えたいのに、そうすることを許してくれない両親に対して、彼女はとてもとても、悲しんでいました。

　けれど説教を受けているときだけは、両親はフレデリカさんを見てくれます。

　それは、ほんの少しだけ嬉うれしいことでした。

　だから彼女は説教が少しでも長引くように、ただただ沈黙を続けました。

　やがて父は、そんな彼女に対するいら立ちを隠さなくなりました。

「いい加減にしろ！」

　十三歳になった頃には、ただの説教に暴力が加わるようになりました。黙ってばかりいる彼女の頰を、父は叩きました。

　椅子いすから転げ落ちて、床に横たわるフレデリカさん。母親が父親をなだめて、説教は終わります。フレデリカさんの日常は、そんな風に、徐々に壊れていきました。

　もう何年も妹のルナリークさんとは会話をしていません。食事の最中も、廊下ですれ違っても、説教の最中に目が合っても。叩かれて床に転がるフレデリカさんを廊下の陰から見ていても。

　決してルナリークさんはフレデリカさんを助けることはありませんでした。

　話しかけることも、ありませんでした。

「ねえ、聞いて？　今日はパパとママが私に話しかけてくれたの──叩かれたけど、久しぶりに話しかけれくれて、嬉しかったわ」

　魔法をかけられて動くお人形は、彼女の赤くなった頰を優しく撫でてくれました。彼女の意識の一部を宿したお人形は、彼女が望む通りに動いてくれます。

　彼女の心には、暗い感情が育っていきました。




　十四歳を迎える頃には、両親から説教をされることはほとんどなくなりました。もう諦あきらめられたのでしょう。

「ルナリーク、凄いじゃないか。今回も魔法のテストで学年一位だったそうだな」上機嫌じょうきげんな父は言いました。「あなたは私たちの誇ほこりだわ」上機嫌な母は笑いました。「パパもママも大げさだわ。別に、今回は運がよかっただけよ」困ったように謙遜けんそんする妹がいました。

　幸せな家族の姿がそこにはありますが、けれど、ただ黙々と食事をとっている姉は、まるで存在していないかのように両親は接していました。

　勉強をしても、しなくても、もう誰もフレデリカさんに興味を持ってはくれませんでした。

　目の前で繰り広げられる幸せな家族像を、フレデリカさんは心から嫌悪けんおしました。

　自分自身がルナリークだったら、どれほどよかったことでしょう。

　この家に住む女の子が自分ひとりだったら、どれほど幸せだったことでしょう。

　本当は誰よりも愛されたいのに、けれど誰も愛してはくれないのです。

「それでね──」

　会話の最中に、ルナリークさんはちらりとフレデリカさんを一瞥いちべつすることが時折ありましたが、けれどフレデリカさんに話しかけることもなければ、会話の輪の中に入れることもなく、ただただ、家族での団らんをつづけました。

　馬鹿ばかにされていると思いました。

　──あなたのせいで私はこんな風になっているのに。

　──あなたさえいなければ、私はパパやママに愛されていたのに。

　──あなたさえいなければ、そこにいるのは、私だったはずなのに。

「あなたさえいなければ、何もかもよかったのに」

　フレデリカさんの中で育った暗い感情は、そして溢あふれました。

　ずっと傍そばで慰なぐさめてくれていたお人形は、綿が飛び出し、あちこちが欠けて、ナイフが刺され、もう原形をとどめていませんでした。




　十五歳になった頃。

　彼女たちの家のダイニングは血で溢れていました。そこら中が血でまみれていました。

　それが誰の血であるのかは、フレデリカさんにはもう分かりませんでした。

　少なくとも彼女の視界のすべてが血でいっぱいでした。

「お前は！　お前は自分が何をしたか分かっているのか！　この──」

　床に横たわったフレデリカさんに馬乗りになり、胸倉むなぐらをつかみ、父親は何度も何度も彼女の顔を殴打おうだしました。

　嗚咽おえつが漏れました。それでも父は止めませんでした。頰が赤く腫はれました。それでも父は止めませんでした。鼻血が出ました。それでも父は止めませんでした。左目が潰つぶれました。それでも父は止めませんでした。父の手に血がべったりとへばりつきました。それでも父を止める者はいませんでした。

　フレデリカさんは殴られている合間、ずっと笑っていました。

「ああ……なんてことなの……なんて酷ひどいことを……！」

　その傍で母親は止めることもなく、咎めることもなく、ただ涙を浮かべていました。狼狽うろたえていました。「大丈夫？　しっかりしてルナリーク！　今、今すぐ治してあげるから……！」

　母親に抱きかかえられながら、ルナリークさんは、

「私は大丈夫……だよ……」ただそれだけ言って、腹部を押さえていました。

　血が零こぼれていました。綺麗な服が朱しゅ色に染まっていました。赤く濡ぬれたナイフが床に転がっていました。

　──妹さえいなければ、私はもっと幸せだったのに。

　そんな風に、いつからか憎しみを胸の内で育てていたフレデリカさんは、ルナリークさんに刃やいばを向けたのです。一本のナイフで、ルナリークさんのお腹なかを刺したのです。

　それは家庭内で危あやういながらも成り立っていたバランスが完全に崩れた瞬間でもありました。

「お前なんていなければよかったのに──！」

　何度も何度も、フレデリカさんは殴られました。

　ずっと、ずっと、彼女は殴られました。

　ずっと、ずっと、彼女は笑っていました。




　ルナリークさんの傷が母親によって治された頃に、フレデリカさんは意識を失っていました。顔は赤く腫れ、見る影もありません。

「……出ていけ。二度と顔を見せるな」

　息を荒くした父は、手についた血を拭ぬぐいながら、言いました。

「お前はもう、うちの娘じゃない」

　そうして、彼女は、最低限の荷物だけ持たされて、家から追い出されました。

「……どうして？」

　国を追い出されて、入国が禁じられて、もう愛いとしい両親に会えなくなったと分かった頃に、彼女は自分の過ちに気付きました。

　けれど、もう、その頃にはすべてが手遅れになっていました。

　こんなはずではなかったのに。

　ただ愛されたかっただけなのに。

　何度も国の門をたたいて、けれど彼女のために開くことはないと分かった頃に、彼女は、ぼろぼろのまま、泣きながら、国を離れました。

　そうして彼女は、旅人のフレデリカになったのです。





○






「私は四年間でね、色々な国を旅してきた。この四年間で多くの国を訪れて、多くの世界を見てきて、多くの価値観を見て、私たちのことを顧かえりみた。どこで間違えたんだろうって、考えた」

　宿屋から拝借はいしゃくしてきたアメニティの紅茶を口に運び、一呼吸置いてから、

「私たちはね、生まれてきた国が悪かったのよ」

　ただそれだけよ──と、なんてことないように、彼女は言いました。

　生まれてきた国さえ違えば、確かに、彼女たちは普通の双子として、ごく普通に育てられたはずです。

　ご両親が無理に二人を別々の人間にしようなどとも、思わなかったはずです。

「あなたの生まれ故郷というのは──」

　私が言いかけたところで、彼女は頷きました。

「彼方のパラストメイラよ。私ね、明日、帰郷ききょうするのよ」

　ならば会う約束をしている人というのも自ずと分かるというものです。

　彼女は、私が言葉を挟はさむ前に、言いました。

「ルナリークと会う約束をしているの」


「…………」



「四年間旅を続けて、ようやく私、帰る決心がついたの。もう一度、両親とあの子に会って話がしたいと思えるようになったの。だから、この前から近くの国で手紙を送っていたのよ」

　私とフレデリカさんが会った国のことでしょう。

　今まで辿ってきた旅路を私は見やりました。

　もう、昨日までいた国の姿は見えません。

「……それで、どうだったんですか」彼女に向き直りながら私は言いました。

「何度か両親と手紙のやりとりをしたんだけれど、『ルナリークがお前を許すまでは会うわけにはいかない』だって。だからあの子と直接会う機会を貰もらったの。二人はかなり渋しぶってたみたいだけれど、でも、昨日、イレイナさんと会う直前にようやく会う許可をくれた。一時的に入国できるように取り計らってくれた。ルナリークも、私と会いたがっているんだって」

　ただ隣国に渡るだけだというのに、やけに急いでいるようでしたが──なるほど合点がいきました。

　待ち切れなかったんですね。

「ところで一ついいですか」

　しかしそれはそうと、私には気がかりなことが一つありました。フレデリカさんの長々とした回想の中でさらりと触れられていましたが、しかし私は今の彼女とかつての彼女との大きな差異さいを見落とすほど愚おろかでもありません。

　私はじとりと彼女を見やり、あるいは咎めるような視線で、言いました。

「あなた、魔法、使えたんですね」

「？　ええ。使えるわよ？」平然と答えてみせるフレデリカさんでした。

「てっきり使えないものかと思っていました」

「別に使えないなんて言った覚えはないけど？」

「使えないような素振りは見せていましたよね」


「…………」しばし彼女は私から視線を外して、やがて、紅茶に口をつけてから、「理由あってのことよ。魔法が原因で私はこんな状況になっているのだから、それなら、もう二度と魔法は使わないほうがいいでしょう？」




「…………」一見合理的な理由とも思えました。「その目を治さないのも、同じ理由ですか？」



　包帯が巻かれた左目。

　きっと彼女の父に殴られて以来、他の傷は治ったのでしょうけれど──左目だけは、その機能を失ったままなのでしょう。

　フレデリカさんは、包帯に軽く触れながら、「そうねえ──」と、穏やかに口を開きます。

「正直に言うわね。旅を始めた最初の頃は、あの子に対する私自身の恨みを忘れないために、傷を残しておいたの」

　なるほど。

「今は？」

　一呼吸おいて、彼女は、

「自分自身の咎を忘れないためよ」

　と言ってから、

「私はね、あの子に会って、今までのことを全部謝りたい。そのうえで、もう一度、やり直したいの──あの子と分かり合いたいの。私のせいで、あの子はとても、辛い思いをしたはずだから」

　とも、答えました。

　その言葉に噓うそはないように思えました。

　しかし、それならば。

「この箱はもう不要ですね」

　私は傍に置いてあった箱を、彼女を運ぶために用意した箱を持ち上げて、焚火の中に放り込みました。「明日は私の後ろに乗ってください」

　ゆるやかに揺れていた火は突然降りかかった大きな荷物に驚いたようにゆらめいてから、徐々に、箱を包み、燃え始めました。

　フレデリカさんは、その様子を眺めながら、

「優しいのね」

　私にそのように言いました。

　何を仰る。

「あほですか。別にあなたの為ためじゃありませんよ。ただ、あなたが魔法使いなら気をつかって箱に乗せてあげる必要もないだけです」

　別に、フレデリカさんに同情して、他人とは思えなくなったからではありませんのであしからず。

　本当ですよ。

　……本当ですよ？




　何がおかしいのか、彼女はそれからくすくすと笑みを浮かべ始めて、私も釣られて笑みを漏らして、二人で火を囲みながら、それからしばしの雑談を楽しみました。

　私たちが眠りについたのは、楽しい時間が過ぎたあと。

　焚火の明かりが沈み、私たちが夜の闇に包まれた頃になってのことでした。やがて、寝る直前になって、暗闇の中、彼女は不安になったのでしょうか。

「イレイナさん」

　ぽつりと、私にすべてを打ち明けてくれた彼女は、消え入りそうな声で、私に尋ねました。

「今のルナリークは、今の私を見たら、赦してくれるかな」





○






　彼方のパラストメイラにたどり着いたのは、翌日の昼過ぎになってのことでした。

　高くそびえた城壁には門が一つ。その前には門兵が立っており、「ようこそ彼方のパラストメイラに！　歓迎します！」と敬礼を一つ。

　私たちは二人乗りしていたほうきから揃って降りて、とりあえず程度に並んで敬礼を返してみせると、門兵さんは、「それでは入国に際して幾つか確認したいことがございます──」と、紙とペンを取り出しました。

　まあまあよくあるごく普通の入国審査のはじまりはじまりです。私もフレデリカさんも、特に大して警戒することなく、「お名前は？」「入国理由は？」「何日間の滞在で？」などという簡単な質問に流れるように答えていきます。

　入国審査が滞とどこおりなく進むなか、門兵さんは、「ところであなた様は旅人のフレデリカ様、でお間違いないですか？」と、私の横に立つフレデリカさんを見やり、尋ねました。

「？　そうですけれど……」入国を禁じられていた経緯もあってやや緊張した面持ちで、こくりと頷くフレデリカさん。彼女に門兵さんは、

「ルナリーク様のお姉様、で間違いないでしょうか？」

　と、重ねて尋ねます。

「……ええ」

「妹様からお手紙を預かっています」

　フレデリカさんが急いで来ることを分かっていたかのようでした。ご両親からある程度の話は伝わっていたのでしょう。

　封ふうろうがなされた手紙をフレデリカさんに手渡すと、門兵さんは、

「それでは我が国の観光をどうぞお楽しみください」

　と、また一つ、敬礼をしたのちに私たちの前を退きました。

　城壁の中にあった国は、よそと相変わらず、穏やかな街並みが広がるばかりでした。


「…………」



　フレデリカさんは、私の横で、歩み始めます。

　重い重い足取りで。







『親愛なるフレデリカ様。

　お元気でしょうか？　妹のルナリークです。

　直接顔を合わせずに、このような手紙を出すことをお許しください。パパとママから、お姉ちゃんが私に会いたがっていることは既に聞いています。

　私も、お姉ちゃんとはもう一度、会いたいと思っていました。

　パパにもママにもとても反対されたけれど、でも、私もお姉ちゃんと同じ気持ちです。この気持ちに噓はありません。お姉ちゃんがもう一度会いたいと思ってくれるのならば、私はその気持ちに応えようと思います。

　思えば、四年前から随分と時間が経たってしまいましたね。

　お互い、大人になったことでしょう。

　きっと、今ならば、昔とは変わった自分として顔を合わせることができると信じています。

　私は正午しょうごに噴水広場で、一人でお姉ちゃんを待っています。日付は指定しません。

　来てくれるまで、毎日待っています。来てくれることを信じて、待っています』




　彼方のパラストメイラの大通りを少し進んだ先に、噴水広場はありました。

「……残念ね。今日は駄目だめみたい」

　すぐにでも会いたかったことでしょう。会ってお話をしたかったことでしょう。

　けれど噴水広場の中に、人影はありませんでした。今日は来ないと思われてしまったのでしょう──既に時計の針は午後三時を指しています。

「明日もチャンスはありますよ。今日はゆっくりしたらどうです？」

　長旅で疲れていることでしょうし。実際私もそこそこ疲れていますし。急ぐのも焦あせるのも分かりますけれど、四年に比べれば一日待つことくらいどうということはないでしょう。

「……そうね」

　こくり、とフレデリカさんは頷きます。

　片方の目で、風に揺れる水面を静かに眺めていました。中途半端な時間ゆえに噴水は既に止まっており、噴水広場は彼女の胸中のように寂しさに包まれています。

　フレデリカさんはそれから嘆息を一つ漏らし、やがて決心がついたように片目で私を捉とらえました。

「……ありがとう、イレイナさん。ここまで私を送ってくれて」

　それは別れの挨拶あいさつのようにも思えました。

　確かに、この国に着いた時点で、私の役目はもうありません。私はただの案内役で、いわば彼女の足でしかなく、それ以上は踏み込むべきではないですから。

「お礼なんて、別にいいですよ」私は手を差し出します。

「ほんの少しの間だったけれど、あなたとの旅、楽しかったわ」彼女は笑みを浮かべ、私の手を握りました。「不思議ね。あなたといると、なんだか口が軽くなっちゃう。私の過去をあそこまで他人に話したのはあなたが初めてなのよ」

「……そうですか」

「……ええ」

　ところで。

「いい感じの雰囲気ふんいきのところ非常に恐縮なのですけれど、私は握手じゃなくて料金の請求をしたつもりでした」

「がめついわね……。親の顔が見てみたいわよ……」とたんに呆れてみせるフレデリカさんでした。

「私の実家まで旅を延長しますか？　それなら金額がまた跳ね上がりますけれど」

「あなたの生まれ故郷には旅人としてそれなりに興味はあるけれど結構だわ──私の旅はここで最後かもしれないんだもの」

　ルナリークさんと無事に会うことができて、彼女ともしも分かり合うことができるのならば、もう彼女は旅人である理由はありません。

　もしかしたら彼女が自身の内情を事細かに私に語ってしまったのは、これが最後だからなのかもしれません。

「またいつか会いましょう。イレイナさん」

　フレデリカさんは私の手に金貨を幾らか押し付けながら、また手を握り、そして笑いました。

「ええ──また」

　私も彼女に釣られて笑います。

　こうして私たちはごく普通に、なんてことのないお別れを迎えたのでした。




　その日の夜は近くの宿に泊まりましたが、全財産が金貨五枚という相変わらず財布の中がすっからかんの私でしたから、残念ながらレストランを併設しているような高級宿屋に泊まることもなければ、高級レストランに足を運ぶこともありませんでした。

「とりあえずシェフのおすすめパスタください」

　国の中でもあまり観光客が寄りつかないような簡素なレストランで質素な夕食にありつく私でした。大抵こういったお店ではおすすめ料理を頼んでおけば間違いはありません。

　ウェイトレスさんは「かしこまりました」と首こうべを垂れて、私のテーブルからメニュー表を持ち去っていきました。

　やることも見るものもなくなった私は、しばしお店の喧騒けんそうを眺めます。この街の住民の日常がありました。カップルでディナーを楽しんでいる人、友人と仕事帰りにお酒を嗜んでいる人、ほぼ満席になっている店内には、様々な人の姿があり、何の変哲もない一日が流れています。

　平和な国です。

　ここに彼女が本当に帰ることができたならば、きっと、彼女も幸せになれるかもしれません──そんなことをぼんやりと考えてしまう程度には。

　ほどなくしてウェイトレスさんが戻ってきました。

「こちらをどうぞ」

　ことん、とテーブルに置かれたのは赤ワイン。注文した覚えはありません。

　シェフはパスタをおすすめする気を失ってしまったのでしょうか？　怪訝けげんに眉根まゆねを寄せる私に、ウェイトレスさんはご丁寧ていねいにカウンター席を手で指しながら、

「あちらのお客様からです」

　と一言。


「…………」



　そこには女性の姿がありました。歳は私と同じくらい。彼女はしばし私に手を振ったのちに、ワイングラス片手にこちらに歩み寄ります。

　その姿には見覚えがありました。

「こんばんは」

　金色のウルフカットで、黒い服に身を包んだ女性。

　見覚えしかありませんでした。

「またストーカーですか？」私は彼女に笑いかけていました。

　つい昼過ぎにお別れしたばかりのフレデリカさんの姿がそこにはありましたから。

　けれど。

「……何のこと？」

　彼女は不思議そうに首をかしげてから、私を指差し、「灰色の髪に、私と同じくらいの年齢の魔女──あなた、旅人のイレイナさん、よね？」と尋ねます。

　まるで初対面みたいに。


「…………」そこで私は気が付きました。



　目の前の彼女が私の知っているフレデリカさんではないことに。そもそも、塞ふさがれているはずの左目が、ごく普通に開かれていることに。

「ちょっとお話をしてもいいかしら？」

　彼女は自身をルナリークと名乗りました。





○






「パパとママからお姉ちゃんが私に会いたがっているって聞いて以来、私はいても立ってもいられなくなってね、私は毎日、噴水広場に通ったわ。仕事にも手が付かなかった」

　テーブルには赤ワインが注がれたグラスが二つと、空になったお皿が一つ。料理を味わっている場合ではなかったために手早く済ませました。

「今日お姉ちゃんが国に入ったことは、門兵から聞いたわ。お姉ちゃんの横にイレイナさんの姿があったことも含めてね」

「この国の兵士は随分とお口が軽いんですね」プライバシーという概念がいねんをもしかしてご存じないのでしょうか。

「知らないの？　幾らか金を渡しておけば門兵は色々と手をまわしてくれるのよ。手紙をお姉ちゃんに渡してくれたり──あとは、お姉ちゃんがこの国に来たことを知らせてくれたり、ね。私も両親と同じく今は国で働いているから、この程度は造作もないことだったわ」


「…………」



　姉妹揃ってストーカーじゃないですかどうなってるんですか、などと軽口でも叩きたい気分でしたが、見かけが似ているだけで、彼女は私の知っているフレデリカさんではありませんから、結局喉のどから出かかった文句は嘆息となって消えました。

「呆れるわよね。ごめんなさい。でも、私がここまで必死になるのには理由があるの」

「存じ上げています」

　彼女が私にコンタクトをとってきた理由などは推し量るまでもありません。「大方、彼女があなたをどう思っているのかを知りたいのでしょう？」

「……ええ」こくり、と彼女は首肯しゅこうします。「よく分かったわね」

「あなたと彼女の話はすべて聞かせてもらいましたから」私はやや遠まわしな言い回しを交えて、言いました。「随分と酷いことをなさったようですね、フレデリカさん」

「……お姉ちゃんにされたことは、今まで一度も忘れたことがないわ。傷はもう、残っていないけれどね」

　言いながら彼女は自らのお腹のあたりを優しくさすりました。


「…………」どう答えるべきか、どう言葉を語るべきか少し迷いましたが、結局私は、「彼女、今までのことをとてもとても後悔していましたよ」率直な言葉を彼女に投げるのでした。



　それは決して私から言うべき言葉ではないことは分かってはいましたが、けれど、私と一緒に旅をしてきたフレデリカさんが今、どんな人なのかを彼女は知りません。

　もしもそれが不安で再会に踏み切れずにいるのならば、私はそれを取り払いたいと、ただ単純に思ったのです。

　目の前のルナリークさんの真意を知りたい、という理由でもありましたけれども。


「…………」



　彼女はうつむきながら、血のように赤いワインをじっと眺めます。

　そして、やがて、

「私もね、とてもとても、四年前のことは後悔しているの」ゆっくりと、語りました。「お姉ちゃんと同じく、ね。会いたい理由は、ただそれだけなの」

「……そうですか」

　彼女は頷き、言いました。

「だからね、パパとママが四年ぶりにお姉ちゃんから手紙を貰ったとき、私は二人の反対を押し切って、絶対にお姉ちゃんともう一度会うことにしたの。パパとママを困らせたくなかったけれど、それ以上に、お姉ちゃんと会いたかったから」

　結局のところ、姉妹揃って同じ気持ちを抱いていたということなのでしょうか。

　……正直なところ、実は明日、フレデリカさんが本当に妹さんと再会できるかどうか不安だったので、こっそり見に行こうと思っていた節ふしが私にはあるのですけれど。残念ながら私が素直すなおさの欠片かけらもない人間ゆえにフレデリカさんには内緒ないしょでそのようなことをしようと思っていた節があるのですけれど。

　この様子ならば心配なさそうですね。

　姉妹の感動の再会に水を差すのも野暮やぼというものです。

「ねえイレイナさん。もしも明日、私たちの再会に立ち会うつもりなら、遠慮えんりょしてもらえないかしら？」


「…………」ですから彼女の言葉には虚きょをつかれましたし、驚きもしました。「……ええ、もちろん、そのつもりですけれど」



「よかった。明日はお姉ちゃんと二人きりでゆっくり話がしたいから」

「……そうですか」

　ところで重ね重ね言いますが、私は素直さの欠片もない人間です。





○






　ですから、その翌日はこっそり噴水広場へと足を運んでいました。

　昼の十二時を告げる鐘かねが街に鳴り響きます。広場の中央から空に向かって水を吐き出し続ける噴水の真横では、昨日まで短い旅路を共にしたフレデリカさんの姿がありました。

　片目が包帯で覆われているいつもの彼女は、いつもの服装でそこにいました。


「…………」



　そわそわと恋人を待つ女の子のように、落ち着かず、時折、髪形を気にかけたりしながら、彼女は待ち続けていました。

　視線を左右に振ったり、たまに振り返ったりしている彼女の傍で彼女に気付かれないようにするのはそこそこ難儀なんぎで、物陰からこっそり様子を窺う私も、彼女と同様に、噴水を見たり、かと思ったらよそを向いて平静を装よそおったり、そんな風に挙動きょどう不審ふしんな立振る舞いになりながら、彼女たちの対面を待ちました。

　私は少し不安だったのです。

　彼女たちが本当に分かり合えるのかどうかが。


「…………！」



　やがて噴水前で待つフレデリカさんが顔を綻ほころばせました。

　彼女の視線の先には、似たような顔立ちの女性が一人。ゆっくりと手を振りながら、その女性は、フレデリカさんのもとへと近づきました。

「こんにちは。お姉ちゃん」

　ルナリークさんが、そこにはいました。

　時間通り、十二時ちょうどに、彼女は噴水広場へと現れたのです。

　鐘の音は静かに鳴りやんで、やがて水音だけが彼女たちの周りには漂うようになりました。にこりと笑みを浮かべるルナリークさんに対して、しかしフレデリカさんは、やや緊張した面持ちで、うつむきがちに、彼女を見つめていました。


「…………」やがて、フレデリカさんは、ゆっくり口を開きます。「ルナリーク、あのね──」



　それから彼女が語った言葉は、これまで離れ離れになっていた四年間の思い出でした。

　旅を始めた頃は、辛くて仕方がなかったこと。本音を言うと、酷い仕打ちを受けたことに対して恨みすら抱いていたこと。

　けれど旅を続ける中で、考え方が変わったこと。

　もう一度一緒に暮らしたいと思うようになったこと。

　そして、

「今まで、本当に、ごめんなさい──」

　彼女はゆっくりと頭を下げて、そのように言いました。ただただ黙ってずっと今のフレデリカさんの話に耳を傾けていた今のルナリークさんに対して。


「…………」



　ルナリークさんは相変わらず笑みを浮かべていました。

　困ったように眉根を寄せながら、ただただ笑っていました。

「お姉ちゃん。顔を上げて」


「…………」



　そして、ゆっくり顔を上げたフレデリカさんに、ルナリークさんは歩み寄り、抱きしめました。

　強く、彼女を離さないように。




　杞憂きゆうだったと思いました。

　やはり姉妹の再会に水を差すのは間違いであったようです。この場に私の存在は不要ですね──。

　なんて、私はそんな風に思いながら、噴水から背を向けて、歩き始めました。

　きっとこれから二人の姉妹は、昔のように共に暮らしながら、昔とは違う関係性を築いていくのでしょう。

　それは何よりも、とても幸せなことのように思えました。

　ですから私は、その場から立ち去ろうとしたのです。

「お姉ちゃん。……フレデリカ」

　けれど私は勘違かんちがいをしていたようです。

　抱き合いながらもルナリークさんが滔々とうとうと語っている言葉には、棘とげがありました。とてもとても冷たい、棘がありました。

「私がどうして今日、ここに来たか、分かる？」

　違和感に気付いて振り返った頃には、すべて手遅れになったあとでした。

「お姉ちゃんからの手紙を貰ったときから、私はいても立ってもいられなくなったの。私もね、四年前のことは本当に後悔しているの」

　ずるりとその場に崩れ落ちるフレデリカさんの背中には、氷柱つららが突き刺さっていました。言葉にならない言葉を漏らしながら倒れるフレデリカさんを見下ろし、相変わらず笑みを浮かべながら、ルナリークさんは、言いました。

「四年前にあなたを──ルナリークを殺しておけばよかった」
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　前々日、私とフレデリカさんが野宿をしているとき、彼女は私に自らの過去を語ってくれました。

　幼い頃から親の愛情に飢うえていたこと。

　両親は妹のルナリークばかりを気にかけて、姉であるフレデリカさんになど見向きもしなかったこと。双子として二人が生まれてから、両親は色々な人から嫌われ、避けられ、その結果、より一層、フレデリカさんとルナリークさんを区別するようになっていったこと。

　結果としてフレデリカさんは、凶行に走ってしまったこと。

　──けれど。

「本当はね、私がルナリークで、故郷で待っているほうが、フレデリカなの」

　二人が、入れ替わっていることを。

「私がフレデリカになったのは、四年前のことよ。四年前に、フレデリカがルナリークを刺した日から、私はフレデリカになった」

　彼女はそれから淡々と語りました。

　四年前のある日。

　本物のフレデリカさんは、妹のルナリークさんに一つ魔法をかけていました。

　意識の複製ふくせいです。

　高度な魔法を、フレデリカさんは妹にかけたのです。

　本物のフレデリカさんの中にある、妹に対する憎悪を、彼女は妹に移したのです。意識と、そして記憶を、妹の頭の中に入れたのです。

　深い憎悪と絶望に囚とらわれたルナリークさんは、その後、自分と同じ姿をした姉に、刃を向けたのです。

　自分自身をフレデリカと思い込み。

　目の前の少女を妹のルナリークと思い込み。

　計画通り、ルナリークさんはフレデリカさんを刺して、結局、家から追い出されることとなりました。フレデリカさんは可哀想な被害者の妹を演じ、家に残りました。

「あの子は、人形遊びが得意だったから」

　すべては本来のフレデリカさんの思うがままに、ルナリークさんはまさしく人形のように、操られていたのです。

　本来のフレデリカさんを刺したルナリークさんは、その後、ご両親から勘当かんどうを言い渡されて家を追い出されました。そうして旅人のフレデリカとなったのです。

　一方で本物のルナリークさんによって傷つけられたフレデリカさんは、その後、心優しく、けれど可哀想かわいそうなルナリークとして、家族と共に住むようになりました。以前に比べて多少成績が落ちたところで、多少陰のある人間になったところで何も問題はありません。以前のような素晴らしいルナリークさんである必要はありません。

　酷い姉のフレデリカさんによって、ルナリークさんは心に傷を負っているのですから。

　以前と性格が多少変わったところで、誰も気付きはしないことでしょう。

　こうして二人の姉妹は、入れ替わったのです。

「旅を始めてから一年くらいは、自分がフレデリカだと思い込んでいたわ」

　旅を始めた頃の彼女は、復讐に囚われていたといいます。日がな一日、瞳の痛みを堪こらえながら国から国へと渡り移り、その合間もずっと、憎い妹のことばかりを考えて、過ごしていたそうです。

　けれど。

「でもね、分かるのよ。知識と経験は別物だもの」

　一年が過ぎた頃。故郷から随分と離れた頃に、今のフレデリカさんは、違和感に気付きました。

　はじめは些細な違和感だったといいます。使えるはずの魔法がなぜだか使えず、使えないはずの魔法が使えて、あれだけ好きだったはずの人形に何の感慨かんがいも湧わかず、人の目を見て話せないはずなのに、誰とでも気軽にお話ができました。

　寂しさを紛らわせるために、昔はお人形を相手にお話をしていたはずです。けれども、旅をしているフレデリカさんは、人形に魔法をかけても、上手うまく操ることができなかったのです。

　本当に自分はフレデリカなのかと、彼女はその頃から疑問に思うようになっていたといいます。

　そして旅を続ける最中で、疑惑はやがて確信へと変わりました。

「旅を続けて一年以上経った頃に、私の本当の記憶は戻ってきた。偽物にせものの記憶だと気付いたの」

　旅人の彼女の本当の名前はルナリーク。

　誰からも愛されていた、心優しい少女こそ、旅人のフレデリカさんだったのです。

「フレデリカが彼方のパラストメイラで生きてきた中での苦しみを味わえということなのかしらね。あの子は、そうして私と入れ替わることで、親からの愛情を独り占めにしようとしたのよ」

　そして実際、その目論見もくろみはうまく行ったのでしょう。

　故郷には今、偽物のルナリークさんが──心を病んだフレデリカさんが残っているというのに、誰も二人が入れ替わったことには気付いていないのです。

　両親でさえ。

「でもね、それは四年も前の話なの」

　フレデリカさんは優しく笑いました。「もう、分かり合ってもいい頃合じゃないかしら」


「…………」



「お姉ちゃんがおかしくなってしまったのは、私のせいだということも、分かっているの。お姉ちゃんの記憶の中にある私、とっても嫌な女だったから」

　本物のフレデリカさんに植え付けられた記憶は、まだ今のフレデリカさんの中には残っているのでしょう。

「もっとたくさん、話せばよかった。もっとたくさん、お姉ちゃんを慕したえばよかった。本当は、私がお姉ちゃんの支えになることだってできたはずなのに──」

　けれど四年前に、二人は決別してしまいました。

　十五歳までのフレデリカさんの記憶と、ルナリークさんの記憶を二つとも抱えているのが、今のフレデリカさんです。

　二人分の苦しみを抱えたまま、彼女は四年もの間、旅をしてきたのです。

「私は四年前のあの日から、これからも、フレデリカでいいから──」

　だから、もう一度、家族と一緒に、暮らしたい。

　それが四年間、フレデリカとして外の世界を旅してきたルナリークさんの願いでした。

「きっと、四年経った今なら、分かり合えると信じているの。お姉ちゃんも、私と同じように変わってくれていると、信じているの」

　四年の旅でフレデリカさんは変わりましたから。

　きっと四年経った今なら──大人になった二人ならば、四年前とは違った結論が下せるかもしれないから。

　今のフレデリカさんは、言いました。

「だからね、お願い。イレイナさん。明日は、私と今のルナリークの、二人きりで会わせてくれないかしら」

　目の前のフレデリカさんの決意に水を差すようなことは、したくないと思いました。

「そうですね。……では、明日、国に着いたら、そこでお別れとしましょう」

　そして。

　長々と続いた彼女の昔話は、四年間の旅路をひとり綴つづってきた彼女の一言で、終わりを告げました。

　曰いわく。

「私たちはね、生まれてきた国が悪かったのよ」
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　四年ぶりの再会を果たした今のフレデリカさんは、今のルナリークさんに、今までの四年間のことを確かに謝あやまりました。

「四年前にあなたがやったこと、私、全部思い出したの」

　噴水の前でそれから今のフレデリカさんが語った言葉は、これまで離れ離れになっていた四年間の思い出でした。

　旅を始めた頃は、辛くて仕方がなかったこと。本音を言うと、酷い仕打ちを受けたことに対して恨みすら抱いていたこと。

　けれど旅を続ける中で、考え方が変わったこと。

　もう一度一緒に暮らしたいと思うようになったこと。

　姉を孤独こどくにしてしまったことを、後悔していると。

　今のフレデリカさんは、確かに言いました。

　けれど今のルナリークさんに、言葉は届かなかったのです。

　地面に倒れたフレデリカさんの背中には、氷柱が突き刺さっています。血が零れ、フレデリカさんの身体は、震えていました。

「どうして──どうして分かってくれないの……！　お姉ちゃん……。私、私は──」

「パパとママに愛されてるあなたのことが、私は本当に、心の底から恨めしかった。憎かった。本当は私のほうが優れているのに」

　そして今のルナリークさんは、地面に横たわる妹の言葉を遮さえぎり、杖つえを向けました。「あなたがまた私と会いたがっていると聞いたとき、本当に信じられなかった──だって私はパパとママにわがままを言うような娘じゃないもの。どうして四年も経った今、会いたがっているんだろうって、本当に疑問だったけれど──なるほどね。記憶が戻ったのね」

　見下ろす瞳には、家族に対する愛情など微塵みじんにも残ってはいませんでした。

「でもね、記憶が戻ったのなら、尚更なおさら、あなたと生きていけるわけないじゃない。私はあなたのことが、心の底から、今も昔も変わらず大嫌いなんだから」

　そして杖を振るい。

　自らの名前をもった妹に、彼女は。

「さようなら、フレデリカ」

　別れを告げたのです。




　けれど。

　二人の間に、割って入る魔女が一人いました。姉妹の四年ぶりの再会に水を差す愚か者がそこにはいました。

「待ってください」

　私が、いました。

　結局のところ私は素直さの欠片もない人間ですから、本物であれ偽物であれ、フレデリカさんには今日、手出しはしないでほしいなどと言われましたけれども、従うことはできませんでした。

　ルナリークさんの名を語るフレデリカさんの杖を魔法で弾き飛ばした私は、そのまま、杖を彼女の喉元に差し向け、止めたのです。

「……ああ」

　宙を舞った杖はそのまま地面に落ち、そして、今のルナリークさんは、冷たく笑いました。「やっぱり、あなた、傍で見ていたのね──」

　私がこうして手出しすることも分かっていたのでしょうか。今のルナリークさんはさして驚くようなことはなく、ただあっさりと両手を挙げました。

「ここで魔法を放つのはやめてくれる？　私は魔女には敵かなわないし──それに、死にたくもないもの」


「…………」よくもまあ、直前まで妹を殺そうとしていた人間が言えたものです。「私は自分の手を汚す気はありませんし、あなたは生きて償つぐなわなければならないことがあるはずです」



　まだ武器を隠し持っているかもしれませんから、私はそのまま今のルナリークさんを拘束しました。縄なわを魔法で出して、ぐるりと縛り上げ、身動きを封じました。

　それなりにきつく縛ったつもりでしたが、しかしルナリークさんは涼しい表情のまま、

「そんなものないわよ」

　ただただ、笑うのでした。

「私はただ、自分の身を守っただけだもの──」

　その言葉が意味するところは、そのときの私には、分かりませんでした。
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　二人の再会は、そして終わりを迎えました。

「大丈夫ですか？　フレデリカさん」


「…………」



　言葉が返ってくることはありませんでしたが、私の知るフレデリカさんは無事でした。意識もはっきりとしていて、瞳も私を捉えていました。

　とてもぼんやりとした、朦朧もうろうとした、生気せいきのない片方の瞳でしたけれども──フレデリカさんは確かに息をしていました。

　氷柱を取り除き、治癒ちゆ魔法をフレデリカさんにかけたあとで、ルナリークさんを国の兵士に引き渡すことと相成あいなりました。

　既にぐったりとしているフレデリカさんの手を引きながら、私は、ルナリークさんをぐい、と強引に連行しました。ルナリークさんもフレデリカさん同様に、私に引っ張られている最中、何も語ることはありませんでした。

　ただ、しかし、フレデリカさんと違って。


「…………」



　ルナリークさんは沈黙をしながらも、ただただ、ずっと笑っていましたけれども。




　国の兵士にルナリークさんを引き渡す際に、私は、事の経緯を一から十まできっちりお話ししました。

　四年ぶりの再会を果たした二人の物語を──分かり合うことが終ついぞできなかった姉妹の話を、最初から、最後まで、満遍まんべんなく。

　しかし、

「そのような話は信じられません」

　兵士はルナリークさんを受け入れながらも、首を振りました。「妹のルナリーク様から、姉のフレデリカ様がどのような人間であるかは既に聞いております。今回、この彼方のパラストメイラへの入国に至った経緯も含めて、我々は彼女ら姉妹の関係に関しては既に知り得ております」

「……は？」

　何を言っているのか分かりませんでした。

　啞然あぜんとする私をよそに、兵士は、

「フレデリカ様はこちらで連行させていただきます」

　そのように言いながら、フレデリカさんを捕らえました。

「──ちょっと、何を……！」

　私は声を荒らげてフレデリカさんの手を、取ろうとしました。

　けれど、力を失ったフレデリカさんの手は、するりと私から離れて、結局、兵士たちに連行されてしまいました。

　すべてが最初から今のルナリークさんによって仕組まれていたことであったことに気付いたのは、そのときになってのことでした。

　今のルナリークさんからすれば、私が止めに入ろうとも、入らなくとも、別にどちらでも構わなかったのです。

　四年前に妹を亡なき者ものにしようとしてあえなく国から追い出されたフレデリカさん。彼女が四年ぶりに入国を果たし、妹と再会しようとしていて、健気けなげな妹は愚かしい姉の願いを叶えるために噴水広場へと赴おもむいたのです。

　この国の人からすればこれこそが真実で、つまるところ、私の知るフレデリカさんがたとえ命を落としてしまったとしても──途中で私のような人間が止めに入ったとしても、しかし今のルナリークさんを疑う人間など、この国にはいないのです。

　この国において、ルナリークさんは誰よりも素晴らしい心を持った健気な女性で。

　そしてフレデリカさんは、誰よりも醜みにくい心を持った女性だったのですから。

　噴水広場の前で倒れ、血を吐いていた今のフレデリカさんの姿は──その目の前で杖を握っていた今のルナリークさんの姿は、周りの目から見たら、どのように見えるでしょうか。

　一度ならず二度までも妹の命を狙おうとした非道な姉と、自分自身を守ろうとした健気な妹に、見えたはずです。

　戻ってきたフレデリカさんに対してルナリークさんがどのように手を下したとしても、罪に問われないことも分かっていたのでしょう。

　正当防衛が認められる、ということでさえ、彼女は分かっていたのです。

「フレデリカを国外への追放処分とする」

　ただただ、そのように宣告がなされたのは、それから数日が過ぎた頃のことでした。

　フレデリカさんは、彼方のパラストメイラから追い出されることになりました。同伴者どうはんしゃだった私も、彼女と同じく、国から放り出されました。入国禁止、とまでは言われませんでしたけれども──意味するところは同じです。

　私はもう、二度とこの国に入ることはないでしょう。
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　閉ざされた門を片目で見上げながら、フレデリカさんは呆然ぼうぜんとしていました。

　流れるように過ぎ去った数日は、彼女の中ではまるで幻まぼろしのように思えたのかもしれません。彼女は未だ、何が起こったのか理解できていないような、そんな表情を浮かべたまま、ただただ固まっていました。

「……フレデリカさん」

　私の声に気付いた彼女は、こちらに顔を向けます。

　笑っていました。

　とても、寂しそうに。

「ごめんね。イレイナさん。私のせいで、あなたまで追い出されることになって──」


「…………」こんなときにまで他人の心配をしてしまうフレデリカさんが痛ましくて、私は、顔を逸らしていました。「あなたのせいじゃありません。あなたが悪いんじゃありません……」



　私は、彼女の目を見ることができませんでした。どんな顔色を浮かべているのかも分からないまま、私はうつむき、言葉を紡つむぎます。

「私のほうこそ、ごめんなさい。あなたとの約束、守れませんでした」

　手を出さないでほしい──という言葉はどちらのフレデリカさんからも言われたことでした。

　けれども、私はどうしても、彼女たちを放っておくことができなかったのです。旅人らしからぬお節介せっかいを焼いてしまったのです。

　どうしても、みすみす彼女が亡き者にされるところを黙ってみていることができなかったのです。

　たった一夜共にしただけの彼女でしたけれども。

　私は、彼女に死んでほしくなかったのです。

「いいの」彼女は首を振り、視線を落としながら言いました。「助けてくれて、むしろお礼を言うのはこっちのほうなのよ」


「…………」



「酷いところを見せちゃって、ごめんなさいね」

　人を気にかけていられるだけの余裕なんて本当はないはずです。私に謝れるほどの余裕なんてないはずです。「イレイナさんは、これからどうする？　私はのんびり一人旅にでも戻ろうと思うんだけれど」

「……私も同じです」

「そう」

　強がっているのでしょうか。

　私が彼女に遠慮えんりょをさせてしまっているのでしょうか。


「…………」




「…………」



　国の門の前、私たちは互いに黙りこくったまま、ただ静かに時間ばかりが過ぎていきました。

　私たちは、ここで本当にお別れをしなければならないのです。

「……何か、私にできることはありますか」

　私はただ、彼女にかける言葉を探しながら、そのように、言いました。

　うつむいていた彼女は、その瞳をゆっくりと私に向けました。片方が包帯で覆われた蒼色の瞳は、光が失われているように見えました。

　それほどまでに、生気を失った目を、していました。

「……じゃあ、一つ、お願いを聞いてもらっても、いい？」

　口を開き、窺うように小首をかしげる彼女でした。

「何ですか？」

　私も同じように小首をかしげてみせると、彼女はためらいがちに、遠慮がちに、

「……頭を、撫でてほしいの」

　沈しずみ切った声色こわいろのまま、言葉を漏らしました。

「今までよく頑張がんばったねって、言ってほしいの」

　それは子供が親にするような、ささやかなおねだりのように思えました。

「ずっと我慢して、偉いねって、褒めてほしいの」

　たったそれだけのことを、彼女は最後に願いました。


「…………」



　ですから私は、言葉を返す代わりに、フレデリカさんの頭に手を添えたのです。

　髪はくしゃ、と私に指に絡からみました。私の手が乱した髪形を整えるように、私は、何度も、何度も、ゆっくりと、太陽のように柔らかくて、温かいフレデリカさんの髪を撫でました。

　私の手が触れるほどに、彼女の瞳は戸惑とまどうように揺れ動き、唇くちびるがやにわに震えていきました。両手の指先を絡めながら、ぎゅっとスカートを摑み、フレデリカさんはただ震えていました。

　旅人らしさも、大人らしさもそこにはなく。

　ただ傷ついた女の子が一人、いるだけでした。


「…………」私は、言いました。



　彼女がそう望んだように。

「今までよく頑張りましたね──」

　きっとこれは彼女がずっと、望んでいたことなのでしょう。

「ずっと我慢して、偉いですね──」

　私の知るフレデリカさんの中に植え付けられた、怨念にまみれた本物のフレデリカさんが、ずっと望んでいたことなのでしょう。

　幼い頃に、こうしてご両親が──誰かが、本物のフレデリカさんのことを認めてあげることができていれば──たったそれだけのことができていれば、きっとこんなことにはならなかったのです。

　妹を手に掛けることも。

　自分自身の記憶を押し付けて、ルナリークさんに成り代わることも。

　なかったはずなのです。

　たったこれだけのことができていれば、救われたはずなのに。

　誰も、こうすることが、できなかったのです。

　生まれてきた国が、ただただ、悪かったから。


「…………」



　胸が張り裂けそうでした。

　こんなにも傷ついても、こんなにも酷い目に遭っても、未だ自分の中にある姉のことを救おうとしている彼女のことが、私は痛ましくて、仕方がないのです。

　自分のことをまるで救おうとしない彼女が、悲しくて仕方なかったのです。

　だから、

「もう、自分のために生きてもいいんですよ」

　私は、頭に手を添えたまま、空いていた手で彼女を抱き寄せていました。

「この国の人々が、故郷のご両親があなたのことを見ていなくても──誰も今のあなたのことを見ていなくても」

　それでも、

「私は、あなたのことを見ています」

　今のあなたのことを、私は知っています──と。

「……っ」

　震えた彼女の指先は、私のローブにしがみつきました。彼女の温かい涙の感触が、私の胸元に伝いました。

「……もう少しだけ、こうしていても、いい？」震えた声が、胸元から漏れました。

　だから私は、

「ええ──」

　一層強く、彼女を抱きしめました。

　控えめで遠慮がちな嗚咽おえつがやがて涙にまみれた声に変わっても、誰の耳にも聞こえないように。

　離れ離れになっても、私が彼女を忘れないように。

　彼女が私を忘れないように。
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　私の幼い頃の話をしましょう。

　まだ誰にだって話したこともない、幼い頃の思い出話をいたしましょう。




　私の生まれ故郷こきょうである深い森のビエラは、伝統と風習を重んじる古風な国でした。

　国の周囲一帯が森に囲まれており、森を切り開いてできた街には、白いレンガの家々が並んでいます。私が生まれた当時でも既すでに国としては結構なご長寿ちょうじゅであったようで、民家たちは大概たいがいが古く、ひび割れているものや、あるいは蔦つたが伸びているものまでありました。

　まるで国が森の中に帰ろうとしているかのようなその様相ようそうは、ただ古めかしいだけでなく、国そのものが森と共にあるようにも見えて、私は好きでした。

　国の景色そのものは、好きでした。

　けれどこの国自体は、あまり。

「ああ、もう十二時なんですね──」

　休日の楽しみとして読書にふけっていた最中、ごうん、ごうん、と街中に鐘かねの音が鳴り響きました。毎日夜の十二時に、規則正しくこの街では鐘が鳴るのです。

　それは一日の終わりを知らせるため、という意味合いでもあるかとは思いますが、主だった理由は別のところにあるでしょう。

　この街には夜の十二時になると必ずやらねばならない決まり事があるのです。


「…………」



　私は窓を開き、目を閉じて、両手を組みながら星が瞬またたく空へと祈いのりを捧ささげました。

　目を閉じてきっちり三十秒。こうして祈り続けるというのが、この街における風習の一つでした。

　祈るようになるのは五歳の誕生日から。その日から、「鐘が鳴ったら夜空に向かって祈るのよ」と孤児院こじいんのお姉さんに言われました。

　当時まだ孤児院でぼんやりとした日々を送っていた私は、「分かりましたー」と曖昧あいまいに頷うなずき、夜十二時まで起きて、それから孤児院のほかの子たちと一緒に夜空に向かって祈るという生活を送るようになりました。

　あまり夜遅くまで起きていることが得意ではないうえに、いつも寝てばかりの私は、寝ぼけ眼まなこをこすりながら祈りました。立ったまま眠ることもしばしば。十二時を待たずに眠ってしまって孤児院のお姉さんに手ひどく怒られたこともありました。

　深い森のビエラでは、祈りをささげる風習は何よりも大事なことだったようです。

　一体こんなことに何の意味があるのかと常々疑問に思ってはいたのですが、この街において、そんな疑問を抱くのは私だけだったのでしょう。

　学友に聞いても、私を育ててくれた孤児院のお姉さんに聞いても、誰もその理由を知りませんでしたし、むしろ、

「そんなこと、考えたこともない」

　と首をかしげられる始末でした。

　孤児院のお姉さんに至いたっては、その疑問を口にしたとたんに裏に連れていかれて、「いい？　その質問をよそでは絶対にしちゃだめだからね」と強く強く念を押されたほどです。

　彼女はこのようにも言いました。

「この風習は私たちが生まれるよりもずっと前から続けられてきたことなの。──私はよそから引っ越してきた人間だから詳しくは知らないのだけれど、この国で行われている風習の多くは、理由を尋たずねることも禁止されている類たぐいのものみたいよ。だから、よそでは聞いちゃだめ」

　しーっ、と人差し指を唇くちびるに添えて、彼女はそのように言いました。

「タブーということですか？」なるほどふむふむ。

「ええ。祭儀さいぎに選ばれたくなかったら、なおさら、目立つようなことをしては駄目だめだからね」

　当時五歳の私に、彼女はそのように言って、私の頭を撫なでました。

　それからおおよそ九年の月日が流れた今でも、やはり当時から続けているこの風習には疑問を抱かざるを得ません。

　この国では毎年、春になると、祭儀と呼ばれる行事が執とり行われます。

　一年の豊作を祈るために、この祭儀に選ばれた女性は街の中央にある祠ほこらに籠こもり、夜通しで祈り続けなければなりません。祭儀に選ばれるのは基本的に一人ですが、年によっては二人になったり、三人になったりもするそうです。どういった基準で選抜されているのかは分からないのですけれど、そういった行事をこの国では毎年行っているのです。

　一体なぜこのような行事が行われているのか。

　実際に体験した人に話を聞いてみれば、もしかしたら真相しんそうが分かるのかもしれないとも思いましたが、残念ながら、十三歳になった今、そういったことを気軽に聞けるような間柄あいだがらの人間がそもそもいないのです。

　私が十歳の頃に祭儀に選ばれた孤児院のお姉さんも、それを最後に、この国から姿を消してしまいましたから。

　私はその日のことを、よく覚えています。

　何の装飾そうしょくもない白い衣装に身を包んだ彼女は、顔に綺麗きれいなお化粧けしょうをして、誰とも目を合わせることなく、虚うつろな目で地面を見つめながら、星が瞬く夜の中、人ごみに囲まれながら、祠の中へと消えていきました。

「この国に選ばれし名もなき少女が今、この祠に入られました──」

　祭儀を取り仕切るこの国の長おさが、そのように語りながら、祠を閉ざします。

　そして祠で彼女は夜通し祈り続けたそうです。

　この国の向こう一年の豊作を願って、ただひたすらに祈り続けたそうです。鐘が鳴り、私たちも祈り、そして眠りに落ちている間も、彼女は祈り続けたはずです。

　翌日になって朝早くに起きて、祠へと私は向かいましたが、しかしそのときには既に祠は開かれており、人が出入りしていました。

　彼女の姿はその中にはありませんでした。

　街の人たちは言いました。「あの子はもう、この国から出て行ってしまったよ」「この国の風習に疲れてしまったそうだ」「もう二度と帰ってくることはないだろうね」

　そうして、お別れの挨拶あいさつもできないまま、忽然こつぜんと、彼女は姿を消してしまったのです。




　それからは自力で色々と調べていました。

　学校に通い、孤児院に帰って、この国の書物が集う大書庫だいしょこへと足を運ぶ日々を、ここ最近では繰くり返していました。

　私が孤児院の人間であるからか、それとも私自身がそもそも人と関わり合いたくないと思っているからなのか、学友と呼べるような人間は、ただの一人もいませんでした。

　もしかしたらそういった事情もあって、私は大書庫での調べものにのめり込んでいたのかもしれません。

「……おかしいですね」

　しかしこの国の歴史書物は驚くほど少なく、分かる情報といえば、「大昔からこの国では不思議な出来事が相次いでいた」だとか、「この国は意思を持っている」だとか、そういったにわかには信じがたい、眉唾まゆつばというほかない伝承でんしょうあるいは口承こうしょう文芸ぶんげいの数々。

　資料本に至っては、巻数が虫食い状態になっていたり、そもそもよその国のことを書いてあるであろうページは塗りつぶされて読めなくなっていたり、そんな風に、恣意しい的と思えるほどに、この国の大書庫には、この国以外の情報がまるでなかったのです。常識といえるほど当然に私でさえ知っているようなことしか書かれていなかったのです。見える範囲の常識しか、大書庫には置いてありませんでした。

　では見えない範囲の常識は一体どこに置かれているのでしょうか？

「あのう、すみません。この本の次の巻、ありませんか？」

　虫食い状態になっている本を何冊か持って行って、私は司書ししょさんに尋ねました。

　司書さんは、じろりと私を見やったあとで、「……どうして読みたいのかしら？」と尋ねます。

　私は、「……ちょっと、興味本位で」とはぐらかしましたが、しかし司書さんは、「……残念だけれど、ここには置いていないわよ」と首を振りました。

　なるほど書物を調べるだけでは限界があるらしいと悟さとった私でした。

　ここまでくると好奇心は歯止めが利きかなくなるもので、私は結局、大書庫での調べものを諦あきらめて、別の手に出ることにしました。

「──ええ？　外の国のことかい？」

　深い森のビエラにはたびたび、商人ないし旅の方が訪れることがありました。当時の私は、商人や旅人が訪れるタイミングを見計らって、国の外の様子をインタビューして回りました。

「です。教えてください」ずい、と商人さんに顔を近づけて、私は言いました。「私は外の国に興味があるんです」

「……うーん」商人さんは困ったように笑いながら、目を逸そらしました。「……悪いな嬢ちゃん。この国の外のことをしゃべってはならないと入国のときにきつく言われていてな、言いたくても言えないんだよ。そういうしきたりらしい」

　その時知りました。どうやらこの国のしきたりは、外の国から来た人たちも強引に巻き込むものであると。

　ここまで隠されてしまうと余計に気になるものです。この国は何を隠しているのでしょうか？　もっとも、何を隠しているのかすら、この国の人たちは知らないのかもしれないのですけれど。

　とにもかくにも好奇心に火が付いた私は、それから旅人や商人に殊更ことさら話を聞いて回りました。さてそれではその成果をここに記すといたしましょう。

「ふむ。外の国のことが知りたい、か。ところでお嬢ちゃん、どうだね、私と一緒に来──」国の外には是が非でも出たいなと思ってはいますが商人さんと一緒は嫌です。お断りします。

「お嬢ちゃん。見てごらん、この蝶々ちょうちょ、結構な希少種でね、売ると高値がつくんだ。この国の辺りの森に生息しているみたいなんだけれど、君、何か知らない？」そもそも国の外に出たことありませんが、まあ蝶を見つけたら捕まえるようにしましょう。商人には渡しませんけれども。

「ほう。国の外が知りたい、か……。ではいいことを教えてやろう」おや有益情報な予感。「ところでその前に君、彼氏とかいる？　よかったらそこの喫茶店きっさてんで──」さようなら。

「国の外のことより俺のこと知りたいと思わない？　あ。思わない……？　ああ、そう……」

　というわけで。

　要するに。

　散々聞き込みをして分かったことといえば。

「ぜんぜんまともな情報が得られません！」

　夕方になり、再び大書庫に戻るなり叫ぶ私でした。

　そもそも何だというのですか。商人や旅人は下卑げびた考えを持ったくそやろうしかいないのでしょうか。誰も彼も二言目には可愛かわいいねだとかお茶しない？　だとか、そんな甘い言葉をささやくばかり。私はお話を聞きたいだけなのに誰も分かってはくれません。

　そもそもそれ以前に十三歳を本気で口説く大人しか来ないこの国って一体どうなんでしょうね。

　それから私がむすー、としながら本を開いた頃のことでした。

「図書館ではお静かに」

　どこからともなく、澄すんだ声が響き渡りました。「常識がないのかしら？」

　顔を左右に振って声の持ち主を探していると、視界に女性の姿が映り込みました。

　それは綺麗な魔法使いでした。

　髪は白に近い灰色。瞳ひとみは瑠璃るり色。黒のローブに三角帽子ぼうしといったシンプルな装よそおい。胸には星をかたどったブローチがありました。オシャレのつもりでしょうか？　歳は二十歳はたちを迎えているように思えましたが、正確な年齢は見ただけでは分かりませんでした。そこそこお歳としを召めしているようにも見えましたし、あるいは若さを持て余すほどに落ち着いているだけとも見受けられましたから。

　一体どこから現れたのか──いえ、もしかしたらずっとそこにいたのかもしれませんが──こちらを見ていた彼女は、それから私に近寄り、

「あなた、外の国に興味があるの？」

　と首を傾かたむけました。彼女の視線は、私の手元に注がれました。

　この国の資料本です。


「…………！」



　たかだか一冊の資料本を読んでいるだけの私を見ただけでそこまで分かるとは……！　魔法使い凄すごい……！

　などと内心でこっそり高揚こうようする私でした。

　恥はずかしながら私は深い森のビエラから未いまだ一度も出たことがないうえに、魔法使いというものと邂逅かいこうしたことがなかったため、魔法とは、魔法使いとは一体どのようなものなのかという知識をまるで持っていませんでした。

　そのため、目の前の彼女が私の求めているものをたった一瞬で言い当てたことには、驚嘆きょうたんよりもまず先に感動が押し寄せてきました。

　どうして分かったのでしょうか。

「ま、魔法使いさんって、もしかして人の頭の中が覗のぞけるんですか……？」

　驚きながらも、期待しながらも、私は彼女に聞き返していました。心が読める人間が魔法使いになれるのでしょう？　そうなのでしょう？

「いえ普通にあなたが国の門の辺りで聞き込みしてたの見てただけ」

　しかし私の期待に反してあっさり首を振る魔法使いさん。


「…………はあああああ」至極しごく大きいため息がどこからか漏もれました。「ああ……そうなんですね……」誰のものかと思ったら私のでした。



「露骨ろこつに落胆らくたんしないでもらえるかしら……」

　聞いたところ、どうやらこの魔法使いさんは私が聞き込み調査を始めるよりも数日ほど前に入国した旅人さんであったらしく、自由気ままに一人旅をしている最中なのだとか。魔法使いだけど正確には魔女よ、とも彼女は言っていましたが、そもそも魔法使いと魔女の違いがよく分かりませんでしたし、魔法使いが想像通りのものでなかったと分かった今となっては割とどうでもよかったために聞き流しました。要するに簡単にまとめると彼女は旅人です。以上。

「でも珍しいわね。この国の住民にも、この国のしきたりや風習に疑問を持つ子がいるなんて」

　あからさまに落胆する私を見つめながら、彼女はそのように言いました。


「…………」私は沈黙を返したのちに、「……あなたも、疑問を持つことはおかしいと言うんですか」と。



　そう返しました。やや棘とげのある口調になっていたことに、私は、彼女が眉まゆを少し動かしたことで知りました。

　彼女はそして首を振ります。

「いいえ。むしろその逆。感心したわ」


「…………？」



「この国にもまだまともな感性かんせいを持った子がいるんだなって、思っただけよ」

　彼女の言いたいことはよく分かりませんでした。

　私がそんなことを考えていることが分かったのでしょうか、やはり魔法使いは心が読めるのでしょうか、彼女はそれからも首をかしげ続けていた私に、このようにも言いました。

「ルールや規則というのはね、そうすることで得をする人間がいるからできるものなの。疑問を抱くことはよいことだわ。自分が得をしているか損をしているのかも分からないこの国の多くの人間に比べれば、あなたはよほど利口よ」

　などと。

　この国の人たちの言葉を借りるならば、あるいは、この国の人間らしい答えをここで用意するのならば、私が答えるべき言葉は一つでした。

「そんなこと、考えたこともありませんでした」

　素すっ頓狂とんきょうな顔をしてそんな言葉を口にする私に、魔法使いさんは笑います。

「まあ自分が利口かどうかを考えるような人間ではなさそうですものね、あなた。ちょっと間の抜けた顔をしてるし」

「……今馬鹿ばかにされたことだけは分かりました」

「分からなかったら大概よ」呆あきれかえって彼女は嘆息たんそくを一つ。

　なんとなくですが、私は、この人ならば、私が期待する言葉を返してくれるような気がしました。私が日中に会ったろくでもない旅人や商人たちと違って、彼女ならば、私の欲求を満たしてくれるような気がしました。

「……あの」だから私は、彼女を見て、言ったのです。「魔法使いさん、外の世界のこと、教えてもらえませんか？」と。

　ほんの少しの勇気を振り絞って口にしたその言葉に、彼女はあっさり頷きました。

「いいわよ」

　けれどそのあとですぐに首を振りました。「でも今日はだめ」

「どういうことですか？」

「もうすぐ陽が暮れるもの」

「……どういうことですか？」

　意味が分かりませんでした。

　焦じらされてややもどかしさを覚える私でしたが、彼女はそんな私をなだめるように、肩にそっと手で触れて、

「明日だったらいいわ。でも今日はだめなの」

　同じ言葉を繰り返しながらも、笑みを浮かべ、大書庫の窓の外に目を向けながら言いました。

「今日はね、夜空がとても美しくなる一日なのよ」

　窓の外は既に星屑ほしくずが浮かび上がるほどに真っ暗になっていました。

　美しくなっているのかどうかは、ここからではよく分かりませんでした。







　また明日、大書庫に来なさい。そうしたら、色々と教えてあげる。

　彼女は私に一日のお預けを食らわせてから、大書庫からいなくなりました。彼女がいなくなってから、少しの間、本を読んでから、私も大書庫を後にしました。

　その日は星空がとても綺麗な一日でした。

　空には雲が一つとしてなく、きらきらと瞬く星々は、まるでそのまま地上へと降り注いでしまいそうなほどに、どこまでもどこまでも広がっています。

　綺麗な空がそこにはあって、街の人々も、通りに集まっていました。


「…………」



　いえ。

　どうやら街の人々が通りに集まっているのは、私とはまるで別の事情によるものであるようです。

「ああ大変だ……！」「何ということなの……！」「何あれ……！　怖い……！」

　人々のざわめきは、星々の美しさなど目もくれず、ただただ西の空に注がれていました。


「…………」



　しかし確かに、星々の美しさなどどうでもよくなるくらいに、奇妙なものが、確かにそこにはありました。

　夜空に浮かび、輝いている星々。それよりもひときわ輝く大きな星が、ありました。まるで空の彼方かなたからどこかへと向かっているように光り輝く尾を引いて、奇妙きみょうな星は、忽然こつぜんと姿を現したのです。

　昨日までは確かになかったはずです。突然現れたその星に、街はどよめき、方々ほうぼうから「不吉だ」「天変地異てんぺんちいの前触れだ」などと混乱が生じていました。

　私はその妙な星を見るのは生まれて初めてのことでしたが、この街の大人たちは少なからず見覚えがあるようでした。

「二十二年前の死の星がまた現れた──」

　誰かが、そのように言いました。

「早く、また祭儀を行わないと手遅れになる──」

　誰かが、そのように答えました。

　私が生まれてから十三回目の春が訪れたことに気付いたのは、そのときになってのことでした。

「────」

　そして、私の意識が曖昧になり始めたのが、その辺りからのことでした。

　街の様子を窺うかがっていた私の口元に、後ろから誰かが布切れを当てがいました。息苦しく、何か妙な匂においもしました。息を吸い込むと、そのたびに、頭がくらくらとして、身体が眠る準備に入り始めました。身体は徐々に重くなり、瞼まぶたも重くなり、やがて私は、路上で意識を失ったのです。




「──おめでとう。あなた、今年の祭儀に選ばれたのよ。これは光栄なことなのよ」誰かが私に言いました。

「──さあ、この服に着替えなさい。祠で祈るためには、この服に着替えないといけないの」他の誰かが言いました。

「──あら素敵。とってもぴったりだわ」またほかの誰かが、手を叩たたいて喜びました。

「──準備はできたわね。それじゃあ、祭儀に行きましょうか？」そして誰かが、私の手を引いて、歩き始めました。

　それから何日の時間が流れたのかを私は正確に憶おぼえていません。夜十二時に祈る習慣があるのですから、その回数を数えれば自ずと答えが導き出されるはずなのですが、それすらできないほどに、私の頭は、その日からずっとぼうっとしていました。もしかしたら一日も経たっていないのかもしれませんし、一週間ほどの時間が流れていたのかもしれません。


「…………」



　私は気付けば祭儀に選ばれていました。しかし疑問に思うこともありませんでした。なぜ疑問に思わなかったのかすら疑問に思えませんでした。頭を働かせようとすればするほど、私の頭はそれを拒み、ただただ、祠に向かって足を進めるのです。

　祠が開かれた頃に、私は拒もうとしましたが、しかし身体は吸い込まれるように歩き続けます。

　中では蠟燭ろうそくが幾つか揺ゆれていました。

「この国に選ばれし名もなき少女が今、この祠に入られました──」

　私の背後で、この国の長がそのように語っているのが聞こえました。振り返ろうとしましたけれども、そのときには既に、祠の出入り口は閉ざされてしまいました。

　月明かりすら届かない暗闇には、蠟燭の僅わずかな光だけが漂ただよっていました。


「…………」



　この祠の中に妙な匂いが漂っていることに気付いたのはそのときのことでしたが、既に私は、正常な判断力をまるで失ってしまっていました。

　私は祠の奥の奥へと続く細い道を、歩き始めたのです。最早もはや私の身体は、私の意思など聞きもせずに、ただただ傀儡くぐつのように動くばかりでした。

　祠の奥のほうには蠟燭すらありませんでした。暗くて、じめっぽくて、どこからともなく漂う妙な匂いが濃さを増すばかり。

　ほどなくして私は、立ち止まりました。

「……ああ」

　祠の奥には、花が幾らか咲いていました。白くて、綺麗な花が、咲ていました。

　たくさんの骨の上に、咲いていました。今しがた私が身にまとっている服とまるで同じ服を着込んだ白骨死体たちの群れの上に、花は綺麗に咲き誇っていました。

　私はこのときになって、ようやく気付いたのです。

　私にたくさんのことを教えてくれた孤児院のお姉さんが、この国から立ち去ったわけではないことに。

　祭儀の本当の目的に。

　気付いたのです。

「そんなこと、考えたこともありませんでした──」

　口々にこの国の人々が、風習やしきたりについて尋ねられてもそのように答えていたのは、誰も疑問に思わなかったからではありません。

　疑問に思った者の誰もが、消し去られていたからだったのでしょう。

　孤児院のお姉さんも、その中に一人として選ばれてしまっただけなのでしょう。

　この国は、私が思っていた以上に、まともではなかったのです。

「ああ、ああ……」けれどすべてに気付いたときには、何もかもが遅すぎたのです。「いやだ……やだ……！　私はまだ、死にたく……ない……！」

　月明かりすら届かないような密閉された空間の中で、私の判断力を鈍らせる妙な匂いは、徐々に徐々に強く、濃くなっていきました。

　蠟の中に匂いが混ぜられているのでしょうか。それとも目の前の花から発せられている匂いなのでしょうか。

　考えようとしても、逃げようとしても、けれど、徐々に私は、身体の自由を奪われていきました。

　星が瞬く空の下で、口に布をあてがわれたときのように、私は、そして、たくさんの骨たちの上に、倒れました。

　息が苦しくて、呼吸もままならなくなりました。眠気ねむけばかりが、私の瞼に覆いかぶさりました。

「どうして、こんなことに……」

　──また明日、大書庫に来なさい。そうしたら、色々と教えてあげる。

　その明日がもう二度と訪れることがないと分かったとき、私は無性に悲しくなりました。せっかく話が通じそうな人に巡り合えたというのに。せっかく楽しくおしゃべりできる時間ができたというのに。

　約束も果たせないままに、私は、ここで、命を落とすのでしょう。

　ああ、どうせなら、あの魔法使いさんの名前を、聞いておけばよかった──。

　なんて、私は、ぼんやりと思いながら、重く重くなってゆく瞼を、ゆっくりと閉ざすのでした。

　誰もが同じ方向を向いている国の中で、ひとりよそ見をしていたばかりに、敵とみなされ、閉じ込められて、息もできなくなりました。

　瞼を閉ざしたほんの一瞬で、私は色々な景色を見ました。走馬燈そうまとうというものでしょうか。孤児院で過ごした日々が、大書庫で本を読みふけった日々や、夜の祈りに間に合わずに怒られた記憶や、そして祭儀に選ばれたお姉さんをただただ眺ながめていた愚かしい記憶が、そんな私の日常が、私の頭の中で流れては消えていきました。

　そして。

　やがて。

　私は、短い十三年の生涯しょうがいに、幕を下ろしたのでした。





○






　この地域では、二十二年に一度の周期で、それはそれはとても綺麗なほうき星が見られるそうです。

　今年の春は丁度ちょうどその節目ということもあり、近隣の国々ではこぞってほうき星にちなんだグッズを売ったり、あるいはそういった類たぐいのお祭を催もよおしたりして、観光客に手招きをしておられました。

　自由気ままに旅をしているだけの旅人たる私も無論、その餌食えじきとなり、色々な国で色々な物を買わされそうになりました。

　たとえばそれは「ほうき星パンだよ！」などと語る露店ろてんのおば様によるただのパンだったり、あるいは「この石ころはね、ほうき星の破片はへんでできているの」などと語る古物商こぶつしょうによるただの石ころだったり。

　恐らくは二十二年に一度のほうき星との再会に沸わく観光客は誰も彼も頭の中がお花畑になっている阿呆あほうばかりなのだろうと思われているのでしょう。こんなふざけた商売が成り立っているだなんて腹立たしいことこの上ありませんね！

「ふむふむ」というわけで、それはともかく、もぐもぐとほうき星パンを咥くわえながら、ほうきを飛ばすお行儀ぎょうぎの悪い魔女とは、一体誰か。

　そう、私です。


「…………」



　おやおや結局ほうき星パンを買っているじゃないかどうなってるんだよとお尋ねする声がどこからともなく聞こえてきたような気がしますが、しかし勘かん違ちがいはなさらないでもらいたいものです。私は決して露店のおば様に騙だまされてパンを購入したわけではないのです。

「この辺りに深い森のビエラという国が昔あったみたいなのですけれど、何か知りません？」

　そう、賄賂わいろです。つまるところ「あなたが売ってるこのパン一つ買ってあげますから、有益な情報寄越よこしてくださいこのやろー」と、私は申し上げたのです。

　残念ながら私が今しがた目指している深い森のビエラは、とうの昔に国民たちから見放されて廃墟はいきょになっておられますから、地図に載っていないのです。ゆえにおばばを買収してとっとと所在地をゲロさせようと思った次第です。

「へえ。あんた深い森のビエラに行きたいのかい？　困ったねぇ……あの国があったのはもう随分ずいぶんと前のことだからねぇ……覚えてるかしらねぇ……。記憶が曖昧だねぇ」

「ふむふむ」

　パンを買うだけでは喋しゃべりませんか。そうですか。なるほどなるほど。

「これどうぞ」賄賂として金貨一枚が贈呈ぞうていされました。

「深い森のビエラの場所ね。完璧に覚えとるわ。ちょっと地図貸してごらん」

　あっさり場所を地図に記すおばば。なんとちょろいのか。

　というわけで、そんな経緯があって、私は今しがた、ほうきを飛ばしているのです。金貨が一枚犠牲になってはしまいましたが、まあいいでしょう。必要経費です。

「でも、あんた、こんな国に一体何の用なんだい？　ここには何もないよ？」

　地図に場所を書いたときに、露店のおば様はまるで変人でも見るかのように目を細めて私を見上げておられました。

　何でと言われましても。困ったものです。

　私がこれから向かう先には何もありません。街は私が生まれるよりも前に民に捨てられ、置き去りになった街並みだけがただただ寂さびしく余生よせいを過ごしておられるといいます。当然、人がいませんから、明かりもなく、そしてどこよりも静かであることでしょう。

「だから行くんです」

　きっとそこから見上げる空は、どこの国から見る空よりも明るくて、綺麗でしょうから。




　ところで理想と現実は大体違うもので、予想を裏切られた、などという経験は、旅をしていればままあるものです。

　深い森のビエラも、そのうちの一つでした。

「……何ですかこれ」

　しかし偏ひとえに理想と違ったといっても、予想を裏切られたといっても、この国に関してはそうではありませんでした。

　地図に指示された場所──深い森を進んだ先にあった国の廃墟は、おかしな様子に包まれていたのです。

　人がいなくなったことを好機とみなしたのか、街並みには緑が紛まぎれ込んでいました。昔は白く、美しい街だったのでしょう。けれど通りに並ぶ民家たちには蔦が這はい上がり、巻き付いています。

　私が歩く大通りも、石畳がかつては敷き詰められていたのでしょうけれど、その合間から雑草が伸びて、色とりどりの花を咲かせていました。

　よもやこの国の廃墟には、人など住んではいないのです。

　ここまでは、予想の範囲内。

　予想外だったのは、街の一角。ちょうど右側に見える住居の一つでした。

「はい。それじゃあ皆さん。今日はお歌を歌いましょう。何か歌いたい曲はある？」

　小さな窓から見えるその景色の中には、子供たちに向けて笑顔を振りまく女性の姿がありました。

　おやおや。人、いるじゃないですか──などと、ふらふらと近寄ってみると、しかし子供たちと女性の姿は、まるで一瞬の幻まぼろしであったかのように消えてしまいました。

　その場に残ったのは、この街のほとんどの民家と同じく古ぼけている住居だけ。どうやら孤児院であったようですが──幾ら近づいても、幾ら目を瞬しばたたかせても、女性と子供たちが再び私の前に姿を現すことはありませんでした。

「おめでとう！　あなたは祭儀に選ばれたのよ──」どこかで誰かが、誰かに向かって言っていました。「さあ、これに着替えて頂戴ちょうだい──」目を向けると、壮年そうねんのおばさんが若い女性に白い服を手渡していました。

「不吉な星が以前現れてから二十二年が経った──」「時期が来たな」しばらく進むと、街の路上で大人たちが話し合っていました。「とすると今年の春も、また現れるのか」「まず間違いはないだろう」「どうする？　誰を祭儀に選ぶ？」「……そうだ。丁度いい娘がいるぞ」

　私は彼らに話しかけてみようと思い、近づきましたが、しかし彼らは私が幾ら近寄っても見向きもせず、小難しい表情で何かを相談するばかり。

　やがて私は「あのー」と男たちの間に割って入ってもみたのですけれど、

「あの娘はこの国のしきたりに疑問を持っているらしい」「近頃は大書庫で調べものもしているそうだ」「司書からの密告があったから間違いない」

　無視でした。

　私など見向きもされませんでした。試しに「こんにちはー」と男の前で手を振ってみたり、「お元気ですかー」と飛び跳ねてみたり、「旅の魔女のイレイナというのですけれどー」と頭を左右に振ってみたりもしましたが、しかしやはり男たちは依然として無視。

　ここまで存在を蔑ないがしろにされるとさすがの私も多少なりともむかっ腹ぱらが立つものです。

「ちょっと。聞いてるんですか──」と、私は、男の一人の肩に、触れようとしました。

　手を伸ばしました。


「…………」



　けれど私の手は男の身体をすり抜けてしまいました。力有り余って私は伸ばした手で、肩から先を思いっきり両断したような形になってしまったわけですが、しかし男はといえば依然いぜんとして深刻な顔をしたまま、

「では手筈てはず通り、今年も祠に娘を閉じ込めよう──」

　そのように語りながら、街の向こうに目を向けるのでした。


「…………」



　なるほどどうやら私はこの国に幻覚を見せられているらしいと気付いたのは、その頃になってのことでした。

　男が目を向ける方向には、小さな小さな建物が一つ、佇たたずんでいました。




　この国の中央にあった祠も他の建物たちと同様に時間経過とともに古ぼけておられるようでした。扉には封をするように苔こけが生むしておられます。


「…………」



　私には触れることのできなかった彼らが交わしていた言葉が少しばかり気になって、私は、祠の扉に手をかけていました。

　もしも彼らの話が真実ならば、この国には、小さな建物の中に少女を閉じ込めるような、そんな残忍ざんにんな風習があったということです。

　なんとなく中が気になったのです。

　要するに興味本位です。

「こんにちはー……」

　ぎい、と苔まみれの扉は、押すと簡単に開かれてくれました。扉の外を覆っていた苔はどうやら中にまでその手を伸ばしていたらしく、陽の光が差し込む祠の中は、緑で覆われていました。

　足を踏み入れてみれば、ぐにゅりと足元が軋きしみました。祠の中には驚くほど何もなく、拍子ひょうし抜けするほどただの空洞が広がっているばかり。

　民に見捨てられた無人の国。その中央に静かにたたずむ意味深長な一つの祠。私はてっきり、この中にお宝でも入っているものかと思ったのですけれど、そんなことは一切なく、中を幾ら歩いてもあるものはただの苔ばかり。

　奥まで進んでもそれは同じでした。

　何もありません。おやおやこれはつまらない。白い服を着た黒髪の少女が一人、雑草の上で横たわっていましたが、しかしこれもどうせ私が先ほど見たような幻覚の一つでしょうし、結局のところそれは何もないのと変わりません。

　人に見捨てられたミステリアスな国に何か面白い物でも残っているかも──などという思惑おもわくこそ、それこそただの幻想にすぎないのかもしれません。

　などと私が期待に裏切られて落胆らくたんしているときのことでした。祠の奥へと歩みを進めているときのことでした。

　ぐにゅり。

「ふぎゃっ」

　足元で声が漏れていました。苔を踏むはずの足から変な感触が伝いました。


「…………」



　どうせ黒い髪の少女も幻覚だろうと思い込み、私は彼女をないものとして、歩みを進めていたのですけれども。

　はてさてどういうことでしょう？　私の足は彼女の顔を踏みつけておられます。身体を通り過ぎることなく、確かに、足元で、私は彼女に触れているのです。


「…………えっ？」何ですか？　まじですか？　私は大層青ざめながら自らの足をどかして、彼女の傍かたわらにしゃがみ、手を伸ばしました。



　頰ほおをつついてみました。ふにふにと柔らかい感触が返ってきました。

「……うう」と黒髪の少女が呻うめき声を漏らしました。

　ぺちぺちと今度は頰を叩いてみました。明らかに触れた感触があります。

「……いたい」明らかにここに彼女は存在しています。


「…………」



　私はしばし黙りました。

　なるほどなるほどどう見てもこれは生きてますね……。

　どう考えても幻想ではないですね……。

　……いえ、というか。

　まさかこんな場所に生きた人間がいるなどと誰が思うことでしょうか。





●






　私は確か死んだはずでしたが、そんな気がしていたのですが、しかし目を覚さますと、明るい空が広がっていました。

　眩まぶしいくらいの青空がそこにはありました。

　目を細めて、視線を逃がすと、本棚が縦に伸びていました。蔦がまとわりついて、とても読めそうになさそうな本たちが、棚の中で並んでいます。

　どこかその景色には見覚えがあるような、ないような、奇妙な感覚でした。

　見かけは確かに紛れもなく大書庫です。けれど、私の記憶にある大書庫とは随分と様変わりしているように見えるのです。

「……ここは？」

　一体、どこでしょうか。

　私が身体を起こすと、傍らで誰かが「あら」と声をあげた気配がありました。

「お目覚めで？」

　その声に引っ張られるように振り向くと、灰色の髪をした魔法使いさんが、私に顔を向けていました。

「すみません。どういった経緯であなたがあそこで寝ていたのかは分かりませんけれども、あのままあの場に放置しておくのも気が引けたので、運んできちゃいました」


「…………」



　私には今、何が自分の身に起こっているのかが理解できませんでした。

　尾を引いて輝く星を西の空に見たその瞬間からの出来事は、まるで夢か幻のようにぼんやりと私の中に残っていたのです。

　知らず知らずのうちに祭儀に選ばれて、気が付いたら身体が言うことを聞かなくなっていて、そしてこの国によって殺されそうになり、目が覚めたら見覚えのない大書庫に知らない人といて、そんな風にめまぐるしく記憶はめぐり、どこからどこまでが現実なのか、ひょっとしたら全部夢なのかさえもよく分からなくなるほどでした。

　もしかしたら、祠の中で嗅かいだ匂いのせいで、私の頭はまだぼんやりとしているのかもしれません。


「…………」



　ただただ曖昧なばかりの私の記憶の中で、何よりも鮮明に残っていた恐怖が、私の胸から離れることはありませんでした。

　私は怖かったのです。誰もが同じ方向を向いているこの国が。誰も疑問を抱かないことに疑問を抱いてしまった自分が。興味を向けたばかりに命を狙われたことが。私に優しくしてくれた人がとうの昔に死んでしまっていたことが。

　怖くて仕方なかったのです。

「……あ、う……っ」

　頰を温かい感触が伝いました。視界がぼやけて、口元が震えた頃に、私は涙が流れていることに気付きました。涙など流すまいと口元を結んで堪こらえようとしましたが、無駄な抵抗をすればするほど私の涙は抑えが利かなくなりました。

　私が想像していたよりもずっと、私自身が恐怖をしていたのです。

　突然泣き出した私を見て、目の前の魔法使いさんは、困ったように笑いながら、

「怖い夢でも見たんですか？」

　と、優しく、頭を撫なでてくれました。

　髪を撫でる手の夢でも幻でもない温もりに、私は殊更、涙を流し続けました。





○






　突然彼女は泣き出すものですから、私はてっきり知らず知らずのうちに不味まずいことでもしてしまったのかと内心大層慌あわてたりしたのですが、泣き止んだ彼女がぽつりぽつりと語ったのは、私とは何ら関係のないこの国の物語でした。

　あるいは一人の少女のただただ不幸な出来事の顚末てんまつ。ただ好奇心があったばかりに命を狙われてしまった不幸な少女の物語でした。

　しかし彼女の話が事実だとするのならば、彼女が体験してきたことが夢でも幻でもないというのならば。

「……つまりあなたは随分と前──恐らく二十二年以上前から来た人、ということですか」

　ほうき星は二十二年に一度見られるものですから、目の前の彼女は最短でも二十二年あるいはその倍以上前の人間、ということになります。「にわかには信じがたい話ですけれど……」

　そもそも一体どうして二十二年以上前から──と思いもしましたが、しかしよくよく考えてみればこの国の門をくぐってから不可解な現象としか遭遇していません。
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　恐らくただの廃墟であるはずのこの国自体に何らかの異変が生じているのでしょう。彼女も、私も、私が見かけた幻想たちも、きっとその異変の一つの過ぎないのです。

　けれどどちらかといえば、私よりも彼女のほうが、自分の置かれた状況には戸惑とまどいを隠せないことでしょう。閉じ込められて、目を覚ましたら二十二年以上時間が経っていました、なんて、意味不明にも程があります。

　私と言葉を交わしたことでこの国がとうに滅んでいることを知った彼女は、


「…………」自らが座る大書庫の椅子いすから天井てんじょうを見上げながら、「……じゃあ、私は今、未来にいるんですか」と呟つぶやきました。



　冷静のように見えた彼女ですが、

「……これは……もしや、夢？」

　自らの頰を全力で引っ張って「いひゃい……」と涙目になっている辺りから察するにあまり冷静ではないようです。千切ちぎれますよ。大丈夫ですか。

「おかしいです……いたい……」引っ張るだけでは飽き足らず、この辺りでビンタを始める彼女。マゾヒストなのでしょうか。大丈夫じゃなさそうですね。

「おやめなさい。綺麗な顔が台無しになりますよ」などと私が彼女を止めたときには既に頰は赤く腫はれておられましたが。


「…………」涙目の彼女はそれからむううう、と唸うなりながら辺りを見回し、「……これは、マジなんですか？」と一言。



「ご覧の通りマジです」

　私は頷きました。「あなたがいた頃の時代よりも随分と平和になっています」

「……滅んでるだけじゃないですか」

　そうですね。

「だから言ったんですよ」




　もしかしたら目の前の黒髪の彼女と私は似ているところがあるのかもしれません。

　一度好奇心に火が付いてしまうとどうしても歯止めを利かせることが難しくなるもので、要するに気になり出すと気になって仕方がなくなるのです。

　この国においてもそうでした。

　滅んだ理由を確かめようと思ったのです。理由を探るために大書庫という場所は最適ですから、とりあえず程度に本を片かたっ端ぱしから棚たなから引っ張って、緑が巻き付いたテーブルに並べて、私は一つ一つ、読んでいきます。




　滅んだ理由が分かれば、もしかしたら、彼女を元の時間まで戻す手がかりが得られるかもしれない、とも思いましたから。

「えっ。別に私、元の時間に戻りたくないんですけど」


「…………」



　あなた、どうせ暇ひまでしょう？　暇なら私の調べものの手伝いをしてくれません？　と私は彼女の手を借りようとしたのですけれど、彼女は「え？　何でそんなことしなきゃいけないんです？」と首を傾げるばかりでした。

　おかしいですね……回想の中ではもう少し生真面目きまじめな子だったはずなんですけど……。

「いえ、あれは別に気になることがあったからああして調べていただけで、私自身は別にそこまで真面目な人間ではないです」

　あっさり首を振る彼女。どうやらこちらが素の彼女らしいです。「むしろどちらかと言えば一日中寝ていたいです」なるほどどうやら随分とぐうたらな性格のようで。

　そのうえで彼女は、

「ところで魔法使いさん、お願いがあるのですけれど」

　などと言いながら、ずい、と私に顔を近づけてきました。青く綺麗な瞳が私を覗き込みます。

　そして吐息といきがかかるくらいの至近距離で、強い意思をもった目で、彼女は私に向かって、言うのです。

「魔法、教えてくれませんか」と。

「えっ。いやです」即答しました。

　見ての通り私は現在調べもので忙しいのです。

「だめです。教えてください」ダメとは何か。

　どうせ暇でしょう？　暇なら私に魔法を教えてくれてもいいじゃないですか、と彼女はややむくれながらのたまいました。


「…………」



　やはり私と彼女は似ているところがあるようです。


　私は、結局、「教えてください」「いやです」「教えてくださいってば」「いやですって言ってるじゃないですか」「教えてくれないとあなたが私を誘拐ゆうかいしたと吹聴ふいちょうして回りますよ」「……いやここ誰もいませんし」「ともかく教えてください」「…………」などというしょうもないやり取りを経たあとで、



「……私の調べものを手伝ってくれるのならば、いいですよ。見返りとして魔法を教えてあげます」

　折れました。

　彼女が過去から来たことに関しても、ここが滅んだ理由に関しても、正直なところ、分からないことづくしなわけですが、しかし彼女が過去に戻る可能性を考えた場合、多分、ここで魔法を教えることは無駄むだにはならないでしょう。

　私は彼女に手を差し伸べました。

「そういえば名前、まだ言っていませんでしたね──」

　まあ、彼女が魔法を使える人間かどうかは分からないのですけれど。

　魔法が使えないのであれば、大人しく私の調べものを手伝ってもらうとしましょう。彼女がここに来た理由も、過去に戻らない方法も、できればそのときまでには見つけられればとも思います。

「私は灰の魔女イレイナ。旅人です」

「……ありがとうございます」

　私が伸ばすその手を、彼女は軽く握り、少しだけ恥ずかしそうに笑いました。

　そして。

「私の名前は──」

　彼女は、私に言いました。

　魔法が使える人間なのかとか、どうして過去からやって来たのかだとか、私と彼女は似ているだとか、そんなことが些細ささいな問題に思えるくらいに、信じられない名前を、彼女は口にしました。

　肩にかかるくらいの黒髪に、青く綺麗な瞳の彼女は、口にしました。

　曰いわく。

「フランです」

　ただの、フランです。と、彼女は、そのように笑いかけたのです。





○






　この時点で判明したことは幾つかありました。私の師匠ししょうとして色々と教えてくれたぐうたらな魔女たる星屑の魔女フランは実のところ過去に私と会ったことがあり、どうやら彼女はそれを今までずっと私に秘密にしていたということと、そして目の前の彼女はどうやらいずれ過去に戻らねばならないということで、いえ、それ以前にしかし見れば見るほど確かに目の前の彼女は私の師匠たるフラン先生そのものでああ昔はこんな顔をしていたんですね昔から相変らず美人なんですねぇへええええと私は思うばかりで要するに私はこの時点で結構な具合で混乱していてもう何がなんだか。

「イレイナさん。あの、そろそろ手を離してもらいたいんですけど……、あとそんなに見つめられると、その、ちょっと……」

　やや恥ずかしそうにもじもじとするフランさん。見れば見るほど彼女は彼女で、


「…………」



　要するに彼女にイレイナさん、などと呼ばれると妙にくすぐったいというか、なんというか、とても複雑な感情が私の胸の底に湧わきあがってしまうのです。

「……こほん！」うるさい思考を振り払う私でした。手を離しながら、私は、「いいですか？　これからは私はあなたの師匠になるので、今後は私のことは先生と呼ぶように」

「分かりました。先生」素直に頷くフランさん。


「…………」



　フラン先生が私のことを先生と呼んでいる……。

「先生どうしたんですか。随分と複雑な表情をされていますけれども……」

「生まれつきです」

「あ、はあ……随分と複雑な生い立ちなんですね……」

　それはさておき。

「とりあえず今後のスケジュールを決めましょう。調べものと魔法の勉強を両立するのですから、それなりに忙しくなりますからね──」

　魔法を教えながら調べものというのも難しいですし、そもそも面倒です。

　ここは時間の使い方を二つにきっちり分けたほうが適切ですね。

「とりあえず朝から昼まで調べもの。昼から夜までは延々えんえんと魔法の勉強、というのはどうでしょうか？」

「……それですと私は魔法の勉強だけをすることになるのですけれど、いいんですか？」

「待ってくださいどうして寝坊する前提で考えてるんですか、ふざけてるんですか」

「早起きは苦手で……」

「知ってます」

「？　私、早起きが苦手なこと、先生に言いましたっけ？」


「…………」言われずとも未来のあなたがそうなのでどうせ若い頃からそうなのだろうとは思っていました、とは言い難がたいものです。「……いえ、なんとなくそんなことだろうとは思ってただけです……。とりあえず私が起きた時点であなたを叩き起こすつもりですのでそのつもりで」



　修行時代から私がフラン先生を起こすのが日課だったものですし。

　それくらいは苦ではありません。

「では、今はもう午後ですので、これから魔法を教えてくれる、という認識でいいのでしょうか？」首をかしげるフランさん。

「ええ。そのつもりで」私も頷きました。「いいですか？　私は魔法を教えるといったらきっちり教えますからね」

「よろしくお願いします」

「誰かさんと違って私は真面目に教えますからね。覚悟してくださいね」念押しする私でした。

「……誰のことを言ってるんですか？」

「……私の師匠の話です」

「先生の師匠はまともに魔法を教えてくれなかったんですか？」

「ええ……まあ……」

「なるほど。それはくそですね」


「…………」



　ふむふむとしきりに頷くフランさんと沈黙ちんもくする私の姿がそこにはありました。

「先生の先生はくそやろうだったのですね」


「…………」



　あなた今、未来の自分に唾つばを吐はいてますよ、とは口が裂けても言えませんでした。




　私と彼女の不可思議な日常は、そこから幕を開けました。

　未来で私の師匠をやっているくらいですから、やはり、当然ながら彼女には魔法の才能がある程度──いえ、想像以上に備わっておられました。

「まずは魔法操作の訓練をしましょう。ここに瓶びんに入れられた水があるでしょう？　手を触れずにここから水を抜き出してみてください」

「このような感じでしょうか」


「…………」私から借りた杖つえであっさりと瓶から水を抜き出すフランさん。空中で水がふよふよと浮いておられます。



　初めて握った杖であっさりと魔法を扱あつかうとは一体どういうことで……？　とは思いましたがなんだか悔しかったので黙っておきました。「……じゃあ次はその水を綺麗な球体に」

「こうでしょうか」

　空中であっさり水を球体にしてみせるフランさん。


「…………」



　まるで初めてとは思えないくらいに彼女は魔法に愛されておられるようでした。多少は苦労するものだと思ってたのですけれど……。

「では次は風魔法を使ってみましょう」私は瓶を彼女から遠ざけてから、言いました。「これに風を送って、この瓶を倒してください」

「このような感じでしょうか」


「…………」



　すぱぁん！　と瓶が吹っ飛びました。

「……あなた魔法を扱った経験があるんですか？」

「……？　いえ、ありませんけれども……」

　どうやら生まれついての天才さんのようで。ほうほうなるほど。私が努力してきた日々があほらしくなるくらいに才能を持て余しているようですね。

「あの、先生。もしかして私はちょっと魔法の才能があるのでは……」

　ある程度杖を扱ったところで彼女はふむふむと考えこみながらそのようにのたまいました。

「は？　何言ってんですかこの程度普通ですよ。調子に乗らないでください」

　彼女が世間知らずなことをいいことにテキトーなことを吹き込む悪い魔女がそこにはおりました。

　実際のところ彼女は少しどころか他に類るいを見ないほどの才能をお持ちのようでした。


「…………」



　しかし、まあ、これならば彼女が過去に戻ったときに役立つように、片っ端から魔法を教えることも可能ですね。




　私たちはその日から大書庫で寝泊まりをするようになりました。眠るにしてもこの国の殆ほとんどの家は家の中まで苔やら何やらが侵入していたためにかび臭くさくてとても眠れなかったのです。ゆえに仕方なく大書庫で眠ることにしました。その辺の民家から回収してきたベッドを魔法でちょちょいと修繕したのち、私とフランさんのベッドを二つ並べました。

「大書庫で寝るとはこれはまた……いいですね……ロマンがあります……」

　フランさんはベッドの中から星空を眺め、ほんの少し嬉しそうに頰を緩ゆるめました。

　私は彼女のそんな様子を傍目はために眺めながら、「喜んでいただけて光栄です」とだけ返して、机に向かいます。

「先生はまだ寝ないんですか？」

「私はこの国の調べものがありますので」

「……大書庫にはまともなものは置いてませんよ。この国の常識しかありません」

　私は彼女に答えました。

「私にとってはこの国の常識は常識ではないんですよ。先に寝ちゃってください」


「…………」



　彼女がしばし返した沈黙には、悩むような、遠慮えんりょするような、そんな気配が含まれているように感じましたが、しかし、きっと彼女も疲れていたのでしょう。

「……ではお言葉に甘えて」

　やがて彼女から返ってきたその言葉ののちに、静かな寝息が大書庫の中に響くようになりました。




　私の知るフラン先生は生来ぐうたらな性格でしたが、どうやらこの時代からその片鱗へんりんを見せていたようで、翌朝、大書庫で目を覚ました私の横には、ぬくぬくとした布団ふとんの中で静かに寝息を立てている彼女の姿がありました。

「起きてください。朝ですよ」

「あと五分……」

「だめです。とっとと起きてくださ──」

「んー」もぞもぞと布団の中に潜り込むフランさん。


「…………」



　どうやら眠りから覚める気は微塵みじんもないようで。

　……まあ、昨日は初めて魔法を扱いましたし、それに、彼女は過去でつらい経験をしたばかりですから──少しくらい寝坊をしても、罰ばちが当たることはないのでは？

　などと、そんな風に自分に言い訳をしながら、布団をぽん、と軽く叩き、

「……じゃあ今日は私が一人で探索しますね」

　結局そんな風に諦めてしまう私はきっと彼女に甘いのでしょう。

　彼女──フランさんの語る回想の中で一つ明らかだったことといえば、この国の大書庫をいくら調べたところで何も見つからないという事実。

　検閲けんえつでもされているのか、この国において不利な情報とおぼしきものは表向きには保管されていないようです。

　だとしたら──それならば、大書庫の探索は後回しのほうがいいでしょう。

　それよりも国の中を見て回ったほうがよほど有意義だとも言えます。

「といってもそうそう都合よくこの国が滅んだ理由が明らかになるとは思えませんけどね……」

　一人ぼやきながら、私は街を歩きました。

　この国に突然現れる幻想は私がこの国を訪れた昨日から、時間もタイミングも問わず、絶えず続いていました。

　夜眠る前も、大書庫の中で本を読んでいる見知らぬ他人の姿が何度も映し出されましたし、

「さあさあいらっしゃい！　お安くするよ！」「今晩のご飯は何にしようかしら……」「すみません。私、今日ここに越してきた者なのですけれど、孤児院はどちらに──」

　それに今もこうして廃墟を歩いているだけで幻想が絶えず泡沫ほうまつのように浮かんでは消えているのです。

　それからほどなくして、私はこの国の門まで辿たどり着きました。

　昨日通った道ではありますが、昨日は気付けなかったことが一つだけ、ありました──若い頃のフラン先生の話では、この国は外との交易をあまり好まない傾向にある国だった筈はずです。つまるところ当然ながら国には門があって、普段は閉ざされていなければおかしいのです。

　しかし私は何の不具合もなく、普通にこの国へと入ることができました。


「…………」



　門が壊されていました。大きな大きな穴が、門の真ん中には穿うがたれていました。

「ああ、なんということだ……我が国の門が……」

　どこかで誰かが言いました。姿を探した頃には既に幻想は消えてしまっていましたけれども。

　つまり、これは、誰かがこの国の門に穴をあけた──ということなのでしょう。

　けれど、では一体誰がこんなことをしたのでしょうか──。


「…………」



　私はそれからしばらく門の前でぼうっと立ち尽くしてはみましたが、しかしこういったときに限って、闇雲やみくもに探しているときに限って、都合よく幻想が現れることはありませんでした。




　そうして私たち二人の日常は紡つむがれていきました。

　朝目が覚めて、フランさんの身体を揺すって「朝ですよー」と囁ささやき、「あと五分」などと永遠に訪れることのない時間を言い渡されて、「はいはい。じゃあもう一人で行っちゃいますからねー」と不貞ふて腐くされて一人で探索。昼頃になってフランさんが目を覚まして、「さあ魔法教えてください！」とせがんでくるので、私はいかにも渋々しぶしぶといった風を装いながら、「じゃあ明日は早起きしてくださいね」などと永遠に叶かなうことのない約束をして、彼女に魔法を教えます。

　過去に戻っても大丈夫なように。

　多分、それが今の私に課かされた使命である気がするのです。

　彼女の未来で私に魔法を教えてくれる立派な魔法使いになってもらえるように、私は精一杯、魔法を教えました。

　本音を言うと、私は国の探索よりも──この国が滅んだ理由よりも、フランさんに魔法を教えている時間のほうがよほど有意義に感じていました。

　どれだけ探しても見つからない探し物をするよりも、教えた分だけ魔法を覚えてくれる彼女に充足感を覚えていたのかもしれません。


「…………」



　いえ、きっと理由はそれだけではないのでしょう。

　きっとこれは、長い長い恩おん返しなのです。

　私の過去で魔法を教えてくれた彼女は、それほどまでに私にとっては大きな存在でしたから。

　彼女の過去で魔法を教えてあげた私が、それほどまでの存在であるかどうかは、分かりませんけれども。





●






　先生に魔法を教えてもらうようになってから六日が経ちましたが、相変わらず寝ても覚めても私は未来にいるままでした。

　その日は夜に目が覚めましたが、やはり朽くちた大書庫の中に私の姿はあります。

　一体いつになれば帰ることになるのか──、眠るたびに私の中でぼんやりとした恐怖がくすぶっていました。

　私は結局のところ、未だに過去で経験した苦い記憶から完全に立ち直ることができずにいました。表向きには平然と過ごしていても、やはり嫌な思い出は未だ癒いえずにいるのでしょう。夜遅くまで大書庫の本を読んで調べものをしている先生を放って「あ、先に寝ますー」と私が布団に入ってしまうのも、きっとそういった所以ゆえんゆえだろうと思いたいものです。

　私の心中を察してなのか、先生も先生で私に街の探索を強要したりはせず、午前中は一人で探索を行っているようです。

　朝目が覚めて先生の姿がないことに私は実のところ少しだけ寂しさを覚えているのですが、そんなことを口にしてしまえばきっと先生を殊更困らせてしまうことでしょう。

　未だに未来のこの時間で目を覚ますことができていることに嬉しさを覚えていることも、きっと口にすれば先生を困らせることは分かりきっていますから、やはり私は寝ても覚めてものほほんと過ごすばかりでした。


「…………」



　まだ夜は明けず、見上げれば空に星が輝いています。

　不吉な不吉なほうきのような星の姿は見えません。ただの夜空が広がるばかり。

　この空は、私がいた時代の何年後の空なのでしょうか──。

「──お客様、大変申し訳ございませんが、ここから先はお通しするわけには……」

　私が物思いにふけっているときのことでした。どこからともなく、困ったような、戸惑ったような声が響きました。

　私は布団から這い出てその姿を探しましたけれども、探すまでもなく、とうの昔に滅んだはずのこの大書庫に、幻想が紛れ込んでいました。

「まあまあそう言わずに。この先に何か隠しているんでしょう？　そうなんでしょう？」ぐいぐいと司書さんに迫る魔法使いさんが一人。

「いえ、ですから隠しているだとか隠していないだとかそれ以前にここから先は部外者立ち入り禁止でして……」そして困りながらも頑がんとして魔法使いを通さずにいる司書さんが一人。

　どちらも見覚えのある姿でした。

　過去で私が言葉を交わしたことのある二人が、そこにはいました。


「…………」



　確かに、言われてみれば、変な話で、私が読んだこの国の資料はどれも穴抜けになっていたり、あるいは誰でも知っている常識しか書いてはなかったのです。都合の悪いものは恣意的に排除していたことは明らかで、つまるところ、この国にとって都合の悪いものは、捨てられたか、もしくはどこかに隠されていなければおかしいことになります。

「この国にとって不都合なことが大書庫にはまったく置かれていないわ。裏にあるのでしょう？」

　ならば大書庫の奥に隠されているのだろうと、魔法使いさんは踏んだのでしょう。ぐい、といっそう詰め寄る魔法使いさんでした。

「そんなものはないと思いますけれども……」

　けれど司書さんは困惑した様子でそのように答えるばかりでした。何か都合の悪いものを隠しているというより、その口ぶりは本当に何も知らないように見えました。

　困り果てる司書さんをじっと睨にらむように目を細める魔法使いさんは、結局、「……まあいいわ。また来るわ」とだけ言って、踵きびすを返してしまいました。

　かつての過去であれば大書庫の奥は、司書さんが立ちはだかるがゆえにまともに調べることはままならなかったのでしょう。


「…………」



　けれど今ならばもぬけの殻。調べるなど容易たやすいことです。

　先生にこの事実を早速教えようと思いましたが、しかし振り返ってみれば先生は依然として気持ちよさそうに寝息を立てるばかりで一向に目覚める気配はありません。

　起こすべきでしょうか？　起こしましょうか？　私がいつ過去に戻るかも分からない今、この事実は早急に伝えるべきなのでは？

　私はあれこれと考えた挙句あげく、結局、先生の肩を揺さぶり、「先生、先生」と眠りの中にいる彼女に呼びかけました。

　しかし。

「……んん」先生は弱々しい息を漏らしたあとで、「……あと五分」などと分けのわからないことを仰るばかり。

　起きませんでした。全然起きませんでした。

　なんということでしょう。何なら引っぱたいてでも起こすべきでしょうか？

「せんせ──」

　と、私が再度、彼女の肩を揺すったときでした。

　ぱたん、と彼女の服から、一冊の本が落ちました。先生の私物でしょうか、綺麗な装丁そうていを施した本を拾い上げて、好奇心に誘われてついついぱらぱらとめくってみれば、綺麗な手書きの文字がびっしりと綴つづられています。


「…………」



　それは日記でした。既に何冊か書かれているようで、残念ながら旅を始めた頃の記述はありませんでしたが、ここ最近の出来事が刻まれていました。

　街でパンを買ったら美味おいしかった、などという他愛たあいもない日常から、もしくは誰かとの出会いと別れの物語が、そこにはありました。

　それは不死身の魔法使いさんに出会った物語であったり。あるいは、とある国で友人と出会った話でもあり。もしくは、奴隷どれいを解放して回る冒険者の物語が、彼女の日記には、ありました。

　私が恋焦こがれていた外の世界が、綴られていたのです。

　ここ最近の記述もそこにはありました。つまるところそれは私と出会ってからの日々を彼女は書いていたわけですが──勝手に私が読むべきものではないのですけれど──既にページをめくる手は止まることを忘れ、私は最後まで、読み込んでしまっていました。

　彼女の日記、曰く。





××月××日






　彼女に魔法を教えることは私にとっての使命なのでしょう。そんな気がします。

　可能ならば私の知っている知識をすべて彼女に叩き込みたいところではありますけれども、如何いかんせん私たちに時間が幾いくらほど残されているのかが分かりません。ゆったりとした時間を過ごすのは後回しにして、さしあたって彼女に魔法を教えることを最優先に考えることとしましょう。

　この国のことならばいつでも調べられますけれども、今の彼女と一緒にいられる時間は、そう長くはありませんから。

　ちなみに国の探索はまるで進みませんでした。





××月××日






　今日も彼女はいつまで経っても起きませんでした。寝坊を治す魔法などはないのでしょうか？

　やはり彼女は魔法の才能に関しては類まれなるものがあるようで、恐らく潜在能力としては私よりも遥か上の位にあるのでしょう。私が教えた魔法をいとも簡単に扱うことができてしまえる彼女には一抹いちまつの嫉妬心しっとしんも湧きましたし、同時になんとなく「あらあらもしや私は魔法を教える才能があるのでは？」と再認識してしまえるほどですらありました。

　国の探索に関してですが、この国で見ることができる幻想にはおおよその法則性がないことが二日経った今になって明らかになりました。

　私が街で見かけてきた幻想は、時代も何もかもばらばらで、ただただこの国が過去を思い出すように現れては消えるばかり。一体何がこの国に幻覚を見させているのでしょうか？





××月××日






　三日目になった今日この頃から、少し陰りのあった彼女の表情に明るさが垣間かいま見えるようになりました。いつまでも過去に引きずられてばかりというわけでもないようです。よいことです。相変わらず魔法の才能に長たけすぎていてやや腹が立ちますが、朝が弱すぎて苛立いらだちますが、まあそれはそれとして置いておいて、三日も魔法を教えておけば、過去に戻って普通の人間を相手どったときに最低限戦えるくらいにはなったことでしょう。

　とはいえ、こんなことは彼女の前では絶対に口にしたりはしないのですけれど。

　街の探索は相変わらず進展なし。

　彼女が過去に戻る方法なども分からず仕舞じまいでした。





××月××日






　四日目になりました。

　相変らず彼女と私の日々は続いています。

　まだまだ続くことを祈りつつ、今日の日記を終えたいと思います。

　今日は街の探索をお休みしました。





××月××日






　五日目になりました。

　今日も朝目が覚めれば彼女の姿がありました。まだ過去には戻れないようです。

　夜になって、街の探索をしていないことを思い出しました。





××月××日






　六日目になりましたが、彼女はまだ、大書庫にいます。

　明日も同じような日が来るのでしょうか。

　心のどこかで、私は明日も同じ日が来ることを、願っていました。





「…………」



　先生は噓つきです。

　夜遅くまで起きて調べものをするなんて言っていましたけれども、そんなこと一切していませんでした。

　机に突っ伏して眠る彼女の傍らには、魔法の資料が山のように積まれていました。寝る間を惜しんで勉強なさっていたのでしょう。私にできる限り多くの魔法を教えようとしてくれていたのでしょう。恩着せがましい言葉を吐きたくないのか、結局彼女はそうやって噓をつきながら、私がまともに魔法を扱えるようにしてくれていたのです。

「……ありがとうございます、先生」

　私は彼女の髪に触れながら、そのように、言いました。

　あるいは寝ている間にしかこのような言葉を口にできない私も、もしかしたら、彼女と似ているのかもしれません。

　不思議と悪い気分はしませんでした。





○






　翌日は珍しくフランさんのほうが先に起きていました。

　そのような奇妙な彼女の行動には、おやおや何でしょうか？　天変地異の前触れですか？　などと思ったほどでしたし、

「おやおや何ですか？　天変地異の前触れですか？」

　むしろ口にさえしていました。それほど彼女が早起きすることは珍しかったのです。

「ふふふ……先生。私は先生に甘えてばかりの私ではないのですよ……」

　不敵に笑う彼女。はて甘やかした記憶などありませんが？

「今日は先生への感謝の気持ちを込めまして、私、少し、がんばってみたんです」

　怪訝けげんに思う私に対して彼女はにこりと笑みを浮かべて、「これをどうぞ」と、テーブルに一つ、何やら黒いものを置きました。

　お皿の上に載った黒い何かはじゅうじゅうと汚らしい色の煙けむりをあげております。おおよそ直視できない謎の物体がそこにはありました。

「……あの、これは何ですか？」

　私がテーブルから彼女を見上げると、彼女はにこりと笑って、

「料理を作ってみました」と一言。


「…………」



　え、嫌がらせですか？

「素材そざいの味を生かしてみました」むふー、と偉そうに胸を張るフランさん。素材をそのままゴミ箱に放ったほうがまだいい味を出しそうだなと思いました。

「一体どう料理したらこんなものが……」

「えへへ……」

　あ、いや褒めてはないんですけど……。

　明らかにあからさまに顔をしかめてみせた私ですけれども、彼女にはどうやら私の気持ちはまるで伝わってはおられないようで、「まごころを込めて、作りました……」と何やら嬉しそうに語るばかり。まごころってこんなに真っ黒だったんですね……初めて知りました……。

「ささ、どうぞ」

　そして彼女は急かすようにお皿をずずい、と私の前へと寄せるのでした。「今日は朝から国の探索を私もお手伝いする予定ですから、ちゃちゃっと食べてくださいませ」


「…………」それはそれはまあ殊勝しゅしょうな心掛けなことで結構なのですけれども。「何かあったんですか？　今日はやけに早起きですけれども」



「私も成長するのですよ、先生」

「はあ成長ですか」

　私は目の前に置かれた皿を見ました。


　…………。



　料理の腕前は……未来に至るまで成長しませんでしたね……。

「先生どうしたのですか。随分とお顔が優すぐれないようですけれど……」

「……いえ、べつに……」

「とにかく早く食べちゃってください。時間はないですよ。私、昨日の夜に起きたのですけれど、この街に起きた異変の手がかりが摑めた感じがありますので」

「？　どういうことで」

　私が首をかしげると、彼女は昨晩に見たという幻想について滔々とうとうと語りました。

　それはこの国に偶然ぐうぜん来ていた魔法使いが、大書庫の奥に入れさせろと司書に詰め寄っているだけのただの一場面でしたが──、しかし、なるほど大書庫の目に見える範囲には当然ながら検閲されたモノしか置いてはいませんが、奥にならば何か隠されているかもしれない、ということなのでしょう。

　しかし、

「もしかしてあなたが見た魔法使いさんって、白っぽい灰色の髪で黒いローブと三角帽子をまとった魔女さんのことですか？」

「……！」彼女は目を見開いて、驚いておられました。「や、やっぱり魔法使いさんって人の頭の中が覗けるんですか……？」

「……いえ」

　私は首を振り、答えます。

「そもそも見えてますし」

　私が指差す大書庫の奥。一人で「ふふふ……不法侵入成功……」などといやらしい笑みを浮かべておられる魔法使いが一人おりました。


「…………はあああああ」至極大きいため息がどこからか漏れました。「ああ……そうなんですね……」誰のものかと思ったら彼女のでした。



　どうやら落胆させてしまったようで。

　しかし、

「幻想が今出ているということは、急いだほうがいいかもしれませんね──」

　いつ消えてなくなるか分かったものではありませんから。

「あっ、でも、食事が……」

「それはあとで私が一人でこっそりいただきます。大事な大事な初めての弟子が作ってくれた料理ですからね、大切に食べたいんですよ」私は荷物をまとめながらやや早口に彼女に語りました。

「先生……」やたらと嬉しそうなフランさんでした。

「それじゃ、行きますよ」

　幻想が出た好機に乗じて彼女が作り出した謎の暗黒物質は放っておいて、私たちは件くだんの白っぽい髪の魔女の姿を、追いかけました。

「ところであのひと、先生に似てると思いませんか」

「似てませんね」

「いやでも」

「似てませんね」





○






　一体どうやって白っぽい髪の魔女が大書庫の奥まで潜入したのか、という疑問に関しては、彼女の幻想が自ずとその答えを示してくれました。

「ふふふ……」不敵な笑みを浮かべながら大書庫の奥で自らに魔法をかける彼女。

　直後にその姿は小さなネズミそのものとなりました。

　なるほどネズミの姿になれば潜入も容易いと思ったのでしょう。事実、ネズミの姿になった彼女に気付く者はいなかったようで、大書庫の奥を縦横無尽に駆け回る小さなネズミがそこにはおりました。未来から見れば一目いちもく瞭然りょうぜんなほどにばればれでしたけれども。

「ちゅうちゅう」ふむふむ、なるほどね？　どうやら色々と隠しているみたいね──とでもいいたげにネズミは大書庫の奥の奥へと進みます。

「ちゅうちゅう」あら？　何かしらこの扉は……みるからに怪しいわね──とでも言いたげなネズミは、そして姿を人間のものへと戻しました。

「……怪しい」

　魔女はそして、扉に手を伸ばしましたが、固く閉ざされておられるようで、扉の取っ手部分には大きな錠前じょうまえが掛けられていました。押しても引いても開くことはありません。

　されど鍵かぎなど魔女の前では何の意味も成さないものです。

「おりゃ」

　普通に錠前を魔法で叩き割って、彼女は扉を開きます。

　幻想はそこで終わりました。


「…………」




「…………」



　その場に取り残された私たちの前には、開けっ放しになった扉があるばかり。

　魔女が訪れた二十二年前から、ずっとこの場所は、開かれたままになっていたのでしょう。私たちは別段躊躇ちゅうちょすることなく、その中へと入りました。

　けれども。

「……何もないですね」フランさんは中を見渡しながら首を振り、

「……ないですね」私は首肯しゅこうしました。

　もぬけの殻です。

　大きな一室には本棚が並んでいるだけで、けれどもその中には本など一冊たりとも置かれてはいなかったのです。

　私はてっきり、この中に国の秘密が詰まっているものだと思っていたのですけれども──。

　空振りでしょうか？

「……なるほどね」と。

　立ち往生おうじょうをくらった私たちの横で、どなたかの声が響きました。

　先ほどの魔法使いさんのものでした。幻想はどうやら続いていたようで。

「……随分な量の本を隠しているのね、この国は」そしてどうやら、私たちが見ているものと、彼女が目にしている光景は別のものであるようです。

　彼女が本棚に手を伸ばすと、その手には、一冊の本が握られていました。

　未来にいる私たちの視線など意に介すことなく、魔女さんは、本棚に背を預けて、そのまま読書を始めてしまいました。


「…………」




「…………」



　私達は顔を見合わせます。

　今のここに何もないというのならば、私達がこの国の過去を知る方法はただ一つに限られていました。私たちは言葉を交わすことなく、互いに、魔女さんの両脇にずい、と身を寄せました。

　のぞき見です。

「ところでこのひと、先生に似てると思──」

「似てません」

　ぱらぱらと、ゆっくりめくる魔女さんの手元を、私たちはじっと、見つめ続けました。

　彼女の手元では、この国の歴史が流れていきました。




　この国の歴史は古く、千年ほど前、この森に空から石が降ってきたことに由来ゆらいするといいます。空から落ちて来た石によって森の一部はえぐり取られ、地面が剝むきだしになりました。

　この森に住んでいた人々は、突如とつじょ現れたこの石を神の意思と崇あがめて、その周りに家を建てるようになりました。

　いつしかただの民家の集まりは、深い森のビエラと呼ばれるようになりました。

　この国に住んでいる人たちは、二十二年おきに、奇妙なものを空で見ていたといいます。

　当時の記述ではこのように書かれています。

『二十二年に一度、夜空に一つ、見知らぬ星が増えていた』

　ほうき星でした。

　古き時代の人々には、ほうき星というものの知識がなかったのでしょう──始まりの頃のこの国の人々は、空に現れた星をとても不気味ぶきみに思っていたそうです。

　どうして現れたのかも、なぜ二十二年に一度しか現れなかったのかも、人々には理解できませんでした。

　この国は何かと不思議なことが多い国であったようです。

　それは例えば、住民が突然、消えてなくなってしまったり。あるいは、突然、人の身体に火が付いたり。見たこともない花が生えたり。見たこともない生き物が現れたり。

　当時深い森のビエラに住んでいた人たちは、この怪奇現象が何の影響で起こっているのか分からなかったといいます。ただし、きっと神が怒っているのだと、そのように思ったそうです。

　ゆえに当時の人々は、神の怒りを鎮しずめるために、春になると夜ごと祈りを捧げるようになりました。それでも一定の間を置いて、怪奇現象は起こり続けました。

　街の人々は、きっと生贄いけにえを捧げればいいのだと思いました。神は生贄を欲ほっしていると、そう思ったのでしょう。ゆえに街の人々は、街の中央に祠を作り、ほうき星が現れた頃に生贄を捧げるようになりました。

　生贄として選ばれていたのは、いつも若く清らかな乙女おとめでした。乙女を白い花で作られた薬で眠らせて、祠に閉じ込めて、生贄として捧げていたのです。

　当時はそうして、難を逃れていたのです。生贄を捧げるようになってからは、奇妙な出来事は起こらなくなりました。

　代わりに、生贄となった少女はいつも死んでしまっていました。

　最初の頃はただ神の怒りを鎮めるための風習でしかなかったのです。

　生贄をささげる風習がおかしくなりはじめたのは、この街が栄えるようになった頃からでした。

　この街ができた当時のことを知らない人間の一部が、「こんな風習はおかしい」と声をあげるようになったのです。

　この国ができた当時を知らない若者からすれば、人の命を無駄にするだけの行事に思えたのでしょう。

　当時を知らなければ、そのような疑問を持つことは当然のことと思えました。

　けれど、街の大人たちは、疑問を持つ声に対して、沈黙を強要しました。街の風習は正しく、二十二年に一度の生贄がなければ、もっと被害は大きくなると思っていたのです。

　それでも街のしきたりに疑問を持つ子供は後を絶ちませんでした。

　やがて街の大人たちは、強硬策に出ることにしました。

「生贄を毎年捧げればいい。疑問を持つ声が上がれば、その者を翌年の春に生贄として祠に閉じ込めて、黙らせてしまえばいいのだ」

　この国において、風習やしきたりに疑問を持つ声があれば、それはおかしいことだとされたのです。街の人々は、都合の悪い資料のすべてを大書庫の奥に封じ込めて、それでも街のしきたりに疑問を抱く者を祠の中で殺していました。

　そうして時間ばかりが過ぎていきました。しきたりと風習だけを残して、時代は進みました。やがて、この国の風習ができた理由を知る者は誰もいなくなりました。

　都合の悪い疑問を持つ者を殺すおぞましい風習だけが、脈々みゃくみゃくと受け継がれて、人々の暮らしは紡がれていきました。

　それでも、風習に疑問を持つものは、多くありませんでした。

　疑問を持てば、殺されてしまうから。

　夜空に浮かぶほうき星は、相変わらず二十二年に一度、現れ続けました。




「……なるほどね」

　ぱたん、と資料を閉じた魔女さんは、そのまま腕を組み、考えるような素振りを見せたのちに、消えてしまいました。

　幻想は終わり、滅んだ国に私とフランさんだけが残されます。


「…………」




「…………」



　私たちは互いにただ黙っていました。

　つまりフランさんは二十二年前に、この国の風習に巻き込まれて生贄に選ばれ、祠で閉じ込められて死ぬ運命にあったのでしょう。

　けれど、今、ここにいるのは──、きっと、二十二年に一度現れる奇妙な現象にも、彼女は巻き込まれたから。

　人体が突然燃えたり、あるいは突如白い花が生まれたり、妙な生き物が生まれたり、そうした突然変異を起こす出来事に、彼女が巻き込まれたからでしょう。

「先生、ほうき星が現れるのは、いつだか分かりますか」

　もしもフランさんが過去に戻るとするならば、それは、また再びほうき星がこの夜空に現れるタイミング以外にあり得ないと、彼女自身は思ったのでしょう。

　私も同じことを考えていました。

「もうすぐお別れみたいですね──」

　大昔と違って、今はほうき星が現れるタイミングもおおよそ見当がついているのです。明確な日付も、予測がついています。

　だから近隣の国はこの時期に沸いているのです。

「今夜です」

　私は言いました。「今夜、ほうき星は夜空に現れます」

　私たちの別れは、すぐそこまで迫っていました。
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　私たちはそれから陽が沈むまでの間、魔法の訓練をひたすらに続けました。

　時間の許す限り、私は私が知る魔法を教え続けました。

　いえ、というよりは、かつて修行時代にフラン先生に教えられた魔法をすべて彼女に叩きこんだだけなのですけれども。

「先生は本当にいろんな魔法を知っているんですね」

　彼女は修行の最中、そんな風に言いました。「魔女さんになるとそれくらいできて普通なんですか？」

　さてそれはどうでしょう？

「魔女にも色々いますから、私よりも魔法が使えない人も当然いるでしょうね」

「……もしかして今ちょっと自慢してます？」

「いえいえとんでもない」あざとく謙遜けんそんしてみせる私でした。「私がこうして魔法をたくさん使えているのは、私の師匠が優秀だったからですよ」

「先生の先生ってどんな人だったんですか？」

「そうですねぇ……」逡巡しゅんじゅんののちに私は答えます。「私よりもちょっと間が抜けていて、修行をサボタージュしては蝶々を追いかけて、昼間は基本的に寝ているような人間です。修行を始めたころはまともに魔法を教えてもらえませんでした」

「なるほど」

「あと料理がとんでもなく下手へたくそでした」

「それはくそですね」


「…………」



「先生の先生はやっぱり何度聞いてもくそやろうですね」

「ええ、まあ……」

　否定はできません。けれど、

「でも、素敵な先生でしたよ」

　これだけは間違いなく断言できます。「きっとあの人がいなければ今の私はないでしょうね──」

　そうして陽が傾くまで、私たちの修行は、続くのでした。




「もうあなたに教えられることは何もありません──とは言いませんよ。たったの数日では教えられる魔法には限度というものがありますから」

　陽が沈み始めた頃には私も彼女も杖を持ってはいませんでした。互いに、どちらともなく、もう魔法の修行をするつもりにはなれなかったのかもしれません。

　最後くらいは、ゆっくりしたかったのです。

　大書庫から夕陽を眺めながら、私たちは横に並んで座っていました。

「過去に戻ったら何をします？」私が首を傾けると、彼女は「んー」と唸ってから、

「とりあえずこの国を出ます。あまりいい思い出はありませんし、それに──」

　旅人というものに、憧あこがれがありますから。

　彼女は軽く、そんな風に言いました。

「随分と嬉しいことを言ってくれますね」

「先生をとりあえず喜ばせておけば餞別せんべつになにかくれるだろうと思いまして」

「随分と卑いやしいことを言ってくれますね……」

　嘆息交じりに、私は杖を手に取りました。その直後に、「えい」と杖を振るい、魔法を一つ。

　直後、宙に三角帽子が浮かび上がりました。真っ黒の三角帽子は、私が普段扱っているものと似ているようで、少し異なったデザインの代物でした。

　端的たんてきに言えばこれこそ餞別で、

「あなたにぴったりだと思って、作っておきました」

　ぽすん、と私は彼女の頭に被せて、言いました。「過去に戻ってもこれを被って頑張ってくださいね」と。


「…………」



　本当に私が何かを寄越すとは思っていなかったのでしょうか。彼女はやや驚いたような、恥ずかしいような、微妙にもじもじとした雰囲気ふんいきを醸かもしながら、「あ、ありがとう、ございます……」と三角帽子の感触を確かめるように、つまんでいました。

「先生」

　やがて彼女は、遠く、沈みかけている空をぼんやり眺めながら、言いました。

「私が大人になったら、また、会いに行きますね」

　だから私は、淡々と答えるのです。

「またいつか会いましょう。そのときまで、さようなら」

　いつか先生に言われた言葉を、そのままそっくりと、返すのでした。




　そして彼女の姿は、笑顔を残したまま、消えました。
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　過去に戻った私を迎えたのはいつもの国の姿でした。

　人がいて、街並みは古ぼけていることなどなく、いつもの通り、私の知っている街にまで、戻ってきました。

　いつもと唯一違ったものは、私を迎えた民衆の様子でしょう。

　街の人々は、突然祠から出てきた私に対して──死んでいるはずの私を目にして、驚いておりました。

　けれど、敵意を向けてくることはなかったのです。

「おお……！　なんということだ……！　生きていたなんて……！」「ああ……！　よかった！　ほんとうによかった……！」

　街の人々は私を取り囲むと、そのまま涙を流して喜んでおられました。

　祠に入れられたときとは打って変わって、大歓迎です。

「……？」

　おやこれは一体どういうことで？

　私はひょっとしたら深い森のビエラではない別の国にでも来てしまったのでしょうか？　などと首を傾げてしまうほどの事態に私は見舞われているような気がしてなりませんでした。

　一体私が未来に行っている間に何があったのでしょうか。


「…………」



　その疑問の答えは、空にありました。

　ひらひらと、空からたくさんの紙切れが舞い降りてきていました。その一つが私の手元に落ち、留まります。

　それはこの国の裏事情を──未来で私と先生が見てきた資料の一つでした。

　この国の大書庫の裏に大昔に隠されていたはずのものが、空から落ちてきていたのです。

「一体どうして……」

　疑問を挟んだ直後に、しかし私は事情を知り得ました。未来のこの国の大書庫の奥には、資料など一つも存在しておらず、そして、この時代にいた魔女さんが、そういえば読みふけっていたではないですか。

　とどのつまり、要するに、彼女は、この国の奥に隠されていた資料を、私が不在の間に盗んでいたのでしょう。

　この国の人々の目に触れさせていたのでしょう。

「目を覚ましなさい愚民ぐみん共！　この国の歴史は、あなたたちが思っているよりもよほど残忍で野蛮やばんなのよ」

　彼女は上空で、声をあげていました。「疑問を持っただけのただの子供を犠牲にして、あなたたちはそこまでしてこの国を守りたいのかしら。こんな風習、とうの昔に腐っているとどうして分からないの？」

　上空の彼女にあおられて、街の人々は地面に落ちた紙切れを拾い上げて、あるいは宙から掬すくい取って、大昔に忘れ去られたこの国の真実を目にしました。

　この国で大事に大事に守られていた風習になど何の意味もないとでも言うように、上空で魔女は紙切れを破っては捨てていきました。

「魔女さん──」

　ぽつりと、私は、空を見上げながら、彼女を見ていました。

　私に魔法を教えてくれた先生とそっくりの彼女を。


「…………」



　私が漏らした小さなつぶやきが、彼女の耳に届いたのでしょうか。彼女は、一瞬、私と目が合って、その直後に少しだけ驚いたような表情を浮かべたのちに。

「──よかった」

　生きてたのね──と。

　嬉しそうに、笑いました。

　そして彼女は、けれどそれ以上は何も言わずに、ほうきをくるりと返して、私に背を向けて飛んで行ってしまいました。

　──また明日、大書庫に来なさい。そうしたら、色々と教えてあげる。

　彼女が語っていた言葉を思い出したのは、そのときのことでした。

　だから、私は。

　手にあった紙切れを捨てて、彼女のほうきを、追いかけました。

　そうして、私の旅路が始まったのです。
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　たった一人になりました。

　本当は、誰もいない場所でほうき星を一人でぼんやりと眺めるつもりだったのです。そのほうが星空は綺麗に見えることでしょうから。

　そのほうが落ち着いてゆっくりと見えることでしょうから。

　けれど、私はこの国に来て、初めて一人になりました。今まではずっと隣に彼女がいたものですから──どういうわけか寂しさがこみ上げるばかりで、彼女がいた痕跡こんせきばかりがただ気になってしまうのでした。

　幻想もいつしか見えなくなりました。

　ただ一人、滅んだ国に残された私は、寂しく空を見上げるばかりでした。

　夜空には星々が浮かんでいましたが、ほうき星の姿は見えませんでした。

　まるで夜空からも見放されたかのように、私はただ、ただ、孤独でした。

「寂しいですね──」

　ぽつりと呟いた言葉は、空虚くうきょの中に消えました。

　そのはずでした。

「そうですか？　私がいるのに？」

　けれど、私の独り言に、応える声が一つ、ありました。

　びっくりして私は振り返ります。


「…………」



　いつからいたのでしょうか。黒く艶つやのある髪を伸ばした魔女が、そこには立っていました。

　懐なつかしい顔が、そこにはありました。

「フラン先生……」

　彼女の姿が、確かにそこにはありました。

　夢でも幻でもなく、彼女は確かに、そこにいました。

「私が大人になったら、また、会いに行きますね──と言ったではないですか、イレイナ」




　お隣、いいですか？　と彼女は言うが早いか、そのまま私の隣に腰こしを下ろしました。まだ座っていいとは言ってないんですけど……？

　一体なぜこの国にいるのかと私は問いただそうとしましたが、しかし私の胸中を悟さとっているのか、それとも私の心でも読めるのか、彼女は、

「ずっと前から、この日が来ることを楽しみにしていました」

　といたずらっぽく笑いました。「私に魔法を教えてくれたあなたがまさか私の弟子になるなんて思いもしませんでしたけれども──」

　未来での出来事を彼女はずっと覚えていてくれたのでしょうか。

　けれど、それならば一つ釈然しゃくぜんとしないことがあります。

「……先生、私と未来で会ったこと、ずっと黙ってたんですね」

　性悪しょうわるです。不貞腐れてしまいます。

「おや。何を言ってるんです？　あなただって同じでしょう？　私の弟子だったこと、黙ってたじゃないですか」

「いえ言いましたけど？」

「そうでしたか？」

「素敵な師匠の下で魔法を教えてもらったと言ったじゃないですか」

「ぐうたらでいつも蝶々を追いかけてばかりいるくそやろうの師匠の下で魔法を学んでいた──という風に私は認識していたのですけれども」

　ははあ、お互いの認識に齟齬そごがあるようですね。

　いえ、それはさておくとしても。

「先生はあれからどうしたんですか？」

　フラン先生が過去に戻った後の足取りというものは何となくおおよそ想像はつくわけですけれども、それでも聞かずにはいられませんでした。

　あのあと無事に国から出ることができたのでしょうか？

「概おおむねあなたの予想通りですよ」

　彼女は言いました。「あの後、私はあの魔女──師匠のところに行って、弟子入りを志願して、そのまま国を出ました。どうやらその時点で師匠が国でしでかしたことは明るみになっていたみたいでしたから、門兵たちは彼女の出国を拒んだわけですけれど、彼女が門を盛大にぶっ壊しましてね、おかげでしばらくは逃亡生活を続ける羽目になりました」


「…………」



　随分とアグレッシブな門出ですね……。

　未だ門が直されていないということは、恐らく、この国は彼女が出国を果たした辺りで、完全に崩壊へと向かったのでしょう。

　真実を知った民衆たちは国に起こっていた怪奇現象に畏おそれをなして逃げ出したのでしょう。そして散り散りになり、今はもう、ここは廃墟になってしまったと。

　そういうことなのでしょうね。

「そして何年かの間、彼女と一緒に旅をして──途中で妹弟子と巡り会って、今はこうして、あなたの隣にいます」

「……そですか」

　反応に困って、私は彼女から目を逸らし、空を見上げました。

　相変わらず孤独な空が広がっていました。ほうき星の姿は見当たらず、けれども晴れた星空が浮かぶばかり。

　ごく普通の、いつもの夜空でしかありませんでした。

　いつになったらほうき星は現れるのでしょうか。もしかしたら現れないのでしょうか。

　そんな風に、不安げに私が空を見上げ続けていると。

「……あ」

　やがて、星空に一筋の光が彼方まで伸びて、消えました。

　流れ星でした。

　ただ一つの流れ星が消えるのを皮切りに、星空は次から次へと、一閃いっせんの輝きを、どこかへと落としていきました。

　次から次へと、絶え間なく、流れ星が相次いで流れます。


「え、ちょっ……」



　それはもう本当に、本当に、数え切れないくらいに流れていきました。ひょっとしたらこの世の終わりなんじゃないかとさえ思えるくらいに、星空が輝きを落とし続けていたのです。

「……あら」フラン先生は私の横で星空に見惚みとれながら、言いました。「これは流星群ですね」

　それはまあ、知っていますけれども……。

「何でほうき星を見に来たのに流星群が流れているんですか……？」


「…………」先生は私の横でやや考え込むように「んー」と唸ってから。



「聞いたことがあります。流星群の中には、彗星すいせいが砕けてできたものもあるのだとか。ばらばらに砕け散ったほうき星が、流星群となって降り注ぐようになった事例もあるそうですよ──」


「…………」それはそれは。「随分とお詳しいんですね……」



「自分の生まれ故郷のことを調べるのは当然のことでしょう？」

　この国を出てからも、彼女はもしかしたら、自分の生まれ故郷に起こっていた異変について調べていたのかもしれません。

　それから彼女は、色々なことを私に教えてくれました。

　この国が滅んだあと、彼女は何度かここを訪れているようです。曰く。

　この国の中心にある祠の真下には、大きな石ころが埋まっているそうです。当時の国の人々は、その石ころの上に国を建てたようで、誰もその石に触れることはなかったのだとか。

　大きな石ころはつまるところ、二十二年に一度現れるほうき星から砕けて落ちた破片なんだとか。これは彼女の推測でしかないのですけれど、この破片と、空に浮かぶほうき星が最も近づいたときに、森の魔力と反応して奇妙な出来事を見せていたのでしょうね──と彼女は教えてくれました。

　なるほど星屑の魔女の名にふさわしい働きぶりで。

「もう二度と、あのほうき星は私たちの前に現れることはないのでしょうね」

　彼女は私の横で、少しばかり寂しそうに、そのようなことを語るのでした。「もう二度と、この国が元に戻ることも、ないのでしょうね」

　とうの昔に滅んでしまって、今はもう、人も寄り付かないほどの状態にまでなっていますから。

「でも、綺麗ですね」

　私は言いました。

　そのときです。

　街の出入り口のほうに、一人の魔女と、一人の魔法使いが、並んで歩いている光景が、一瞬だけ見えて、けれどもすぐに消えてしまいました。

　もしかしたら、私たちが見ていた幻想は、この国が死ぬ間際まぎわに見た、夢だったのかもしれません。

「どうかしました？　イレイナ」

　私の横でフラン先生は怪訝な表情を浮かべて、首をかしげていました。

　私は首を振ります。

「いえ」

　そして彼女を見やり。

「少し、夢を見ていました」

　目の前で、確かに息をしているフラン先生に向けて、言うのでした。





●






「これからどこに行こうかしら？」

　乱暴に門をぶっ壊したのちに、彼女は──灰色の髪の魔女さんは、私をほうきの後ろに乗せたまま、外の世界を飛びました。







[image: ]







　遥か後方には深い森のビエラから私たちを追いかけ続けている兵士たちの姿が見えます。しかし魔女のほうきになどただの人間が到底追いつけることもなく、その姿は振り返るたびに小さくなっていきました。

　街の騒がしさを忘れ、私たちの周りには、綺麗な緑が広がるばかり。

　草原に風が走り回り、陽の光を波のように柔らかく揺らしていました。

　初めて目にする外の世界は、とても美しくて、輝いていました。

　言葉を失うくらいに。

「この辺り、別にこれといって面白い国もないのよね。どこの国も私、回り切ってしまったし──」

　ただ景色に目を奪われている私をよそに、彼女は、「んー」とぼんやりと、考え込みました。彼女にとってはこんなものは、いつもの光景なのでしょう。

　いつか、私がこれから旅を続けるようになったのならば。

　私も彼女のように、こんなにも素敵な情景じょうけいを、いつもの光景のように、思えてしまうようになるのかもしれません。


「…………」



　それはそれは、とても素敵なことのように、私には、思えました。

「どこか行きたいところはある？」

　くるりと振り返って、彼女は私に微笑みかけます。

　だから私も、笑いながら、彼女に返すのです。

「あなたとなら、どこへでも」





○






　フラン先生と星を眺めた翌日に、私たちは深い森のビエラ──だった廃墟から離れて、草原に出ました。

　夜通し、延々えんえんと、これまでの旅の話をして、若干寝不足気味の私とフラン先生にとっては、草原の真上に燦々さんさんと輝いている太陽の光は眩しいくらいで、目がくらんでしまいました。

「これからどこへ行きましょう？」

　フラン先生も、私と同じように草原を眩しそうに眺めながら、目を細めて、そのように言いました。

　その言葉は、ただ自分自身のこれからの動向に悩んでいるようにも、あるいは、私にこれからの旅路を訪ねているようにも、聞こえました。

「先生はこれからどうするんですか？」

　だから私は端的に訪ねたのです。

「そうですねえ──とりあえず、私は王立セレステリアに帰るつもりではいますけれども……」けれど、と彼女は言葉を紡ぎます。「でも、あの国は結構遠くにありますから、恐らくはそれなりに旅をしながらぼんやりと帰ることになるでしょうね」

「そですか」

　私は頷きました。「だったら、これからの旅路ではたまたま一緒に同じ国に行ってしまうことがあるかもしれませんね」

　ここからの彼女の帰り道は、もしかしたら偶然、私がまだ訪れたことのない国を訪れることになるかもしれませんから。

「そうですね。たまたま同じ国まで旅をして、また同じ国まで行ってしまうこともあるでしょうね」

　そんな風に二人旅をしながら、フラン先生の帰り道にご一緒することになってしまうかもしれません。


「…………」



　それはそれは、とても素敵なことのように、私には、思えました。

「どこか行きたいところはありますか？」

　私に向き直り、彼女は微笑んでいました。

　だから私は、笑いながら、彼女に返すのです。

「あなたとなら、どこへでも」











あとがき









　七月某ぼう日。

　白石しらいし定規じょうぎは人生で最も緊張していた。

　高校時代に「部員五人だけど一応、お前さ、吹奏楽すいそうがく部の部長じゃん？　ソロコンテスト、出てくんない？　このままじゃ部が廃部になる。廃部をかけてソロコンに出てくれ」などという顧問こもんの教師による謎の無茶ぶりにより大して上手うまくもないくせに県内から猛者もさが集う大会に出場させられた時よりよほど緊張したし、伴奏ばんそう予定だった音楽教師が「ごめんね……私、まだ新人教師だしソロコンテストの伴奏なんて大役できないわ……。一人で出てくれる？」などと突然匙さじを投げてきたおかげで伴奏なしで出場する羽目になった時よりもよほど頭が真っ白になった。

　ドラマＣＤの収録である。

　そもそも「魔女まじょの旅々たびたび」のドラマＣＤキャストの方々が決まった時点で僕は「やだ……キャストさん凄すごすぎ……？」と思いましたし、何なら今でも思っている。

　ともかく当日はとてもとても緊張しまくっていたが故ゆえに、スタジオまでの道のりは永遠のようにも感じられましたし、スタジオに着いても僕は「あれ？　もしかしてこれは夢なのでは？」と思ったくらいだったし、「それでは著者の白石定規先生から挨拶あいさつを──」と声優さん達の前で挨拶をする運びになった際に至いたっては、

「えー、この作品は元々自費出版でやっていたもので……」

　などと自己紹介をせずにいきなり本の内容の説明に入った始末しまつであった。これも緊張が故である。

　まともに自己紹介しろよ！　誰だよお前！　と自らを呪ったのは、二度にわたる挨拶のうち両方でペンネームを名乗り忘れる失態を犯した後になってのことであった。

　ドラマＣＤは「魔女の旅々」をＧＡノベルで出版した頃からずっと夢に見てきたことだったし、それをあまりにも凄すぎるキャストの方々に実現して頂いたことは、本当に素敵すてきすぎるくらいで、収録の最中はずっと、こんなにも幸せな空間に自分がいてもよいのだろうかと自問したほどでした。

　ドラマＣＤまで苦節くせつ二年半。

　長かったように思えた道のりは、過ぎて振り返ってみればあっという間でした。

　さてそれでは、実際の収録の様子はどうだったのかといえば。


「…………」「…………」←キャストさん達の掛け合い。




「…………」←静かに下唇したくちびるを嚙かむ白石定規。




「…………！」「…………！」←キャストさん達の面白い掛け合い。




「…………！」←アグレッシブに下唇を嚙む白石定規。



　自分自身が綴つづった文章に声が乗って、耳に響く度に『やだっ、面白い……！』と何度も笑いそうになったのですが、さすがに真面目まじめな雰囲気ふんいきの中で噴ふき出すこともできず、結局そんなこんなで、ついでに緊張にまみれていたこともあってより一層、下唇を嚙むに至った。

　ドラマＣＤは本当に面白くて、声優さん達の演じるイレイナ、サヤ、フラン先生、アムネシア、アヴィリアの五人は本当に僕の頭の中にいたキャラクター達のイメージそのままどころかそれ以上で凄くて凄くて凄すさまじくてもう本当に最高すぎてあああああああああああああああ！　下唇嚙んだ。

　ちなみに高校時代にソロコンに出場した際も、あまりに上手すぎる他校の生徒達を前に「くそっ！　こうなったらエアサックスで対抗たいこうしてやる！」などという謎の対抗意識を燃やして、何もないところで下唇を嚙んで、演奏をしている振りをしたりしていたので、もしかしたら緊張した際に下唇を嚙む癖くせはこの名残なのかもしれない。

　余談だが僕がソロコンテストにて他校の猛者たちの中に放り込まれて恥はじをさらしたにも拘かかわらず吹奏楽部はその後まもなく廃部になった。翌年の部員が揃そろわなかったのである。マジかよ！

　何はともあれ、ドラマＣＤは素敵なキャストの方々によりとっても素敵なものになっていますので、気になる方は是非ぜひ是非どうぞ！

　それではこの辺で各話コメントに入りたいと思います。ネタバレばりばりのコメントですので、ネタバレ回避したい方は回れ右でどうぞ！




●第一章『大切な人のための大切な日』

　最終章のプロローグになる話です。……以上！　説明終わり！

●第二章『不死ふしの病』

　人間には免疫力めんえきりょくというものがありまして、病に罹かかっても身体がそれを克服してくれるものです。機会があって病気に関して調べているときに、この話を思いつきました。

　かねてから不死身キャラを出そうと思っていたのですけれど、何でも知っているようなドヤ顔な有能すぎる不死身キャラだとありきたりすぎるしなぁ……などと諸々もろもろ悩んだ結果、マトリシカになりました。ちなみにマトリシカの名前の由来ゆらいは、ロシアのマトリョーシカから。人形を開けると中から小さい人形が出てくるこのおもちゃは、実際の女性名をもとにしたものだそうです。

●第三章『よそはよそ』

　大麻たいまが実は癌がんを快復かいふくに向かわせることができる力を秘めている……かもしれない、という話を以前、本で読みまして、大体そういった経緯けいいでこの話は作られました。臭くさいモノに蓋ふたをすれば綺麗きれいなままではいられますが、新しい価値観を見いだせなくなってしまうのは何だかとても悲しいものだなと思います。とはいえ大麻をはじめとする麻薬まやくを推奨すいしょうしているわけではないのですけれども。

●第四章『悪の組織へようこそ』

「魔女の旅々」を八巻まで綴ってきたわけですが、もう一度出したいキャラクターは特に多くて、その中でもユーリィとシャロン様は「絶対にいつかコメディ主体の話でまた出そう」と思っていたキャラだったので、この度実現できて本当によかったと思います。

　ちなみに地の文は突っ込み不在になる箇所かしょがとにかく多かったので、イレイナさんが読み聞かせしている風の地の文になっています。シャロン様は地の文でもシャロン様です。

●第五章『猫耳ねこみみ喫茶きっさへようこそ』

　ネコアレルギーが治った結果、早速ネコと戯たわむれようとするイレイナさんと、なんやかんやでネコミミメイド喫茶で働くアヴィリアさんの物語でした。

　サヤ、アムネシアとイレイナの絡からみはこれまで長々と書いてきたわけですが、アヴィリアとイレイナが二人きりで直接絡む話は四巻最終章の一部だけだったので、ここで書くことができてよかったです。余談よだんですがこれを書いている最中に「イレイナさんのメイド服姿が見たいです！」とか「イレイナさんのケモミミ姿が見たいです！」といった意見を頂いていて、「やったぜ両方書いてる」とやや嬉うれしくなった白石定規でした。

●第六章『フレデリカ』

　人間の行動と人格じんかくを形成する要素は主に幼少期の子どもの中で形作られていき、大人になればなるほど人格を変えることは困難になっていくそうです。（諸説あり）

　幼少期から区別せざるを得ない環境の中で育てられてきたフレデリカとルナリークの二人は、そもそも形成されてきた人格が双子ふたごとはいえ大きく異なっていたはずです。

●第七章『星屑ほしくずが降る夜』

　一七七二年に初めて発見されたビエラ彗星すいせいは、彗星らしく定期的に夜空には現れていたそうですが、これは一八四五年を最後に、見られなくなったといいます。核かくが二つに分裂ぶんれつして崩くずれてしまったのだとか。そのため、もう二度と見ることはできないだろうと思われていたのですが、ところが一八七二年に、崩れたビエラ彗星は姿を変えて人類の前に姿を現しました。

　これがアンドロメダ座流星群りゅうせいぐんで、その年に降り注いだ流れ星は一時間に数千ほど。数え切れないほどの流れ星が夜空を覆おおったといいます。ぜひ見たかった。

　大体こんな経緯が最終章の彗星と流星群の元ネタになっており、深い森のビエラの国名は要するにビエラ彗星からとったものです。第三章を読めば深い森のビエラの住民たちがその後どうなったのかがなんとなく分かると思います。




　八巻は今まで出てきたキャラクターが多く登場する巻になりました。もともと、ドラマＣＤを制作することが決まっていたため、ドラマＣＤに出る予定だったイレイナ、サヤ、フラン先生、アムネシア、アヴィリアの五人は出る予定ではいたのですが、まさかシャロン様やユーリィやらまで出ることになろうとは当初は思いもしませんでした。結果的に一章あたりのページ数がわりと増えてしまいました。

　Twitterでも質問が来るのですが、過去に出てきたキャラクターは僕もまた出したいなと思っているキャラがとても多いもので、けれど機会がなくて中々出せなかったりするので、今後出せればと思います。というわけで「魔女の旅々」八巻でした。今後もよろしくどうぞ！

　それでは謝辞しゃじを。

　あずーる様。いつもながら、可愛かわいらしいイラストをありがとうございます。基本的にいつもイラストは全部好きですが、今回はドラマＣＤ版の表紙とか特に好きです。

　担当編集Ｍ様。いつもお世話せわになっております。お刺身さしみありがとうございました。ウニやイクラは食わず嫌いしている面があったのですが食べてみたら滅茶苦茶美味おいしかったです……。

　イレイナ役、本渡ほんど楓かえでさん。刊行当初よりイレイナさんを演じて頂いている経緯もあるので、この度、イレイナさん役としてまたドラマＣＤで演じて頂けてとても嬉しいです。イレイナさん役は本渡さん以外考えられないような気がします。

　フラン先生役、花澤はなざわ香菜かなさん。何より花澤さんにフラン先生を演じて頂いたことは光栄こうえいというほかなく、イレイナとフラン先生の掛け合いは後ろで聴いていて滅茶苦茶面白かったです！

　サヤ役、黒沢くろさわともよさん。演技を聴きながら後ろで「あー！　サヤさんがいる！」と盛り上がったほどイメージぴったりのサヤさんをありがとうございます。チケット連呼れんこさせてすみません……。

　アムネシア役、小原こはら好美このみさん。四巻より大事にしていたキャラでもあるので、小原さんに演じて頂けてとても嬉しいです。お姉さん感漂ただよう語りはアムネシアそのものでした……。

　アヴィリア役、岡咲おかさき美保みほさん。アヴィリアの語りは本当に面白くて、何度も後ろで下唇嚙んでいました。おしぼり投げられた辺りのアヴィリアが特に好きです。

　コミカライズ担当、七緒ななお一綺いっき様。とても素敵なコミカライズをありがとうございます！　原稿頂く度に毎回涙ぐんでます。『マンガＵＰ！』での配信のほう、僕も読者の一人として楽しみです。

　ＧＡ文庫ライツ事業部の皆さま、ドラマＣＤの制作にかかわってくださった皆さま、ＧＡ文庫編集部の皆さま、営業部の皆さま。

　本当にこの度はありがとうございました。七巻から八巻にかけて初めての体験が多く、本当に貴重な機会を頂けたことが何よりうれしいです。

　読者様。

　まだまだ「魔女の旅々」は続きますので変わらず応援してくだされば嬉しいです！　それではまた！
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白石定規（しらいし・じょうぎ）

　前髪に歯磨き粉つけたまま出勤する。そんな人生。




ILLUSTRATION

あずーる

　今夏一番の驚きは飛行機の中でＷｉ－Ｆｉが使えるようになっていたことで、１番のがっかりはその通信速度がものすごく遅かったことです。
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